


はじめに

このたびは、dbMAGICをお買い上げいただき、まことにありがとうございます。

dbMAGICは、システム開発の専門的なユーザ（ システムアナリスト、システム設計者、プログラマーの方々など）を対

象とした、データベースアプリケーション開発のためのツールです。

この「dbMAGIC Ver.8.2 開発者ガイド」では、dbMAGICでのアプリケーション開発技術について説明しています。dbMAGIC

をご使用になる時にお手元に置いてご活用ください。

1999年 2月 5日 マジックソフトウェア・ジャパン株式会社

ご注意

(1) 本マニュアルの内容の一部または全部を無断で転載することは固くお断りします。

(2) 本マニュアルの内容は、将来予告なしに変更することがあります。

(3) 本マニュアルの内容については万全を期して作成しましたが、万一誤り、お気付きの点などがございました

ら、ご連絡くださいますようお願い致します。

(4) 運用した結果の影響につきましては、(3)項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承ください。

Windowsおよび WindowsNTは、米国Microsoft Corporationの登録商標です。

dbMAGICはマジックソフトウェア・ジャパン株式会社の商標です。

一般に会社名、製品名は会社の商標または登録商標です。

Copyright 1999
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機種別キー操作の違い

本マニュアルで使用している特殊キーの表記と実際使用しているコンピュータのキーの表記とは若干異なる場合があり

ます。下記の一覧表を参照してください。

表記 PC-9801 DOS/V
� �

F1
� �

–
� �

F10
� �

f�1 – f�10 F1 – F10
� �

Caps Lock
� �

CAPS Caps Lock
� �

Shift
� �

SHIFT Shift
� �

Ctrl
� �

CTRL Ctrl
� �

PgUp
� �

ROOL UP PageUp
� �

PgDn
� �

ROOL DOWN PageDown
� �

Ins
� �

INS Insert
� �

Del
� �

DEL Delete
� �

Back Space
� �

BS Back Space
� �

Tab
� �

TAB Tab
� �

 
� �

,
� �

Enter
� �

� �

 
� �

Enter
� �

Alt
� �

GRP Alt
� �

Home
� �

HOME CLR Home
� �

End
� �

HELP End
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第1章 はじめに

dbMAGIC Version 8は、専門的な、シングルプラットフォームおよびマルチプラットフォームビジネスアプ

リケーション開発向けに設計されており、業界をリードするインターネットウェブブラウザ、ウェブサーバ、

アプリケーションサーバ、言語およびデータベースを、オープンにしかも広範にわたってサポートします。

下記のドキュメントを参考にすることで、dbMAGICについてさらに理解を深めることができます。

■ リファレンス 　

dbMAGIC Version 8の全機能についての説明が記載されています。

■ 新機能ガイド 　

dbMAGIC Version 8に新しく組み込まれた機能についての説明が記載されています。

■ チュートリアル 　

dbMAGIC 8の演習用アプリケーションを開発するためのステップを実際に経験できる、ハンズオンチュー

トリアルです。

■ 開発者ガイド -分散開発編 　

プラットフォーム別のインストール方法と、それぞれのプラットフォームやオペレーティングシステム

ごとの詳しい使用方法を解説したマニュアル。

■ SQLガイド 　

SQLゲートウェイをインストールおよび有効化する方法と記憶装置のタイプに関する詳細説明が記載さ

れています。

■ 開発者ガイド -インターネット編 　

インターネット向けの dbMAGIC 8アプリケーションを開発する方法についてのハンズオンガイドです。

できる限り早く dbMAGICを使用できるようにするためには、はじめに以下の指示に従って dbMAGICをイ

ンストールし、次に dbMAGICインタフェースと本書の使い方に慣れてください。

1.1 インストールと登録

dbMAGICのインストール方法については、付属の「dbMAGICセットアップガイド」(Setup.hlp)を参照して

ください。

1.2 本書の使用法

本書は、コンピュータと Microsoft Windows 95やWindows NTのオペレーティングシステムの操作方法に詳

しいことを前提としています。

はじめて dbMAGICをご利用になる場合には、「チュートリアル」に記述されている手順に従って、自分自身

の演習用アプリケーションを開発することをお勧めします。「チュートリアル」の参考資料として本書を使用

し、dbMAGICで各種アプリケーションを開発する方法を完全に習得してください。

dbMAGICをすでにご利用のユーザは、本書を読み、特定の開発手順に従う方法についての知識をさらに深

めてください。
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1表記に関する規則

活字の種類 意味

イタリック体 メニュー名およびオプション名を表します。例えば、［編集］メニューの［編集/

取消］は、［編集］メニューから［取消］オプションを選択することを意味しま

す。イタリック体は、新しい用語も表します。例えば、Magic Request Brokerは、

新しい dbMAGIC 8の用語です。イタリック体は、本文中で「リファレンス」な

どといった出版物の名前を表す引用語も表します。

クーリエ体 表示されるとおりに正確に入力しなくてはならない文字を表します。

ボールド体 dbMAGIC開発者用手順のステップを強調表示するときにも使用されています。

すべて大文字 ファイル名。

小さな大文字
� �

Enter
� �

などのようなキーボード上のキーの名前。

キーの組み合わせとキーシーケンスは以下のフォーマットで表示されます。

フォーマット 意味
� �

KEY1
� �

+
� �

KEY2
� �

キー名間のプラス符号は、最初のキーを押したまま次のキーを押すことを意味し

ます。次に両方のキーを離します。例えば、dbMAGICを終了し、オペレーティ

ングシステムに戻るには、
� �

Alt
� �

+
� �

F4
� �

を押します。
� �

KEY1
� �

,
� �

KEY2
� �

キー名間のコンマは、それぞれのキーを順次押してから離すことを意味します。

1.3 dbMAGICインタフェースについて

dbMAGICには、Microsoft Windows 95と完全に互換性のあるグラフィカルユーザインタフェース (GUI)が

採用されています。dbMAGICのツールバーアイコンには、頻繁に使用されるコマンドが最小化表示されて

います。また、タブ付きページには、1つのダイアログ内に含まれているコマンドの簡単な構成が表わされ

ています。

dbMAGIC リポジトリ、テーブル、一覧およびダイアログは、Microsoft Windows環境で動作し、Microsoft

Windows 95やWindows NTの規則と同じ規則を使用しています。

dbMAGICインタフェースについての詳細は、「リファレンス」の「dbMAGICのインタフェース」の節をご参

照ください。

1.4 dbMAGICの起動と終了

dbMAGICには、起動、実行および開発の 3段階があります。

アプリケーションをオープンする前、またはすべてのアプリケーションをクローズするときの状態は、起動

状態です。起動状態のときには、メッセージ行に dbMAGICのバージョン IDが表示されます。

dbMAGICには、エンドユーザ動作環境とアプリケーション開発動作環境の２種類の動作環境があります。

エンドユーザは、開発作業に入るときには、アプリケーション設計者が使用する入力プロセスと同じプロセ

スで、アプリケーションにアクセスすることができます。アプリケーションの実行時には、dbMAGICのメ

ニューやオプションではなく、開発者がアプリケーションに指定したメニューとオプションが表示されます。

「実行中」のメッセージとオープンしているアプリケーションの名前がメッセージ行に表示されます。

開発者ガイド
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開発動作環境では、開発モードとオープンしているアプリケーションの名前がメッセージ行に表示されます。

したがって、このメッセージ行をチェックすると、開発動作環境であることをはっきりと確認できます。

実行動作環境と開発動作環境間で切り替える場合：

■ 実行動作環境から［ファイル/開発/実行モード］ を選択します。

または

■ 開発動作環境から［ファイル/開発/実行モード］ を選択します。

dbMAGICのズーム機能

ズーム機能は、dbMAGIC全般を通じて高性能アクションとして使用することができます。通常、選択を行

うための選択リスト、ダイアログまたはコンボボックスをオープンする起点となるポイントに挿入ポイント

が置かれるような多くの場所で、ズーム機能はメッセージ行の右側に表示されます。これは、関係のあるア

クションを実行するときに、この位置にズームすることができることを意味しています。

つまり、［ズーム］インディケータをクリックするか、ズームポイントでダブルクリックするか、［編集/ズー

ム］を選択するか、または
� �

F5
� �

を押して、連携させる画面へ移動することができます。

dbMAGICアプリケーションの開発セッションの開始

注意：� �

開発作業を開始するための標準の方法は、以下のとおりです。この標準の方法の変更については、「リファ

レンス」に記載されている「設定」の章を参照してください。
� �

1 dbMAGICをイントールした後で、dbMAGICのアイコンをダブルクリックします。

2 インストール時にユーザ IDとパスワードが要求されたなら、これらを［ログオン］ウィンドウで入力し
ます。［ログオン］ウィンドウに日付しか表示されない場合には、［OK］をクリックするか

� �

Enter
� �

を
押してその日付を受け入れるか、または 6つの連続した数字で別の日付を入力してから［OK］をク
リックするか

� �

Enter
� �

を押します。

3 これで dbMAGICの動作環境をセットアップする準備ができたので、新しいアプリケーションを作成
するか、または既存のアプリケーションを選択します。dbMAGICの動作環境の設定方法については、
第 2章「dbMAGICの動作環境」を参照してください。

4 新しいアプリケーションを作成するには、［設定/アプリケーション］ を選択して、［アプリケー
ション］テーブルテーブルにアクセスします。［名前］欄にアプリケーションの名前を入力します。
［識別子］欄に、2文字の識別子を入力するか、アプリケーションが dbMAGICのルートディレクト
リに常駐していない場合には、2文字の識別子を含むフルパスを入力します。

5 アプリケーションを選択するには、［ファイル/アプリケーション・オープン］ を選択します。
dbMAGICに対してすでに宣言されているアプリケーション一覧と、アプリケーションテーブル内に入
力したばかりのアプリケーションの一覧が掲載された、アプリケーション一覧が表示されます。この
一覧から該当するアプリケーションを選択します。

6 アプリケーションを開いて実行するようシステムを設定する場合には、［開発/実行モード］アイコン
をクリックするか、［ファイル/開発/実行モード］を選択して、dbMAGICの開発モジュールに切り替
えます。

dbMAGICアプリケーションの終了

dbMAGICを終了せずに、アプリケーションだけを終了するには、［ファイル/アプリケーション・クローズ］

を選択するか、または新しいアプリケーションを開きます。
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1dbMAGICの終了

［ファイル/終了］を選択するか、dbMAGIC内のどこかから
� �

Alt
� �

+
� �

F4
� �
を押して、作業内容を保存し、dbMAGIC

をクローズしてオペレーティングシステムに戻ります。

1.5 dbMAGICテーブルでの作業

各 dbMAGICリポジトリは、スプレッドシートに似たグリッドに分割されています。dbMAGICリポジトリ

の各設定欄には名前があり、各行には番号がついています。

リポジトリまたは一覧の操作

移動先 キー

カラムのはじめ
� �

Home
� �

カラムの終わり
� �

End
� �

前のページ
� �

PageUp
� �

次のページ
� �

PageDown
� �

表示ページの一番上
� �

Ctrl
� �

+
� �

PageUp
� �

表示ページの一番下
� �

Ctrl
� �

+
� �

PageDown
� �

リポジトリまたはダイアログの一番上
� �

Ctrl
� �

+
� �

Home
� �

リポジトリまたはダイアログの一番下
� �

Ctrl
� �

+
� �

End
� �

行の終わり
� �

Alt
� �

+
� �

→
� �

行の初め
� �

Alt
� �

+
� �

←
� �

削除する内容 キー

カーソルの左側のテキスト
� �

BackSpace
� �

カーソルのテキスト
� �

Delete
� �

最後の編集前の状態に戻る
� �

Alt
� �

+
� �

BackSpace
� �
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リポジトリでの編集

dbMAGIC リポジトリではそれぞれ、カラムに入力するだけでその内容を編集することができます。また、

dbMAGICはリポジトリを構築し、改定することができる行編集機能を備えています。編集可能行上にカー

ソルを置くと、［編集］メニューにアクセスするかまたは
� �

Alt
� �

+
� �

E
� �
を押して、利用可能な行編集項目を確

認することができます。

［編集］メニュー キー 機能

取消
� �

F2
� �

前の編集内容を取り消します。この取消しの対象範囲は、

動作環境の設定により異なります。取消しを行うと、リ

ポジトリが終了となります。

編集アンドゥ
� �

Alt
� �

+
� �

BackSpace
� �

カラムエディタを使用しているときに、編集を取り消し

ます。

ズーム
� �

F5
� �

入力内容をコピーするためまたはサブテーブルやダイア

ログを編集するため、このカラムと関係のある一覧、リ

ポジトリまたはダイアログを表示します。

広域
� �

F6
� �

カラム全体を目で見ることができる幅のウィンドウをオー

プンしきます。

先頭
� �

Ctrl
� �

+
� �

F9
� �

開発領域の一番先頭に進みます。開発領域は、後の章で

説明する［プログラム］リポジトリか［テーブル］リポ

ジトリのどちらかです。

行削除
� �

F3
� �

その行を削除します (確定が必要です)。削除した行の下

の行には番号が付け直されます。

行作成
� �

F4
� �

その行の後ろに行を挿入します。リポジトリの最初の行

で真上にカーソルを置くと、その行が最初の行になりま

す。作成された行の下の各行には番号が付け直されます。

実行モードでは、このようにするとファイル内の最後行

の後ろに行が挿入されます。

項目繰返
� �

Ctrl
� �

+
� �

R
� �

目標とする行のすぐ上にカーソルを置いてキーを押すと、

指定された行の入力内容を複製します。そのポイントの

下の各行には番号が付け直されます。

項目移動
� �

Ctrl
� �

+
� �

M
� �

目標とする行のすぐ上にカーソルをおいてキーを押すと、

オープンするダイアログに番号を指定した行を移動しま

す。各行には番号が付け直されます。

項目上書
� �

Ctrl
� �

+
� �

W
� �

オープンするダイアログで番号を指定した行のコピーと、

現在の項目とを置き換えます。元の行はそのまま変わり

ません。

リポジトリ位置付
� �

Ctrl
� �

+
� �

L
� �

dbMAGICが提供するテンプレート行で指定した検索マ

スクに一致する項目のある最初の行を検索します。任意

の文字数を表すワイルドカードとして「*」を使用し、1

文字だけを表すワイルドカードとして「$」または「?」を

使用します。
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1
［編集］メニュー キー 機能

次に位置付
� �

Ctrl
� �

+
� �

N
� �

［位置付］で最初にセットアップされたテンプレートと

同じテンプレートを使用して、リポジトリの検索を続け

ます。検索は、リポジトリの終わりに達すると先頭に向

けて逆方向に折返して行われます。

テキストコピー
� �

Ctrl
� �

+
� �

Insert
� �

選択したテキストをコピーします。

テキスト貼り付け
� �

Shift
� �

+
� �

Insert
� �

現在のカーソルの位置に選択したテキストを貼り付けま

す。

上記以外に、［編集］メニューに含まれていない編集操作として、［行ジャンプ］ (
� �

Ctrl
� �

+
� �

J
� �

)があります。

この操作を行なうと、［行ジャンプ］ダイアログがオープンします。［行ジャンプ］ダイアログには、ジャン

プする先のリポジトリの行番号を指定することができますす。［行ジャンプ］は、大きなリポジトリを編集す

るときに便利です。

リポジトリへのテキスト入力

セル内に直接テキストまたは数字を入力したいときには、カーソルを位置付けしてから、入力を開始します。

次のテキスト文字を入力する場所を示す、カーソルが表示されます。

一覧からリポジトリの項目選択

リポジトリ内の特定のセルから一覧にズームすると、そのセル内に置きたいデータを選択できます。カーソ

ルをズーム可能なセル上に置くと、［ズーム］という文字がメッセージ行に表示されます。［ズーム］インジ

ケータをクリックするか、セルそのものをダブルクリックするか、
� �

F5
� �

を押すか、または［編集/ズーム］

を選択すると、一覧にズームし、選択を行うことができます。

一覧から項目を選択するには、その項目をダブルクリックするかまたは強調表示して OKを押します。する

と、リポジトリからその項目が最初にズームしたセルに自動的にコピーされます。［取消］をクリックするか

または
� �

Esc
� �

を押すと、項目をコピーせずに一覧をクローズすることができます。

リポジトリ内のカラムの編集

編集可能なカラムにカーソルを置くと、入力を開始するときに dbMAGICエディタが有効になります。編集

中、
� �

矢印キー
� �

かマウスを使用して、そのカラム付近にカーソルを移動します。

一部のカラムは、表示領域が拡張して表示されます。これらのカラムの 1つで作業しているときには、広域

サポート機能が自動的に有効になり、「広域」の文字がメッセージ行に表示されます。［広域］インジケータ

をクリックするか、［編集/広域］を選択するか、あるいは
� �

F6
� �

を押すと、［広域］ウィンドウをオープンする

ことができます。［広域］ウィンドウは、そのカラムの横にドロップダウンウィンドウとして表示されます。

注意：� �

ただし、カラムの全サイズをそのカラムまたは広域ウィンドウに直接入力できるという点に注意してく

ださい。表示されるカラムの大きさが小さすぎて内容を表示できない場合には、その内容が自動的にス

クロールされます。［広域］ウィンドウをオープンすると、設定欄の全内容を入力したとおりに目で見

ることができます。
� �
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リポジトリの編集の終了

リポジトリの編集を終えたなら［OK］を押してその変更を受け入れて終了するか、［終了/取消］を押して変

更を取り消してから終了します。あるいは、［変更保存］ダイアログが表示されたときに
� �

Esc
� �

キーを押し

ます。
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第2章 動作環境

動作環境は、dbMAGICおよび dbMAGICアプリケーションの概観と行動に影響を与える、各種設定で構成

されています。［設定］メニューからアクセスする各種リポジトリやダイアログ内で設定欄を変更するか、

MAGIC.INIファイルの該当するセクションで直接変更を行なって、開発環境と実行環境の両環境に関する

dbMAGICのデフォルト設定を変更できます。

2.1 dbMAGICの設定の変更

［動作環境］ダイアログでの設定の変更

［設定/動作環境］をクリックしてアクセスする［動作環境］ダイアログで、グローバルな動作環境を変更で

きます。設定される内容は、MAGIC.INIファイルの［MAGIC ENV］セクションに対応しています。［動作環

境］ダイアログで変更した設定内容は、MAGIC.INIファイルに自動的に登録されます。設定内容の一部は、

そのセッションですぐに効果をもちますが、それ以外は次回の dbMAGICセッションから有効になります。

［動作環境］ダイアログで動作環境を変更するには:

1 ［設定/動作環境］ を選択して、図 2-1に示されている［動作環境］ダイアログにアクセスします。

2 該当するタブをクリックして、関係のある設定欄でデフォルトの設定を変更します。

図 2.1: 動作環境

2–2 動作環境 開発者ガイド

dbMAGIC Ver.8.2



2

タブ 目的

システムタブ dbMAGICの動作環境に関する基本情報を定義する、システム環境を指定し

ます。

マルチユーザタブ dbMAGICのマルチユーザ動作環境に関するパラメータを設定します。

動作設定タブ すべての dbMAGICアプリケーションの表示、タイミングおよびその他の

デフォルトの動作環境を指定します。

国別設定タブ dbMAGIC内部の仕様に関するスタイルの優先順を指定します。

外部参照ファイルタブ dbMAGICシステムに接続されている外部参照ファイルの名前と場所を指定

します。

パーティショニングタブ アプリケーションパーティショニングやインターネットに関係のある設定を

指定します。

［動作環境］ダイアログでの設定についての詳細は、「リファレンス」の「設定」の章を参照してください。

その他の動作環境の設定変更

設定メニューで他のオプションを選択すると、開発動作環境と実行動作環境の両方に影響を与える他のパラ

メータを変更できます。各オプションについての詳細は、「リファレンス」の「設定」の章を参照してください。

設定オプション 機能

基本色 すべてのアプリケーションの基本色を選択します。

フォント すべてのアプリケーションの基本フォントを選択します。

キーボード割付 dbMAGICアクションに対する全アプリケーション特定キーのデフォルトの

割付を選択します。

サーバ ローカルの dbMAGICインストール例用のホストサーバを選択します。

サービス サーバ一覧内のサーバとサービスを接続します。

ビジュアル接続 利用可能なサーバとサービスの接続をビジュアルに表示し、変更します。

通信ゲートウェイ 利用可能な通信ドライバの設定を指定します。

DBMS 利用可能な DBMSのデフォルトの設定を指定します。

データベース dbMAGICがアクセスすることのできる、物理的データベースの設定を指定

します。

論理名 移植可能アプリケーションの開発を可能にする論理名を指定します。

言語 dbMAGICの多言語サポート機能によって使用される変換ファイルを指定し

ます。

プリンタ dbMAGICで利用可能なプリンタのデフォルトの設定を指定します。

HTMLスタイル HTMLフォームエディタで使用する HTMLスタイルタブを定義します。

プリンタ属性 デフォルトのプリンタ属性を定義します。

シークレット名 認証システムのシークレット名を指定します。

ユーザグループ グループを宣言し、dbMAGIC認証システムの使用権利を定義します。

ユーザ ID ユーザ固有の情報を指定します。

ログオン dbMAGICにログオンするためのユーザ IDとパスワードを指定します。
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MAGIC.INIファイル内の dbMAGIC動作環境の設定

MAGIC.INI ファイルには、dbMAGIC の動作環境設定情報が格納されます。dbMAGICが起動するには、

MAGIC.INIファイルが dbMAGIC用作業ディレクトリ上に存在していなければなりません。

dbMAGICには、上記の［設定］メニューオプションのフォームでMAGIC.INIの各パラメータを編集するた

めの各種機能が備わっています。

MAGIC.INIファイルは、外部テキストエディタを使用して編集することのできるテキストファイルです。

MAGIC.INIファイルについての詳細は、「リファレンス」の「設定」の章を参照してください。

コマンドラインオプションを使用した dbMAGIC動作環境の設定

コマンドラインオプションを使用すると、起動時のセッション固有の動作環境を設定できます。MAGIC.INI

ファイル内で使用されるパラメータ名と同じ名前で指定すると、dbMAGICがコマンドラインから設定可能

なすべてのパラメータを設定することができます。コマンドラインから受け取った値は、MAGIC.INIファイ

ルから読み込まれる値に上書きされます。

2.2 アプリケーションの定義

［設定/アプリケーション］を選択してアクセスする、［アプリケーション］テーブルでアプリケーションを

宣言および定義します。［アプリケーション］テーブルには、図 2‐2に示されているような、開発セッショ

ンと実行セッションの両方に利用できるアプリケーションの一覧が格納されています。［アプリケーション］

テーブル内の各項目がアプリケーション一覧に表示されるので、以後、そのアプリケーションの開発セッショ

ンや実行セッションを開始するときに選択することができます。

図 2.2:［アプリケーション］特性ダイアログ
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新しいアプリケーションを定義する場合:

1 ［設定/アプリケーション］ を選択して、［アプリケーション］テーブルにアクセスします。

2 新しい行を作成し、アプリケーションの名前を入力します。この名前はユニークな名前でなければな
りません。

3 アプリケーション識別子として使用する 2文字のコード識別子を入力します。パス位置を指定しない
と、アプリケーションファイルが現在のディレクトリ内でオープンします。

4 ［アプリケーションファイル］欄で、アプリケーション制御ファイルの明示的ファイル名と場所を入
力します。

この設定欄は、識別子から生成されるデフォルトのファイル名に上書きされます。このカラムを空白
にしておくと、アプリケーション制御ファイル名が ppCTL.MCFになります。この場合 ppは、［識別
子］欄で指定した識別子です。

5 ［RPRファイル］欄には、レポートファイル名とその全位置の指定値を入力します。

レポートファイルには、実行レポートジェネレータによって作成されたレポート定義が格納されます。
このカラムを空白にしておくと、レポートファイル名が ppRPR.DATになります。この場合 ppは［識
別子］欄で指定した識別子です。

6 ［データベース］欄には、アプリケーションファイルを格納している物理的データベースに関するア
クセス情報を入力します。

dbMAGICは、［動作環境］ダイアログで定義された［デフォルトデータベース］パラメータの設定
を、デフォルトのデータベース名として使用します。アプリケーションファイルに別のデータベースを
選択するには、その［デフォルトデータベース］パラメータから［データベース］一覧にズームしま
す。この一覧には、インストールした dbMAGICに利用可能なアプリケーションに対し選択したDBMS

タイプのデータベースがすべて表示されます。一覧から必要なデータベースを選択します。

7 ［アプリケーション］テーブルを終了するときには、［OK］か「取消」をクリックします。

2.3 CTL特性の設定

dbMAGICには、特定のアプリケーションの動作環境を拡張または変更したり、あるいは特定のアプリケー

ションで動作環境の設定を無効にするための設定欄が備わっています。これらの設定欄は、設定メニューで

指定するシステム全体に関するものとは異なり、固有の dbMAGICアプリケーションだけに関係がありま

す。システム全体に関する設定欄は、システム内の dbMAGICアプリケーションすべてに関係があります。

アプリケーションの設定には、各種［アプリケーション］特性ダイアログを使用して指定する設定と、各種

dbMAGIC機能で定義する設定の 2種類があります。

■ オープンしているアプリケーションから［リポジトリ/CTL特性］をクリックしてアクセスする［CTL

特性］ダイアログは、CTL特性を指定する基本的なダイアログです。ここで指定した特性は、特定の

dbMAGICアプリケーションファイルに入力されます。

■ ［アプリケーション］テーブル内のアプリケーション項目から［編集/特性］をクリックしてアクセス

する、［CTL特性］ダイアログでは、アプリケーションをクローズするときに指定する必要のある特性

を指定します。ここで指定した特性は、MAGIC.INIファイルに入力されます。
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2.4 アプリケーション内でのCTL特性の定義

システム全体での設定を無効にするため、アプリケーション内で指定することができるアプリケーション固

有の特性を図 2‐4に示します。

タイプ
リポジトリ

テーブル
リポジトリ

プログラム
リポジトリ

ヘルプ
リポジトリ

権利
リポジトリ メニュー イベント

d b M A G I C

開始プログラム
終了プログラム
開始／終了
プリンタ属性プログラム
基本色定義ファイル
キーボード割付ファイル
ＮＵＬＬ計算
ＣＴＬアクセスキー
公開権利アクセスキー
スーパ権利アクセスキー
ＮＵＬＬデフォルト

CTL･･･
アプリケーション

CTL特性
アプリケーション

CTL･･･
アプリケーション

図 2.3: 動作環境ダイアログ

アプリケーションファイル内のアプリケーションの特性を変更する場合：

1 特性を変更したいアプリケーションをオープンします。

2 ［リポジトリ/CTL特性］ を選択し、図 2-4に示されている［CTL特性］ダイアログにアクセス
します。

3 変更したい特性の設定欄を指定できるタブをクリックします。

図 2.4:［CTL特性］ダイアログ
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アプリケーションの起動特性の変更

［CTL特性］ダイアログの［スタートアップ］タブの設定欄を変更すると、アプリケーションの起動特性を

変更できます。

デフォルトの起動モードの無効化

［動作環境］ダイアログで指定したアプリケーション起動モードを無効にするには、［起動モード］欄を使用

します。この設定欄では、アプリケーションをオープンしたときに dbMAGICが「実行モード」、「開発モー

ド」どのモードで動作するか、または［動作環境］で指定したモードで起動するかを指定します。この設定

欄を使用すると、特定のアプリケーションに対して異なる起動モードを指定することができます。

コンボボックスオープンし、値を選択するか、または’なし’をあらわす N、’実行モード ’を表す R、’開発

モード ’を表す Tのどれかを入力するときには起動モードでクリックします。デフォルトの値は、’N=なし’

です。

開始プログラムと終了プログラムの実行

［動作環境］ダイアログの［システム］タブの開始プログラム実行と終了プログラム実行の両欄の設定とは

関係なく、開始プログラムと終了プログラムをアプリケーションで実行させるには、［起動/終了］欄を使用

します。コンボボックスをオープンして値を選択するか、「Y」あるいは「N」を入力します。

■ Yes… ［開始プログラム］欄と［終了プログラム］欄が有効化します。

■ No … ［設定/動作環境］の［開始プログラム実行］欄と［終了プログラム実行］欄の両値を基に、開

始プログラムと終了プログラムを実行します。

アプリケーションを初期設定するためのプロシージャの構築

［開始プログラム］欄では、アプリケーションを初期設定するための必須手順を構築できます。ユーザがア

プリケーションをオープンした時に自動的に実行されるこのプログラムは、［動作環境］ダイアログの［シ

ステム］タブで指定した開始プログラムなど、他のアプリケーションプログラムの前に実行されます。

開始プログラムを選択するには、この欄からプログラム一覧にズームするか、図 2-5に表示されているよう

に、プログラム番号を入力します。

図 2.5: 起動プログラムの選択
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アプリケーション終了時のプログラムの実行

アプリケーションを終了するときにプログラムを自動的に実行するには、［終了プログラム］欄でプログラ

ムを指定します。終了プログラムは多くの場合、順序付けられたアプリケーション終了処理を実行するのに

使用します。終了プログラムを選択するには、この欄からプログラム一覧にズームするか、または［プログ

ラム］リポジトリからプログラム番号を入力します。

NULL値を計算する方法の指定

［Null計算］欄には、dbMAGICの Nullサポート機能が必要です。一部のデータベース、特に SQLでは、

NULL値の欄を使用できます。［CTL特性］欄では、1つまたは複数の NULL値の欄を含む式を計算する方

法を指定します。

■ NULLify … 結果が NULL値のこともあります。

■デフォルトを使用… 結果が［Null］欄で指定されたデフォルト値を使用して計算されます。これらの値

は、［デフォルト /Null］ボタンを押すとアクセスできる、［デフォルト /Null］テー

ブルで指定できます。

アプリケーションの Nullデフォルト値は、［タイプ］レベルと［カラム］レベルで無効にできます。［デフォ

ルト/Null］テーブルに関する詳細は、第 3章 2節のアプリケーション全体でデフォルトおよび NULL値の指

定方法に関する項を参照してください。

アプリケーションの外部ファイルの場所を変更

図 2-6に示されているように、［CTL特性］ダイアログの外部ファイルタブで設定欄を変更すると、アプリ

ケーションの外部ファイルの場所を変更できます。

図 2.6:［CTL特性］の［外部ファイル］タブ

論理プリンタ属性の変更

［プリンタ属性］ファイルでは、［動作環境］テーブル内でグローバルな設定として定義されている［プリン

タ属性］ファイルとは別のファイルを、アプリケーションに指定することができます。

アプリケーションの論理プリンタ属性を変更する場合:

2–8 動作環境 開発者ガイド
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1 ［動作環境］テーブルの［外部ファイル］タブでグローバルな設定として指定されている［プリンタ
属性］ファイルの名前をメモします。

2 dbMAGICルートディレクトリ内の該当するファイルを特定し、標準のテキスト編集ツールを使用し
て、別の名前でそのファイルを保存します。

3 ［動作環境］テーブル内に［プリンタ属性］ファイルとして新しく作成したファイルの名前を入力し、
図 2-7に示されているように［プリンタ属性］テーブルにズームします。

図 2.7:［プリンタ属性］テーブル

4 設定を変更し、［OK］をクリックします。

5 ［動作環境］ダイアログで、初めに［プリンタ属性ファイル］として指定されているファイルの名前
をもう一度入力して、元のグローバルな設定を確保します。

6 ［CTL特性］ダイアログの［外部ファイル］タブで、［プリンタ属性］ファイルとして新しく作成し
たファイルの名前を入力します。

［プリンタ属性］テーブルについての詳細は、「リファレンス」の「フォーム」の章で「dbMAGICの論理プリ

ンタ属性」についての説明のある項を参照してください。

HTMLスタイルの変更

［HTMLスタイルファイル］欄では、［動作環境］テーブル内にグローバルな設定として定義されているス

タイルファイルとは別の HTMLスタイルファイルをアプリケーションに指定できます。

アプリケーションの HTML

スタイルファイルを変更するには、この章の第 4節「論理プリンタ属性の変更」に関する項に記載されてい

るステップに従い、［プリンタ属性］ファイルと［HTMLスタイル］ファイルとを置き換えます。［HTMLス

タイル］テーブルでスタイルが定義されていない場合には、そのプロセスに入る前にグローバルな［HTML

スタイル］ファイルを作成するため、少なくとも 1つのスタイルを定義しておく必要があります。

［HTMLスタイル］テーブルについての詳細は、「リファレンス」の「設定」の章を参照してください。
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基本色の設定の変更

［基本色定義ファイル］欄では、［動作環境］テーブルにグローバルな設定として定義されている［基本色定

義］ファイルとは別のファイルをアプリケーションに指定することができます。アプリケーションの［基本

色定義］ファイルを変更するにはこの章の第 4節「論理プリンタ属性の変更」に関する項に記載されている

ステップに従い、［プリンタ属性］ファイルと［基本色定義］ファイルとを置き換えます。

詳細については、「リファレンス」の「設定」に関する章の「基本色」に関する項を参照してください。

フォント定義の変更

［フォント定義ファイル］欄では、［動作環境］テーブルにグローバルな設定として定義されている［フォ

ント定義］ファイルとは別のファイルをアプリケーションに指定することができます。アプリケーションの

［フォント定義］ファイルを変更するには、この章の第 4節「論理プリンタ属性の変更」に関する項に記載

されているステップに従い、［プリンタ属性］ファイルと［フォント定義］ファイルとを置き換えます。

詳細については、「リファレンス」の「設定」に関する章の「フォント」に関する項を参照してください。

キーボード割付の指定

［キーボード割付ファイル］欄では、［動作環境］テーブルにグローバルな設定として定義されている［キー

ボード割付定義］ファイルとは別のファイルをアプリケーションに指定することができます。アプリケーショ

ンの［キーボード割付］ファイルを変更するには、この章の第 4節「論理プリンタ属性の変更」に関する項

に記載されているステップに従い、［プリンタ属性］ファイルと［キーボード割付］ファイルとを置き換え

ます。

詳細については、「リファレンス」の「設定」に関する章の「キーボード割付に関する項を参照してください。

インターネット開発ファイルルートの指定

バックグランド、画像、Javaアプレットなどといった、アプリケーションに関係のあるインターネットオブ

ジェクトのすべてを dbMAGICが検索することができるディレクトリを指定します。WWWサーバのルート

を指定してください。

アプリケーションのインターネット開発ファイルルートを指定する場合:

1 ［リポジトリ/CTL特性］を選択して、［CTL特性］ダイアログの［外部ファイル］タブにアクセスし
ます。

2 フルディレクトリパスを入力します。ただし、図 2-6に示されているように、パスの終わりに (Y=) を
必ず入力してください。

通貨変換ファイルの指定

通貨変換ファイルは、特定の通貨（ユーロ）を基準にした変換レートを管理する外部ファイルです。この欄

でズームすると、ファイルを開くダイアログが表示されますのでファイルを選択してください。
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2.5 アプリケーション特性の定義

図 2-8に示されている［アプリケーション特性］ダイアログで、各アプリケーションに関する追加情報を指

定できます。このダイアログには、［アプリケーション］テーブル内のアプリケーションの項目からアクセス

できます。

図 2.8:［アプリケーション特性］ダイアログ

アプリケーションをクローズするときに、アプリケーションの特性を変更する場合:

1 ［アプリケーション］テーブル内で特定のアプリケーションを選択します。

2 ［編集/特性］を選択するか
� �

Ctrl
� �

+
� �

P
� �
を押して、［アプリケーション特性］ダイアログにアクセス

します。

設定 目的

アクセスキー アプリケーションファイルにアクセスするたびに使用するパスワードを指定します。

圧縮 アプリケーションファイルのサイズを縮小します。このオプションは、アプリケーショ

ンを作成する前に設定しなければなりません。

MVCS無効化 そのアプリケーションの MVCS メニューオプションを使用不能にします。したがって、

このアプリケーションへの同時マルチアクセスができなくなります。
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第3章 データ定義

データ項目とは、データ構造体のビルディングブロックのことです。これらの項目は通常、カラムまたは変

数と呼ばれています。というのは、これらがテーブル内に物理的に格納されるためです。dbMAGICデータ

項目は、以下のどちらかに分類されます。

■ 実項目 … 実際のデータ値を保持する、データテーブル内のカラム。アプリケーションの実項目は、

［テーブル］リポジトリで定義します。何種類かの項目の特性が同じときには、［タイプ］リ

ポジトリ内にこれらの型を定義して、作業内容を保存することができます。

■ 変数項目… 計算および一次的保存のため、dbMAGICタスクによって使用されるローカル変数。タスク

を定義するときに、必要な変数項目も定義します。［タイプ］リポジトリ内にすでに定義し

てある型を使用することもできます。

3.1 データ項目の定義

データ項目を定義するには、その属性と書式を指定します。さらに、範囲と記憶型式などといった、データ

項目のその他の特性も設定できます。

データ項目の属性の指定

データ項目の［属性］には、その項目内に格納されている情報の内容を指定します。［タイプ］または［カラ

ム］テーブルのどちらかで項目の属性を指定します。［文字］、［数値］、［論理］、［日付］、［時間］、［メモ］

または［BLOB］のどれかの型として、データ項目を定義できます。

データ項目の書式の定義

データ項目を定義するには、［タイプ］リポジトリ、［カラム］テーブルまたはフォームエディタの［表示項

目］ダイアログで［書式］欄を入力する必要があります。

書式メカニズムに慣れたなら、［書式］ダイアログを省略して、［書式］欄に直接書式を入力できます。

［書式］ダイアログは、指定したデータ項目の属性に関連付けられたダイアログで表示されます。このダイ

アログをオープンするには、［書式］欄からズームします。

［文字型］データ項目の書式の指定
注意：� �

［メモ型］データ項目でも、［文字型書式］ダイアログを使用します。
� �

図 3-1に示すように、［文字型書式］ダイアログをオープンするには、［文字型］データ項目の［書式］欄か

らズームします。
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図 3.1:［文字型書式］ダイアログ

［文字型］データ項目の書式マスク

以下に説明するように、必要な位置指示記号とマスク文字はすべてここに置きます。

文字型データ項目の位置指示記号

指示記号 ここに入る文字

X 任意の文字

U キーボードから入力したときに大文字に変換される文字

L キーボードから入力したときに小文字に変換される文字

# 数値 (0-9)のみ。

注意：� �

データ入力時には、dbMAGICが「#」によって指定されている位置に、数字が入

力されているかを確認します。これらの位置に他の文字を入力すると、拒絶され、

エラーメッセージが表示されます。
� �

［文字型］データ項目の機能指示記号

書式に機能指示記号 Aを付加するときには、［オートスキップ］を選択します。この指示記号は、データ入

力時にカラムの最後の文字を入力したときに、［次項目］アクションを待たずに、次のカラムに自動的に移

動するよう dbMAGICに指示します。

この機能指示記号は、必要に応じて、書式に自動的に付加されます。

［文字型］書式の例

項目の内容 書式 ダイアログ内のテンプレート 表示

porttab X6 XXXXXX portab

portab UX3 UXXX Port

portab XXXXing XXXXing porting

realtime XXXX-XXXX XXXX-XXXX real-time

MAGIC L5 LLLLL magic
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［数値型］データ項目の書式の指定

［数値型書式］ダイアログをオープンするには、［数値型］データの［書式］欄からズームします。

図 3.2:［数値型書式］ダイアログ

［数値型］データ項目の［書式マスク］

データ項目の［書式マスク］を定義するには、以下に記載するように、位置指示記号とマスク文字を指定し

ます。

数値型書式の位置指示記号

指示記号 機能

# 数字の場所を確保します。

. 小数点の位置を示します。

例えば、’####.###’は、4つの整数と 3つの小数からなる数値型データ項目を定義します。

数値型データ項目の機能指示記号

数値型データ項目に関しては、以下の機能指示記号を指定できます。

指示記号 機能 説明

A オートスキップ 実行時に次のカラムに自動的に移動します。

N 負数入力 データ項目に負の値を使用することができます。

C 3桁区切り 千の単位の分離子としてコンマを挿入します。

L 左詰 表示するときにデータ項目を左位置合わせします。

P 余白埋 数値を含まない、表示されているデータ項目の一部に指定された

文字を充填します。

Z 0値表示 値が 0の場合には、指定された文字を表示全体に充填します。

－ 負数符号 負の値の前に、従来のマイナス符号を置かずに、指定された文字

を表示します。

任意の文字 正数符号 正の値の前に、従来の空白を置かずに、指定された文字を表示し

ます。
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［論理型］データ項目の書式の指定

［論理型書式］ダイアログをオープンするには、［論理型］データ項目の［書式］欄からズームします。

図 3.3:［論理型書式］ダイアログ

［論理型］データ項目の書式マスク

データ項目を［論理型］として定義するには、dbMAGICがその論理値を「True」または「False」として表

示できるように、デフォルトの書式 5(すなわちXXXXX)を定義します。このデフォルトの書式を変更し、位

置指示記号を置き、その中の必要な文字をマスクできます。

［論理型］データ項目の位置指示記号

Xは、表示値/入力値に内部値を変換するときに使用される文字の位置保持子です。1は「True」を表し、0

は「False」を表します。また、欄で範囲を指定した場合には、「男性」、「女性」などのような、補助表示/入

力値を使用できます。

［論理型］データ項目の機能指示記号

データ項目の書式に機能指示記号 Aを付加するには、［オートスキップ］を指定します。この指示記号は、

データ入力時にカラムの最後の文字を入力したときに、［次項目］アクションを待たずに、次のカラムに自

動的に移動するよう dbMAGICに指示します。
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［日付型］データ項目の書式の指定

図 3.4:［日付型］データ項目

［日付型］データ項目の書式マスク

［日付型］データ項目のデフォルトの書式として、##/##/##を定義します。このデフォルトの書式を変更し、

その中に任意の指示記号を置き、必要な文字をマスクすることができます。

［日付型］書式の位置指示記号

書式 意味 範囲

DD 月内の特定の日を表す数字 1-31

DDD 年内の特定の日を表す数字 1-366

DDDD 月内の日の数値の英語表記 1st、2nd、3rd、4thなどのよ

うに表示されます。

MM 年度内の特定の月を表す数字 1-12

MMM... 月の英語名。10文字まで。例えば、1月、2月など。月の名前

が文字列内の Mの数より短い場合には、残りの M位置に空白

が挿入されます。

該当せず

YY 西暦年の下２桁を表す数字 0-99

YYYY ４桁型表示の西暦年。(例：1993など )。 該当せず

W 1週間内の特定の曜日を表す数字。 1-7

WWW... 1週間内の曜日名。文字列は、3-10桁まで指定可能。曜日の名

称が、その文字列内のワード数より短い場合には、残りの部分

に空白が挿入されます。

該当せず

/ 日付区切文字。システムが、日付区切文字として［動作環境］

ダイアログで定義されている文字と、この文字を置き換えます。

「リファレンス」の「設定」の章を参照してください。

該当せず。

##/##/## ［動作環境］ダイアログの［日付タイプ］欄設定に従って、

DD/MM/YY、MM/DD/YYまたは YY/MM/DDとして日付を表

示します。「リファレンス」の「設定」の章を参照してください。

該当せず

3–6 データ定義 開発者ガイド

dbMAGIC Ver.8.2



3

［日付型］データ項目の機能指示記号

［日付型］データ項目には、以下の機能指示記号を指定できます。

指示記号 機能 説明

A オートスキップ 実行時に次のカラムへ自動的に移動します。

Z 0値表示 値が 0の場合に、指定された文字を表示全体に挿入します。

T 空白詰 位置指示記号によって生成された空白を取り除きます。

［時間型］データ項目の書式の指定

［時間型書式］ダイアログをオープンするには、［時間型］データ項目の［書式］欄からズームします。

図 3.5:［時間型書式］ダイアログ

［時間型］データ項目の書式マスク

dbMAGICは、［時間型］データ項目のデフォルトの書式 HH:MM:SSを定義します。このデフフォルトの書

式を変更し、必要な位置指示記号を置き、その中の文字をマスクすることができます。

［時間型］データ項目の位置指示記号

指示記号文字 機能 値の有効な範囲

HH 時間を表す数字 00-99

MM 分を表す数字 00-59

SS 秒を表す数字 00-59

: 時刻区切文字。この文字は、［動作環境］ダイアログの［時刻区

切文字］欄で定義されている文字に置き換えられます。

PM １２時間制で時刻を表示。０時から１１時までは、［AM］、１

２時から２３時までは［PM］を表示します。

AMまたは PM
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［時間型］データ項目の機能指示記号

［時間型］データ項目には、以下の機能指示記号を指定できます。

指示記号 機能 説明

A オートスキップ 実行時に次のカラムに自動的に移動します。

Z 0値表示 値が 0の場合に、指定された文字を表示全体に表示します。

［メモ型］データ項目の書式の指定

［メモ型］書式を定義するには、［文字型書式］ダイアログを使用します。したがって、［メモ型］データ項

目の書式を指定するには、本節の前項目に記載されている「［文字型］データ項目の書式の指定」について

の指示に従ってください。

データ項目の有効な値の範囲の定義

データ項目の［範囲］欄は、以下を目的に使用します。

1. 実行時にキーボードを使用してエンドユーザが入力したデータの妥当性を評価する。

2. 表示された［データ型］文字を変換する。

3. 表示された［論理型］欄を変換する。

範囲文字列は、以下のように定義できます。

■ 有効な値の一覧を定義するには、値の間にカンマを入力します。例えば、曜日名を入力する設定欄の

有効な値の範囲は以下のとおりでなくてはなりません。

Sunday、Monday、Tuesday、Wednesday、Thursday、Friday、Saturday

■ 有効な値の連続した範囲を定義するには、その範囲の最初の値と最後の値との間にハイフンを使用し

ます。例えば、その月内の連続した日数の範囲は「1-31」として定義します。

■ 同じ「範囲」文字列内で、連続範囲と独立した値とを組み合わせて使用することができます。例えば、

質問表の不明値がほとんどの場合「99」としてコード化されるような多くの統計アプリケーションで、

「0-20、99」のような範囲を使用できます。

■ 区切文字「 ,」および「-」を範囲内の有効な文字として定義するには、「Y=」記号をこれらの前に置き

ます。

例:

・有効な句読点のすべての範囲を定義するには、範囲ストリング「 :,.,;Y=,」を使用します。

・ -4～-1の数値範囲を定義するには、「Y=-4Y=-1」を使用します。

・ Y=記号をそのまま指定するには、「Y=Y=」を使用してください。

範囲を使用した入力の妥当性評価

データ入力の妥当性を評価するには、有効な値の範囲を定義することで実現します。

キーボードからデータを入力すると、dbMAGICが、［範囲］欄に指定されている有効な値と入力された値と

を比較チェックします。

dbMAGICは無効な入力値を拒絶し、その範囲内に指定されている有効な値を記載したエラーメッセージを

表示し、新しい値が入力されるまで待ちます。
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注意：� �

dbMAGICは、キーボードから入力されたときだけしか範囲妥当性チェックを行いません。

入力したデータに関する妥当性評価に対する、［範囲］欄を使用した場合の利点として以下があげられ

ます。

■ 簡単に保守できます。1個所で有効な入力範囲の変更を行なうだけで、アプリケーション全体にそ

の変更がすぐに登録されます。

■ ［範囲］欄を使用しない場合は、エラーコマンドとリンクコマンドが dbMAGICタスクで必要に

なります。詳細については、「リファレンス」の「処理コマンド」に関する章を参照してください。
� �

［範囲］欄を使用した、拡張［文字型］欄と［論理型］欄の表示

［文字型］欄と［論理型］欄の範囲欄は、表示される値または印刷される値を拡張したり変換したりするの

に使用することができます。

［文字型］欄の拡張

［範囲］欄を使用して、［文字型］欄を拡張する場合:

1. 項目の拡張後の範囲を定義します。

2. ［書式］の書式を、元のサイズより長く定義します。

例えば、以下を想定してください。

1. 書式 XXの 2バイトの長さの、「日付」と呼ばれる［文字型］欄を定義した。

2. 日付欄の有効な拡張値の範囲を、「Sunday、Monday、Tuesday、Wednesday、Thursday、Friday、Saturday」

として指定した。

3. 入力書式に日付欄を指定し、書式を UXXXXXXXXに変更している。

この項目に入力するときには、エンドユーザがその曜日を指定するのに、最初の文字 (または最初の 2つの

文字)を入力することができます。項目を離れると、dbMAGICが自動的にその拡張値に項目のデータを拡張

します。「s」は、「Sunday」に拡張され、「sa」は「Saturday」に拡張されます。

レコードに格納されるのは、最初の 2文字であるという点に注意してください。

［論理型］欄の拡張

［論理型］欄の拡張手順は、以下の違いを除き、［文字型］欄の拡張と同じです。

1. ［論理型］欄の内部の長さは、1バイトの固定長です。したがって、拡張入力としてあるいは表示書式

としても、そのデフォルトの定義書式である XXXXXを使用してください。

2. ［論理型］欄には、2つの値だけしか保持できません。したがって、2つの異なる値セットとしてしか

［論理型］欄の範囲を指定できません。

3. ［論理型］欄は常に、特定の範囲と連携します。特定の範囲を指定しないと、dbMAGICが、内部値「1

と 0」に対応する範囲「True、False」を順次使用します。

3.2 タイプの定義

特定のアプリケーションに必要なデータ項目のプランニングを行うときには、共通の属性、書式および範囲を

基に、一緒にグルーピングすることができるかどうかを考慮します。例えば、パーセント値を保持しているカ

ラムすべてに［数値型］属性と、同じ書式「3.2」があるとします。［タイプ］リポジトリ内では、dbMAGIC

を使用して各グループにタイプを定義することによって、これらのカラムを定義することができます。

［タイプ］定義を使用するかどうかは自由ですが、これらを使用すると、アプリケーションの開発と保守を

通じて非常に便利です。［タイプ］一覧を使用した場合の利点のいくつかを以下にあげます。
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1. ［テーブル］リポジトリ定義で、時間を節約できます。リポジトリ内にタイプを指定しておくと、共

通の特性を持つ実項目と変数項目を定義するプロセスが簡単になります。

2. 保守が容易です。［タイプ］欄に定義されている場合には、そのタイプを変更すると自動的に連携され

るカラムすべてにその変更が継承されます。

3. 理解しやすいようにカラムの記述を改善できます。例えば、［金額］のという名前のタイプに連携させ

たカラムの目的はそのタイプ名を見ることで明らかに出来ます。しかし、例えば「N$#5.2CZ* (,);」と

いったカラムの書式を眺めてみても、その用途はあまりはっきりとは分かりません。したがって、こ

の利点は、多数のカラムが存在するときには特に重要です。

4. 「1対 1」および「1対多」データベースリレーションを構築する場合、あるいはパラメータの引渡し

を行う場合、異なるテーブル内のカラムの整合性が保証されます。リンクコマンドでカラムを比較す

る場合や、パラメータとして引き渡すときには、それらの属性が正確に一致していなくてはなりませ

ん。同じタイプとしてそれらを定義すると、それらを完全に一致させることができます。

本書のはじめの第 1章 5節で記載した、dbMAGICリポジトリ編集コマンドを使用すると、［タイプ］一覧に

入力したりあるいは編集したりすることができます。

タイプを定義するには:

1 ［リポジトリ/タイプ］ を選択し、［タイプ］リポジトリ内に行を作成します。

2 名前を指定します。

3 型属性を指定します。［A=文字型］(デフォルト)、［N=数値型］、［L=論理型］、［D=日付型］、
［T=時間型］、［M=メモ型］または［B=BLOB型］のどれかです。属性の頭文字を入力すると、自
動的に入力されます。

4 データ項目の書式の定義に関する項の指針に従って、タイプの書式を指定します。［書式］欄から該
当する［書式］ダイアログにズームできます。

5 ［範囲］欄に有効な値を指定します。

タイプの名前、属性、書式および範囲を定義できるだけでなく、図 3-6に示されているように、［タイプ特

性］ダイアログをオープンすることによって、タイプにヘルプ画面、自動ヘルプ、ツールチップおよびズー

ム可能選択テーブルプログラムを関連付けることもできます。

図 3.6: タイプ特性ダイアログの関連タブ

3–10 データ定義 開発者ガイド

dbMAGIC Ver.8.2



3

タイプとヘルプ画面の関連付け

ヘルプ画面は、特定のタイプに関連付けることができます。実行時にエンドユーザが要求すると、そのタイ

プと関連付けたヘルプ画面が表示されます。

タイプとヘルプ画面を関連させるには:

1 ［タイプ特性］ダイアログの［関連］タブにアクセスするには、そのタイプを強調表示し、［編集/特
性］または

� �

Ctrl
� �

+
� �

P
� �
を選択します。

2 既存の画面を選択するか新しい画面を定義するには、必要なヘルプ画面の番号を入力するか、その設
定欄から［ヘルプ］一覧にズームします。

3 ［ヘルプ］リポジトリを開き、新しい項目を作成するには、［ヘルプ］一覧からもう一度ヘルプ画面
へズームして［ヘルプ］リポジトリをオープンし、新しい項目を作成します。詳細については、本書
の「エンドユーザヘルプ」に関する章を参照してください。

自動ヘルプとタイプの関連付け

自動ヘルプは、関連付けさられたタイプを基にしてカーソルが項目に移動するときに、画面のいちばん下に

自動的に表示される 1行のヘルプメッセージです。

自動ヘルプをタイプに関連付けするには:

1 ［タイプ特性］ダイアログの［関連］タブにアクセスするには、そのタイプを強調表示し、［編集/特
性］または

� �

Ctrl
� �

+
� �

P
� �
を選択します。

2 既存の自動ヘルプを選択するか、新しい自動ヘルプを定義するには、自動ヘルプ設定で自動ヘルプの
番号を入力するか、この設定欄から［ヘルプ］一覧にズームします。

3 新しい自動ヘルプを定義するには、［ヘルプ］リポジトリを開き、もう一度［ヘルプ］一覧からズー
ムし、新しい項目を作成します。詳細については、本書の「エンドユーザヘルプ」に関する章を参照
してください。

ツールチップとタイプの関連付け

ツールチップは、関連付けさられたタイプを基にしてカーソルが項目に移動すると、ポップアップ表示され

る 1行のヘルプメッセージです。

ツールチップをタイプに関連付けするには:

1 ［タイプ特性］ダイアログの［関連］タブにアクセスするには、そのタイプを強調表示し、［編集/特
性］または

� �

Ctrl
� �

+
� �

P
� �
を選択します。

2 既存のツールチップを選択するか、新しいツールチップを定義するには、ツールチップ設定でツール
チップの番号を入力するか、この設定欄から［ヘルプ］一覧にズームします。

3 新しいツールチップを定義するには、［ヘルプ］リポジトリを開き、もう一度［ヘルプ］一覧からズー
ムし、新しい項目を作成します。詳細については、本書の「エンドユーザヘルプ」に関する章を参照
してください。

選択テーブルプログラムのタイプとの関連付け

ズーム可能選択テーブルプログラムは、タイプに関連付けさせることができます。ズーム可能プログラムと

は、タイプと関連付けした項目上でズームすることによって起動されるプログラムのことです。そのプログ

ラムは、現在のプログラム内で使用する項目を選択する機能を実行します。選択プログラムは、ユーザがズー
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ムを開始する項目である、1つのパラメータを受け取り、オプションによりこのパラメータを更新するため

の準備を行わなくてはなりません。

ズーム可能プログラムを実現する手早い方法として、［選択プログラム］の設定を使用してください。

選択テーブルプログラムをタイプと関連付けさせるには:

1 ［タイプ特性］ダイアログの［関連］タブにアクセスするには、そのタイプを強調表示し、［編集/特
性］または

� �

Ctrl
� �

+
� �

P
� �
を選択します。

2 ［プログラム選択］欄から［プログラム］一覧にズームして、プログラムを選択します。

3 ［タイプ選択］欄で、関連付けした選択テーブルプログラムをどのようにしていつ実行したいかを指
定します。

■ B=前置… カラム上にカーソルを位置付けしている状態で、プログラムを実行し、プログラムが

クローズしてもカーソルはその位置に置かれます。

■ A=後置… プログラムの実行し、次のカラムに位置付けしようとします。

■ P=自動… そのカラムにカーソルが位置付けられる前に自動的にプログラムを実行します。プロ

グラムがクローズすると、カーソルはその位置に置かれます。

タイプのデフォルト値と NULL値の定義

図 3-7に示されているように、［タイプ特性］ダイアログの［デフォルト/Null］タブで、タイプのデフォルト

値と NULL値を指定できます。

図 3.7:［タイプ特性］ダイアログの［デフォルト /Null］タブ

設定 機能

NULL値可 このタイプに NULL値を使用できます。

NULL計算値 このタイプに NULL値があるときに使用し、特定の式で使用する値を指定します。

この設定欄に指定できる値は、タイプの属性により異なります。そのタイプの属性

が［数値型］の場合には、数値が期待されます。タイプの属性が［文字型］の場合

には、英数字が期待されます。

NULL表示文字列 タイプに NULL値があり、フォームまたはレポートに出力する必要があるときに

表示する値を指定します。

NULLデフォルト Nullにデフォルト値を割り当てるかどうかを決定します。
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設定 機能

デフォルト値 Nullに指定するデフォルト値を決定します。

データベース名 外部［タイプ］定義とMagicの［タイプ］定義とを整列させる手段を提供します。

これら値を定義する方法の詳細については、「リファレンス」の［タイプ］と［テーブル］リポジトリに関す

る章の［タイプ特性］の項を参照してください。

アプリケーション全体でのデフォルト値と NULL値の指定

［Null特性］テーブルにアクセスするときには、［リポジトリ/CTL特性］ダイアログの［NULL］ボタンを

クリックします。ここでは、特定のアプリケーションで各データ型の計算と表示のデフォルト値を指定でき

ます。

［Null］テーブルは、dbMAGICのデータ型のそれぞれで、NULL値の取り扱いに関するデフォルトを開発者

が指定すると使用できます。これらのデフォルト値は、アプリケーション全体で使用されます。このデフォ

ルト値は、［タイプ］定義や［カラム］定義レベルで無効化できます。

デフォルトの NULL値を指定するには:

1 デフォルトの NULL値を指定したいアプリケーションをオープンします。

2 ［リポジトリ/CTL特性］を選択して、［CTL特性］ダイアログにアクセスします。

3 ［CTL特性］ダイアログで、［NULL］ボタンを選択し、図 3-8に表示されているようなデフォルト
を定義したい属性を表示します。

図 3.8:［Null特性］テーブル

4 以下の指示に従って、新しいレコードの各属性の設定を入力するか、または既存の項目を編集します。

設定欄 機能

計算値 NULL値のある式を評価するときに dbMAGICによって使用される値を宣言しま

す。

表示文字列 属性の設定で指定されたデータ型の項目の NULL値を表すため、dbMAGICが表

示する文字列を表します。

NULLデフォルト NULL値にデフォルト値を割り当てるかどうかを決定します。

デフォルト値 特定のデフォルト値を割り当てます。
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コントロールとタイプの関連付け

図 3-9に示されているように、［タイプ特性］ダイアログの［スタイル］タブでコントロールとタイプを関連

付けることができます。［コントロールタイプ］欄より、そのタイプで指定できるコントロールの一覧を使用

して選択できます。［スタイル］タブの各欄は、そのコントロールタイプによって使用不能になり、表示され

ないものがあります。

図 3.9:［タイプ特性］ダイアログの［スタイル］タブ

以下の表では、［タイプ特性］ダイアログの［スタイル］タブでタイプと関連付けるコントロールを定義す

るため設定欄について記述されています。

設定欄 機能

コントロールタイプ コントロールとタイプを関連付けます。dbMAGICは、コンボボックスに、そのタ

イプで使用できるコントロールすべてを表示します。

アクション プッシュボタンコントロールによって呼び出されるアクションを指定します。その

設定欄から［アクション］一覧にズームし、アクションを選択します。

カラム数 ラジオボタンコントロールに表示されるラジオボタンの数を指定します。

行数 コンボボックスコントロール内のフォームに表示されるコンボボックスの行数を

決定します。

ステップ 各カーソルの移動に伴ってスライダが行う値の変化を指定します。

スタイル コントロールの外観を定義します。［2=平面、3=凸立体、S=凹立体、W=Windows

立体］があります。

境界 コントロールの境界のスタイルを定義します。

複数行編集 編集コントロールに複数行のテキストを挿入できるかどうかを決定します。

色 コントロールに表示されるテキストの基本色を定義します。［基本色］一覧にズー

ムし、基本色値を選択します。

フォント コントロールに表示されるテキストのフォントを定義します。この設定欄から［フォ

ント］テーブルにズームし、希望するフォントを選択します。

これらの値の定義方法についての詳細は、本書の「フォームの設計」の章の「コントロール特性の編集」の

項を参照してください。
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変更内容の自動更新

［タイプ］リポジトリを抜ける前に、行うべきいくつかの定常的作業があります。すなわち、文法のチェック

と、タイプをベースとした dbMAGICコンポーネントすべてに対する変更処理です。このプロセス中、テー

ブル構造体の変換とデータの変換 (テーブルにデータがある場合)が必要となるかもしれません。文法チェッ

クを開始すると、dbMAGICが変換を開始します。

タイプの入力または編集を終了したなら、［タイプ］リポジトリを終了する前に、［オプション/チェック］コ

マンドを発行して、すべての［タイプ］定義の文法をチェックするよう dbMAGICに指示します。

このチェックにより、デバッグ作業が必要ありません。

文法チェックについての詳細は、本書の「開発ユーティリティ」の章を参照してください。

タイプのコンポーネントのどれかを変更すると、［タイプ］リポジトリを終了するときに、dbMAGICが変換

プロセスを自動的に開始します。このプロセスは、［データベース］テーブルとプログラムをスキャンし、以

下のように 3つの段階でシステム全体を通じて変更内容を登録します。

■ 段階１… 変更したタイプに連携されている［テーブル］リポジトリの全行がその変更に従って変更さ

れます。この段階は常に実行され、コントロールの対象範囲外になります。

■ 段階２… 変更したタイプと連携されているカラムのあるすべての［データベース］テーブルをチェック

します。データのあるテーブルは変換しなくてはならない可能性があるので、dbMAGIC変換

ユーティリティがテーブルを変換したいかどうかを確認するダイアログを表示します。

例えば、テーブル 1に 3.2桁の［数値型］として定義されたカラムがあり、実際のデータを

含む物理テーブルとして存在しているとします。カラムの定義を 7.2桁に変更した場合には、

テーブル 1も変換しなくてはなりません。

■ 段階３… 既存のタスクすべてにおける［変数項目］定義は、［タイプ］定義に対する変更に従って変更

されます。この段階は常に実行され、コントロールの対象範囲外になります。

注意：� �

項目のタイプに対して行った変更と一貫性を確保するために、そのフォーム内の［書式］を変更するこ

とを忘れないでください。dbMAGICは、表示されている項目に関連付けられたタイプに対し変更を行っ

ても、［タスク］フォームに表示されている項目の［書式］を変更しません。というのは、それら変更

から生じる画面のレイアウトが予測できないためです。変更する必要のあるフォームを特定するには、

［オプション/クロスリファレンス (
� �

Ctrl
� �

+
� �

X
� �

)］を使用します。
� �
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3.3 テーブルの定義

図 3.10:［テーブル］リポジトリ

［テーブル］リポジトリは、アプリケーションで使用するすべての［データベース］テーブルから構成され

ています。各テーブルは、オプションにより関連付けられたタイプと特性、インデックス (複数もあり)、使

用するデータベースゲートウェイおよび必要に応じて、ネットワーク内のテーブルの物理的場所などを使用

して定義します。本書の第 1章 5節のはじめの部分に記載されている、dbMAGICリポジトリの編集コマン

ドを使用してこのリポジトリに入力したり編集したりします。
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テーブルリポジトリ

ｶﾗﾑ  ｲﾝﾃﾞｯｸｽ   ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ

カラムテーブル

カラム特性

選択

ズーム

インデックステーブル

インデックス特性

テーブル特性

データベース一覧

ズーム
ズーム

Ctrl + P
Ctrl + P

Ctrl + P

［開発］メニュー

タイプリポジトリ     Shift + F1
テーブルリポジトリ   Shift + F2
プログラムリポジトリ Shift + F3…

図 3.11:［テーブル］リポジトリに関連するウィンドウ

テーブルを定義するには:

1 ［リポジトリ/テーブル］を選択し、新しい行を作成します。

2 テーブルの名前を入力します。

3 ［カラム］欄から［カラム］テーブルにズームし、テーブルのカラムを定義します。［カラム］欄に
は定義したカラムの数が表示されます。

4 ［インデックス］欄から［インデックス］リポジトリにズームし、テーブルのインデックスを定義し
ます。［インデックス］欄には、定義されたインデックスの総数が表示されます。

5 オプションにより、［DBテーブル］欄で、dbMAGICサーバ名、パスまたは既存のオペレーティング
システムテーブル名を定義します。

6 オプションにより、［データベース］欄から［データベース］一覧にズームして、使用するデータベー
スを変更できます。利用可能な［データベース］一覧から必要なデータベースを選択します。
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［テーブル特性］の［高度な設定］タブ

特定のテーブルの特性を定義するには：

1 ［テーブル］リポジトリ内のテーブル行を強調表示します。

2 ［編集/特性］を選択して、図 3-12に示されているようなテーブル特性ダイアログの［高度な設定］
タブにアクセスします。

図 3.12:［テーブル特性］ダイアログの［高度な設定］タブ

［高度な設定］タブの設定は、以下の場合に使用します。

■ 基本となる ISAM DBMSに対するアクセスキーを定義する

■ 定義されているアクセスキーを使用してテーブルを暗号化する

■ キャッシング範囲を指定する

■ テーブルを常駐テーブルとして定義する。常駐テーブルについての詳細は、「リファレンス」の「ユー

ティリティ」に関する章を参照してください。

SQLデータベース情報の定義

図 3-13に示されている［テーブル特性］ダイアログの［SQL］タブでは、DBMSに引き渡す、データベース

依存情報を設定できます。
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図 3.13:［テーブル特性］ダイアログの［SQL］タブ

テーブル定義の終了

カラムを定義し、オプションによりテーブルのインデックスの定義を終了した後で、テーブル行を終了する

前に、［オプション/チェック (
� �

F8
� �

)］コマンドを発行して、テーブルに関する指定の文法を確認することが

できます。このチェックにより、後のデバッグ作業を省略することができます。

［テーブル］リポジトリの変更の自動更新

テーブル、カラムまたはインデックスに関する定義を変更したりあるいはテーブル内で使用されているタイ

プを変更すると、テーブルの行を移動するかまたは［テーブル］リポジトリを終了するときに、自動的に変

換プロセスが起動されます。

注意：� �

インデックスの定義を［重複可］から［重複不可］に変更すると、この変換プロセスで重複インデック

ス条件に該当するレコードすべてが削除されます。
� �

テーブル変換プロセスは、［テーブル］リポジトリ内のテーブル行を移動しようとしたときあるいは［テー

ブル］リポジトリを終了しようとしたとき、または［タイプ］リポジトリを変換した場合に実行します。

dbMAGICは、そのテーブル行を終了するかまたは［テーブル］リポジトリを終了するまで、新しい構造体

と一緒に、テーブルの構造体を変更前の状態にしておきます。変換プロセスを取り消したときには、テーブ

ルの物理的構造体と論理的構造体との間に矛盾が生じる可能性があります。この場合、dbMAGICは後で自

動変換を行うことができないので、テーブルに次回アクセスするときにエラーを報告することがあります。

この変換プロセスには以下の段階があります。

1. dbMAGICが［変換確認］ダイアログを開きます。「Yes」を選択しすると、テーブルを自動的に変換し

ます。操作を取り消すと、変換が行われないので、手作業で変更前の状態に戻す必要が出てきます。

2. 変換操作を確定すると、使用するデータベースによっては、［バックアップ操作確認］ダイアログを

開きます。修正前の元のテーブルのバックアップを保存したいときには「Yes」を選択します。ディス

ク上に空きスペースがあるなら、このプロセスでは現在のディレクトリ内に BCKテーブル (例えば

DMBCK001.DATなど )が作成されます。

3. 変換操作を確定すると、［テーブル変換］ダイアログを表示します。このダイアログで、すでに定義し

たインデックスのどれか 1つに従って［データベース］テーブルを並べ直すよう指定することができ
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ます。

インデックス 0を定義すると、行が物理的順序に従って表示されます。インデックスに従ってテーブル

項目を並べたいときには、［インデックス］リポジトリからインデックスの識別子番号を選択入力する

かまたは［インデックス］一覧にズームしてインデックスを選択します。［インデックス］一覧には、

現在の編集セッション前に存在していたインデックスだけしか表示されません。したがって、新しく定

義したインデックスは利用できません。選択したインデックスを使用してテーブルをスキャンしたり、

入出力操作を行ったりするときに処理能力を高めたい場合には、最も頻繁に使用するインデックス順

にテーブルを並べ替えることをお勧めします。

4. ［テーブル変換］ダイアログで「OK」または「取消」を選択すると、その変換操作を実行します。［変

換］ウィンドウが現れ、今までに変換した行数が表示されます。ウィンドウが消えるときに、テーブル

が完全に変換されます。

注意：� �

フォーム内の項目書式を変更して、カラムに対する変更内容が矛盾しないようにすることを忘れないで

ください。dbMAGICは、［テーブル］リポジトリを変更したときにタスクフォームに表示される項目の

書式を変更できません。このような場合、［オプション/クロスリファレンス］を使用すると、変更が必

要なフォームを特定することができます。
� �

物理的データベースの自動変換

既存の［データベーステーブル］の［テーブル］リポジトリの編集中にサーバ名またはデータベース名を変

更した場合には、dbMAGICが新しいサーバや DBMSの物理要件と構造要件を満たすため、自動的に変換プ

ロセスを開始します。

3.4 テーブル内のカラムの定義

［カラム］テーブルには、各テーブル内のすべてのカラムに関する定義情報が格納されます。各カラムを個

別に定義することもまた［タイプ］リポジトリ内ですでに定義してあるタイプと関連付けることもできます。

タイプを使用するかどうかは任意ですが、タイプを使用すると、アプリケーションの開発や保守を通じて非

常に便利です。

［カラム名］、［属性］、［書式］および［範囲］の各定義の他に、ヘルプ画面、自動ヘルプおよびズーム可能

な選択テーブルプログラムを、カラムに関連付けることができます。さらに、表示の仕方などの設定も指定

できます。

タイプを基にしたカラムの定義

タイプを基にカラムを定義するには:

1 テーブル行でカラムからズームします。［カラム］テーブルがオープンします。

2 ［タイプ］欄から［タイプ］一覧にズームしてタイプの定義を表示し、選択します。

タイプを選択すると、そのカラムが選択したタイプの番号を表示し、［名前］欄が空白の場合にはカラム名が

そのタイプの名前として設定されます。タイプを指定すると、［型］と［書式］の欄が指定できなくなります。

［カラム］テーブル内の画面には以下の様な設定欄が表示されます。

1. ［タイプ］欄：タイプ番号

2. ［属性］欄：タイプ＞

3. ［書式］欄：タイプ名
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タイプに基づかないカラムの定義

タイプを使用せずにカラムを定義するには:

1 ［カラム］テーブル内で新しい行を作成し、［名前］欄に名前を入力します。

2 ［タイプ］欄は、デフォルト値 (=0)をそのまま使用します。

3 カラムの型属性を指定します。［A=文字型］(デフォルト)、［N=数値型］、［L=論理型］、［D=日
付型］、［T=時間型］、［M=メモ型］または［B=BLOB型］のどれかです。属性の頭文字を入力す
ると、自動的に入力されます。

4 この章 1節に記載されている、データ項目の［書式］定義の項の指示に従って、カラムの書式を指定
します。この設定欄から関連する［書式］ダイアログにズームできます。

5 カラムの有効な値の範囲も指定できます。

カラムとヘルプ画面の関連付け

ヘルプ画面とカラムを関連付けさせると、実行時にエンドユーザがカラムに関するヘルプ情報を要求したと

きに、ヘルプ画面が表示されます。

図 3.14:［カラム特性］ダイアログの［関連］タブ

カラムとヘルプ画面を関連付けさせるには:

1 ［カラム］テーブル内のカラム行を強調表示し、［編集/特性］を選択して、図 3-14に示されている
［カラム特性］ダイアログの［関連］タブにアクセスします。

2 必要なヘルプ画面の番号を入力するか、この設定欄から［ヘルプ］一覧にズームして既存のヘルプ画
面を選択するかまたは新しいヘルプ画面を定義します。

3 新しいヘルプ画面を定義するには、［ヘルプ］一覧からもう一度ズームして、［ヘルプ］テーブルを
オープンし、新しい項目を作成します。詳細については、本書の「エンドユーザ向けヘルプ」に関す
る章を参照してください。

カラムと自動ヘルプの関連付け

自動ヘルプは、カーソルが関連付けられたカラムに移動したときに画面の一番下に自動的に表示される 1行

のヘルプメッセージです。
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自動ヘルプをカラムに関連付けさせるには:

1 ［カラム］テーブル内のカラム行を強調表示し、［編集/特性］を選択して、［カラム特性］ダイアロ
グの［関連］タブにアクセスします。

2 ［自動ヘルプ］設定欄に関連付ける自動ヘルプの番号を入力するか、この設定欄から［ヘルプ］一覧
にズームします。その後で既存の自動ヘルプを選択することも、また新しい自動ヘルプを定義するこ
ともできます。

3 新しい自動ヘルプを定義するには、［ヘルプ］一覧からもう一度ズームして［ヘルプ］テーブルをオー
プンし、新しい項目を作成します。詳細については、本書の「エンドユーザ向けヘルプ」に関する章
を参照してください。

カラムとツールチップの関連付け

ツールチップは、カーソルが関連付けられたカラムに移動したときに自動的にポップアップ表示される 1行

のヘルプメッセージです。

ツールチップをカラムに関連付けさせるには:

1 ［カラム］テーブル内のカラム行を強調表示し、［編集/特性］を選択して、［カラム特性］ダイアロ
グの［関連］タブにアクセスします。

2 ［ツールチップ］欄に関連付けるツールチップの番号を入力するか、この設定欄から［ヘルプ］一覧
にズームします。その後で既存のツールチップを選択することも、また新しいツールチップを定義す
ることもできます。

3 新しいツールチップを定義するには、［ヘルプ］一覧からもう一度ズームして［ヘルプ］テーブルを
オープンし、新しい項目を作成します。詳細については、本書の「エンドユーザ向けヘルプ」に関す
る章を参照してください。

カラムと選択テーブルプログラムを関連付ける場合

1 ［カラム］テーブル内のカラム行を強調表示し、［編集/特性］を選択して、［カラム］テーブルダイ
アログの［関連］タブにアクセスします。

2 ［プログラム選択］欄から［プログラム］一覧にズームして、プログラムを選択します。

3 ［起動モード］欄で、選択プログラムを実行する方法と時期を指定します。

■ B=前置… カラム上にカーソルを位置付けしている状態で、プログラムを実行し、プログラムが

クローズしてもカーソルはその位置に置かれます。

■ A=後置… プログラムの実行し、次のカラムに位置付けしようとします。

■ P=自動… そのカラムにカーソルが位置付けられる前に自動的にプログラムを実行します。プロ

グラムがクローズすると、カーソルはその位置に置かれます。

カラムでのデフォルト値と NULL値の定義

［カラム特性］ダイアログの［デフォルト/Null］タブでカラムのデフォルト値と NULL値を指定できます。

これは、［タイプ特性］ダイアログの［デフォルト/Null］タブの場合と同じです。
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設定 結果

NULL値可 カラム内で NULL値を使用できます。

NULL計算値 カラムに NULL値があるときに使用し、何らかの式で使用されている値を指定

します。この項目が受け入れる値は、カラムの属性により異なります。カラムの

属性が［数値型］の場合、数値が期待されます。カラムの属性が［文字型］の場

合、英字の値が期待されます。

NULL表示文字列 カラムに NULL値があり、フォームまたはレポートに出力しなくてはならない

ときに表示する値を指定します。

NULLデフォルト Nullにデフォルト値を割り当てるかどうかを指定します。

デフォルト値 Nullに割り当てるデフォルト値を指定します。

データベースデフォル

ト値

NULL値を選択するデフォルトのデータベースを指定します。

カラムとコントロールの関連付け

［カラム特性］ダイアログの［スタイル］タブからカラムとコントロールを関連付けることが出来ます。［コ

ントロールタイプ］欄より、そのタイプで指定できるコントロールの一覧を使用して選択できます。［スタイ

ル］タブの各欄は、そのコントロールタイプによって使用不能になり、表示されないものがあります。

［カラム特性］ダイアログの［スタイル］タブへの入力方法については、この章の 2節コントロールタイプ

の関連付けの表を参照してください。

記憶型式の定義による互換性の確保

記憶型式のタイプによって、物理的なデータベースのタイプを定義します。dbMAGICは、その属性に従っ

てデータ項目に、最適化された記憶形式でデータをアクセスします。

dbMAGIC以外のアプリケーションあるいは各種ゲートウェイを利用している dbMAGICアプリケーション

ですでに作成されているテーブルにアクセスする場合には、データ項目に特定の記憶形式タイプを指定して、

互換性が取れるようにする必要があります。［カラム特性］で必要な記憶形式のタイプを指定します。

図 3.15:［カラム特性］ダイアログ［格納形式］タブ

カラムを dbMAGICに格納する方法を指定するには:
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1 ［カラム］テーブル内のカラム行を強調表示し、［編集/特性］を選択して、図 3-15に示されている
［カラム特性］ダイアログの［格納形式］タブにアクセスします。

2 以下の表に記載されている指示に従って項目を定義します。

設定 機能

データ変換 PC ASCII標準フォームで表現される内部 dbMAGICデータを、理解できる表現

で (EBCDICなど)他のシステムに書き込むのを可能にします。

記憶型式 デフォルトの［記憶形式タイプ］定義を無効にし、dbMAGIC以外のアプリケー

ションによって作成されたテーブルにアクセスできるようにします。

サイズ デフォルトの［記憶形式タイプ］定義を無効にし、dbMAGIC以外のアプリケー

ションによって作成されたテーブルにアクセスできるようにします。

修正許可 作成後にカラムの変更を可能または不能にします。

データベース定義 デフォルトの［記憶装置タイプ］定義を無効にし、dbMAGIC以外のアプリケー

ションによって作成されたテーブルにアクセスできるようにします。

3.5 インデックスの定義

インデックスは、１つまたは複数のレコードを高速に検索したり、各種テーブル内のレコードの高速リンク

などを行ったり、特定の順序で表示できるようレコードを分類するのに使用します。

dbMAGICは、以下のようなインデックスに関係のある機能をサポートします。

■ 明示的インデックスの定義は、オプションです

1つのテーブルに多数のインデックスを定義できます。例え、インデックスを定義しなかった場合でも、

dbMAGICはゼロ (0)のインデックスを使用することができます。したがって、物理的順序に従って行

が表示されます。ゼロのインデックスはテーブル一覧内には表示されませんが、有効なインデックス

なので、dbMAGICがインデックスを入力するようダイアログ表示するときには、0を指定するとこれ

を参照できます。

■ マルチセグメントインデックス

インデックスは複数のセグメントによって構成することができます。各セグメントは、同じインデッ

クス内の他のセグメントとは異なる属性を持つカラムにすることができます。各セグメントには、［昇

順］または［降順］を割り当てることができます。同じカラムを、複数のインデックスの複数のセグメ

ントに使用できます。

■ 省略データ型セグメント

高速検索のため、インデックスセグメントとしてカラムを使用したいときには、［インデックス］ウィ

ンドウの［セグメント］テーブルの［サイズ］欄で文字型カラムの長さを短くすることができます。セ

グメントを短くするには、レコードの内容が失われないよう、インデックスを［重複不可］として定義

することをお勧めします。
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注意：� �

dbMAGICで使用する各データベースゲートウェイは、上記機能のすべてまたは一部をサポートし、ま

たインデックスに許されている最大セグメント数または最大サイズに関するそれぞれの制約条件があり

ます。特定のデータベースを使用して開発しているときには、dbMAGICがデータベースの制約条件に

従って定義を確認し、その確認結果に基づいてメッセージを表示します。

データベースゲートウェイの中には、RDBMS自身に持っていない機能を実現することができるものも

あります。例えば、ORACLEは、双方向インデックスをサポートしません。しかし、双方向インデック

スの機能を実現するため、dbMAGICゲートウェイが各インデックスの反対方向にもう 1つのインデッ

クスを構築するので、ORACLEでの双方向検索が可能となります。

詳細については、ご使用のデータベースに関する該当するゲートウェイのマニュアル類をご参照くだ

さい。
� �

［インデックス］ウィンドウの操作

［インデックス］ウィンドウは、［インデックス］リポジトリ、［セグメント］テーブルおよび［カラム］一覧

が表示される複合ウィンドウです。［インデックス］リポジトリの行を強調表示すると、［セグメント］テーブ

ルに［コンポーネント］セグメントが表示されます。［インデックス］リポジトリの行間で移動すると、［セグ

メント］テーブルの内容が変わり、現在のインデックス行の［コンポーネント］セグメントが表示されます。

■ ［インデックス］リポジトリの行から関連する［セグメント］テーブルに移動するときにはズームを

行います。すると、そのセグメントを編集できます。

■ ［セグメント］テーブル内で、［カラム］一覧にズームし、必要なカラムを選択できます。

テーブルのインデックスの定義

［テーブル］リポジトリ内でテーブルのインデックスを定義するには:

1 テーブルの［インデックス］欄から［インデックス］ウィンドウにズームし、新しい項目を作成します。

2 インデックスの名前を入力します。

3 インデックスを［U=重複不可］にするかまたは［N=重複可］にするかを指定します。重複不可イン
デックスには、同じインデックスを使用することはできません。

4 名前から［セグメント］テーブルにズームし、新しい項目を作成します。

5 ［インデックス］セグメントとして使用するカラムの番号を入力するか、［カラム］一覧にズームし
てカラムを選択します。

6 セグメントとして［文字型］欄を選択した場合には、［サイズ］欄でセグメントのサイズを短かくす
ることができます。このようにすると、処理性能が向上します。

7 縮小を［昇順］で行うかまたは［降順］で行うかを指定します。

インデックスの方向と範囲

［インデックス特性］ダイアログの［高度な設定］タブでインデックスのその他の設定を指定できます。
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図 3.16:［インデックス特性］ダイアログの［高度な設定］タブ

設定欄 機能

方向 テーブル上で、双方向または片方向の移動が可能です。デフォルトの［T=双方

向］です。

T=双方向：そのテーブル上で前後に移動するよう dbMAGICに指示します。

O=片方向：前方向にしかアクセスできません。通常、バッチ処理でしかこれら

を使用できず、データベースの双方向インデックスをサポートしない場合、片方

向としてインデックスを定義すると非常に便利です。

範囲処理モード テーブルの［Q=高速］または［F=全走査］範囲処理モードのどちらかを指定し

ます。

特定のデータベースに従って、これらの設定欄を調整すると、処理性能が向上します。詳細については、「開

発者ガイド -分散開発編」を参照してください。

3.6 Btrieve DDFの作成

DDF(Data Dictionary File)は Btrieve型のファイルです。DDF作成オプションを使用すると、dbMAGICアプ

リケーションの［テーブル］リポジトリの情報から DDFファイルを作成し、外部のレポートジェネレータ

やデータベースアプリケーションを使用して、Btrieveファイル内に格納されているデータを表示することが

できます。

［テーブル］リポジトリでテーブルを選択し、［オプション/DDF作成］を選択します。適切な使用権利を所

有している場合には、dbMAGICが既存の DDFファイルに新しい定義を作成します。カーソルが［テーブ

ル］リポジトリの一番上にある状態で［オプション/DDF作成］を選択した場合には、定義されている全て

のテーブルに対する定義を作成します。dbMAGICは、DDFファイルがすでに存在しているかどうかを確認

し、存在していない場合には、新しい DDFファイルを作成します。存在している場合には、新しい定義は

既存の DDFファイルに追加します。

同じテーブル内で同じカラム名が検出された場合には、dbMAGIC DDFジェネレータが、同じカラム名の最

後の文字を変更します。これは、DDFでは 1つのテーブル内の同じカラム名が許されないためです。

dbMAGIC DDFジェネレータは、同じ名前を持つ DDFファイルがすでに存在している場合に、既存の DDF

ファイルに dbMAGICテーブルを追加しません。これは、DDFでは同じファイル名が許されないためです。

したがって、同じテーブルが DDFファイルに 2回追加されることがありません。
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注意：� �

ユニークなテーブル名を作成すると、重複を避けることができます。作成した後で［DDF作成］オプ

ションを起動すると、もう一度テーブルの定義を DDFファイルに作成することができます。
� �
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第4章 プログラムの作成

dbMAGICアプリケーション内の各プログラムは、他の dbMAGICプログラムから呼び出されたり、イベン

トとして実行したり、ユーザメニューより起動されたりするものです。各プログラムは、［プログラム］リポ

ジトリ内の項目です。

プログラムは 1つまたは複数のタスクから構築されます。タスクは dbMAGICアプリケーションエンジンに

よって実行される基本的［コントロール］オブジェクトです。プログラム内のタスクは、階層構造形式で構

成され、この構造をツリーと呼びます。タスク階層構造の最上位のタスクをルートタスクといいます。ルー

トタスクの名前は、［プログラム］リポジトリ内のプログラム名と同じです。

プログラムリポジトリ

名前＃ 最終更新日時

在庫更新

在庫照会

タスクツリー［在庫照会］

在庫照会
（タスク）

タスクツリー［在庫更新］

在庫更新
（タスク）

繰越し注文
在庫

（タスク）

再注文
在庫

（タスク）

継続注文
削除レベル
（タスク）

図 4.1:プログラムとタスク間の関係

本章では下記の 4つの項目について説明します。

■［プログラム］リポジトリ … プログラムの作成方法と定義方法について説明します。

■［プログラム］ツリー … タスクコンポーネントをツリーで表記しながら、プログラム構造体をどの

ように構築するかについて説明します。

■ タスクについて … 各種タスクウィンドウを使用して各タスクの要素を定義する方法を説明し

ます。

■ タスクの設計 … ［タスク］メニューからその他の開発オプションを選択する方法を説明し

ます。

4.1 ［プログラム］リポジトリ

［プログラム］リポジトリには、アプリケーションの処理を実行するため開発されたプログラムすべての名

前が格納されています。ここでは、プログラムやタスクのコンポーネントを作成したり変更したりすること

ができます。［プログラム］リポジトリには、最高 2万までのプログラムを登録できます。

図 4-2は、プログラムとそれらの相関関係を定義するのに使用するウィンドウが表示されています。
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プログラムリポジトリ タスクツリー

処理レベル

ツリー上の
各タスクか
らズーム

特性

オプション
メニュー

ＳＱＬコマンド

タスク制御

変数項目

オプション
メニュー

フォーム

ＤＢテーブル

入出力ファイル

ソートテーブル

イベント

ズーム

図 4.2:［プログラム］リポジトリと関係のあるウィンドウ

［プログラム］リポジトリの使用法

［プログラム］リポジトリは、dbMAGICのプログラムを作成する際に使用します。サブタスクまたはサブ

タスク内のウィンドウの表示や編集中に、［編集/先頭］を選択すると、行った変更のすべてを確認してから、

［プログラム］リポジトリに戻ることができます。

［編集/取消］を選択すると、タスクやフォームなどのそのオブジェクトの 1つを編集するときにその作業の

取消を行うことができます。［タスク実行］テーブルを編集しているときに［編集/取消］を選択すると、そ

のセッションで行った変更のすべてが取り消され、ツリーエディタに戻ります。フォームの編集中に［編集/

取消］を選択すると、［フォーム］テーブルに戻ります。

［プログラム］リポジトリでの新しいプログラムの作成

アプリケーションの新しいプログラムを定義するには：

1 ［プログラム］リポジトリに進み、新しい行を作成します。

2 プログラムの名前を入力します。

dbMAGICが、識別子として使用するプログラムの連続番号を自動的に生成します。項目を追加または削除

して［プログラム］リポジトリを編集するときには、dbMAGICが自動的にアプリケーションを通じてプロ

グラムの番号を付け直し、識別子番号を更新します。

dbMAGICは、プログラムの階層構造内のタスクに対する変更を最後に保存した日付と時刻で［最終更新日

付］欄に設定します。［プログラム］リポジトリ内でプログラムを作成し、名前を付けたなら、［プログラム］

リポジトリの特定のプログラム行から連携された［タスクツリー］エディタへズームします。
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4.2 ［タスク］ツリー

プログラム内の各種タスク間の階層構造関係は、家系のツリーの階層構造と似ています。ルートタスクが図

4-3に示されている最初のネストレベルの多数のサブタスクの親になります。ルートタスクの子は、さらに

第 2レベルのサブタスクの親になるというようになります。ごく基本的なツリーは子のないルートタスクだ

けで構成されます。

図 4.3:［タスク］ツリー

■ 四角いボックスは、タスクを表し、階層構造内のレベルに応じて、上から下に配置されます。

■ 一番上のボックスはルートタスクを表します。

■ ボックス内のラベルにはタスク名が表示されます。ただし、ルートタスク名はプログラム名であると

いうことを覚えておいてください。

■ 線は親タスクを 1レベル下のタスクすなわち子タスクまたはサブタスクと呼ばれているタスクに接続

しています。この線は、［タスクツリー］ウィンドウから［ツリー/サブタスク作成］または［ツリー/

親作成］を選択すると作図されます。

■ サブツリーは、タスク、その子およびそれらのすべての子孫を含むツリーの 1要素です。

注意：� �

［タスクツリー］表現は、サブタスクの実行のフローではなく、プログラムの階層構造を表すことを目

的としています。つまり、子タスクに親タスクを接続する線が表示されたときであっても、親タスクに

子タスクの実行を呼び出させたいときには、その親タスク内でタスクコールコマンドを指定しなくては

なりません。
� �

［タスクツリー］は、最高 25レベルのサブタスクで構成することができます。どのレベルのタスクでも、

コールプログラムコマンドを利用して別のプログラムを呼び出すことができるので、実行環境での実際のタ

スクのネストレベルはさらに深くなります。dbMAGIC実行時のネストの限界値は、全部で 256レベルにな

ります。
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プログラム＝ルートタスク

プログラム タスク タスク

タスク タスクプログラム

タスク

タスク タスク

タスク タスク

タスク

タスク

タスク

プログラム

開発時のネスティング
実行時のネスティング

図 4.4: 実行時と開発時のネスト

［タスクツリー］エディタの使用法

ルートボックスは、［プログラム］リポジトリ内にプログラムの項目を定義したときに自動的に作成されま

す。ボックスが［プログラム］ツリーに作成されると同時に、ここから各テーブルにズームしてタスクコン

ポーネントを定義することができます。

タスクツリー内でサブタスクボックスを作成したり移動したりするには、タスクツリーグラフィックエディ

タを使用します。このエディタには［ツリー］メニューからアクセスします。タスクツリーグラフィックエ

ディタは、どのレベルでもタスクのすべてのコンポーネントにすぐに移植できるので、プログラムの保守を

行うときに非常に便利です。

タスクツリーグラフィックエディタを起動するには:

開発者ガイド
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1 ［リポジトリ/プログラム］ を選択して、［プログラム］リポジトリにアクセスします。

2 既存のプログラムの項目を強調表示するかまたは新しいプログラムの項目を作成します。

3 ズームして［タスクツリー］ウィンドウをオープンします。

タスクツリー内のタスクの選択

編集操作を行うにはほとんどの場合、タスクを選択する必要があります。タスクを選択すると、図 4-5に示

されているようにボックスに囲まれてそのタスクが反転表示されます。

タスクツリー内のタスクを選択するには:

1 必要なタスクを表しているボックスをクリックします。

または

2 上下左右の矢印キーを使用して、必要なボックスまでカーソルを移動します。

プログラムのサブツリーのマーク

エディタの操作として、サブツリーのコピー、移動および上書を実行するには、まず始めに関連するサブツ

リーをマークしてから、操作を行うタスクを選択しなくてはなりません。マークされたサブツリーは、反転

強調表示で表示される親およびその子孫のタスク名と一緒に表示されます。

サブツリーをマークするには:

1 サブツリーの一番上のボックスを選択します。

2 ［ツリー/サブツリー選択/解除］を選択します。

［ツリー/サブツリー選択/解除］は、トグル形式のオプションです。すなわちサブツリーが選択されていると

きに［ツリー/サブツリー選択/解除］を選択すると、サブツリーの選択が解除されます。ただし、選択されて

いるサブツリー以外のサブツリーを選択すると、選択されていたサブツリーの選択が解除され、現在選択さ

れているノードの下の新しいサブツリーが選択されます。

図 4.5: 選択されたノードとマークされたサブツリー

［サブツリー複写］

［サブツリー複写］は、現在選択されているボックスの右側に、マークされているサブツリーのコピーを新

しい兄弟ファミリーとして挿入します。ただし、［サブツリー複写］は、ルートタスクを宛先として選択する

と無効になります。ルートタスクは兄弟を所有することはできません。

サブツリーを複写するには:

1 コピーしたいサブツリーを選択します。

2 宛先ノードを選択します。

3 ［ツリー/サブツリー複写］を選択します。
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図 4-6に例が示されています。

� � �� � �

図 4.6:［サブツリー複写］操作の例

注意：� �

dbMAGICは、変更の影響を受ける［サブタスク］一覧に、［タスクツリー］に対して行った変更を自動

的に組み込みます。
� �

［サブツリーコピ－］

［サブツリーコピー］は、現在選択されているボックスを、他のプログラムのサブツリーに挿入します。

サブツリーをコピーするには:

1 コピーしたいサブツリーを選択します。

2 ［ツリー/サブツリーコピー］を選択します。

3 宛先のプログラムのタスクツリーを開き、挿入したい親タスク選択します。

4 ［ツリー/サブツリー張り付け］を選択します。

サブツリー移動

新しい兄弟として現在選択されているボックスの右側に、マークされているサブツリーを移動します。サブ

ツリーの移動は、ルートタスクを宛先として選択すると無効になります。ルートタスクはどこへも移動する

ことはできません。

サブツリーを移動するには:

1 移動したいサブツリーをマークします。

2 宛先のボックスを選択します。

3 ［ツリー/サブツリー移動］を選択します。

図 4-7に例が示されています。

移動前 移動後

図 4.7:［サブツリー移動］操作の例
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注意：� �

dbMAGICは、変更の影響を受ける［サブタスク］一覧に、［タスクツリー］に対して行った変更内容を

自動的に組み込みます。
� �

サブツリー上書

［サブツリー上書］を使用すると、現在選択されているタスクとそのサブツリーを、マークされているサブ

ツリーのコピーと置き換えることができます。サブツリーを上書きするには：

1 宛先のボックスまたはサブツリーに上書きしたいサブツリーをマークします。

2 宛先サブツリーを選択します。

3 ［ツリー/サブツリー上書］を選択します。

4 「Yes」を押して、［上書］を確定します。

上書前 上書後

図 4.8:［上書］操作の例 1

［上書］オプションでは、サブタスクをプログラムに変換することができます。この場合、サブタスクを表

しているサブツリーをマークし、現在のルートのボックスを選択し、図 4-9に示されている［ルートリー/サ

ブツリー上書］を選択します。

上書前 上書後

図 4.9:［上書］操作の例 2

注意：� �

変更の影響を受ける［サブタスク］一覧に、［タスクツリー］に対して行って変更内容を dbMAGICが

自動的に組み込みます。
� �
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現在のタスクの上へのタスクの追加

親の作成では、その上に新しい親を追加すると、選択されているボックスのレベルを変更し、1つ下のレベ

ルを削除することができます。

親を作成するには：

1 新しい親を持たせたいボックスを選択します。

2 ［ツリー/親作成］を選択します。

サブタスクへのプログラムの変換

［親作成］オプションでは、プログラムをサブタスクに変換できます。サブタスクに変換するには:

1 ルートのボックスを選択します。

2 ［ツリー/親作成］を選択します。

［親作成］オプションでは、前のオプションと同様にマークされたサブツリーは必要ありません。

注意：� �

［サブタスク］一覧内にタスクを dbMAGICが自動的に組み込みます。
� �

サブタスク作成

［サブタスク作成］では、選択したタスクの新しい子としてタスクを作成することができます。新しいタス

クは選択されたタスクの一番右の子として作成されます。［作成］オプションは、［親作成］オプションと同

様に、マークされているサブツリーを必要としません。

サブタスクを作成するには:

1 親タスクのボックスを選択します。

2 ［ツリー/サブタスク作成］を選択します。

注意：� �

dbMAGICが［サブタスク］一覧内にタスクを自動的に組み込みます。
� �

サブツリー削除

［サブツリー削除］では、選択したボックスや存在する場合にはそのサブツリーを削除することができま

す。［サブツリー削除］オプションは、［親作成］オプションと同様に、マークされたサブツリーを必要とし

ません。

注意：� �

選択されたボックスがルートのボックスの場合、［サブツリー削除］機能が、サブツリーのボックスと

名前を除くルートタスクの内容を削除します。［サブツリー削除］では、［タスクツリー］内にルートの

ボックスがそのまま残され、［プログラム］リポジトリ内の項目にもそのまま残されます。
� �

サブツリーを削除するには:

1 サブツリーの一番上のボックスを選択します。

2 ［ツリー/サブツリー削除］を選択します。

3 ダイアログ内で要求されたときに、［削除］を確定します。

注意：� �

dbMAGICが変更の影響を受ける［サブタスク］一覧に、［タスクツリー］に対して行った変更内容を自

動的に組み込みます。
� �
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タスクツリー表示変更

［ツリー］メニューには、表示されているボックスすべてのサイズを一時的に変更し、［タスクツリー］を

ウィンドウにはめ込むことのできる 2つのオプションが含まれています。

個々のボックスのサイズは変更することはできません。以下のようにボックスの幅を広げたり縮めたりする

ことはできます。

■ツリー展開… ［ツリー/ツリー展開］を選択するたびに、現在のボックスの幅が最大幅に達するまで大

きくなり続けます。最大幅に達すると、この機能は無効になります。

■ツリー縮小… ［ツリー/ツリー縮小］を選択するたびに、現在のボックス幅が最小幅 (4文字分)に達す

るまで小さくなります。最小幅に達すると、この機能が無効になります。

上位タスクに対する参照情報の喪失

同系列の上位タスクとは、図 4-10の例に示されているように、自分自身のタスクから上位レベルに向かって

たどっているタスクすべてを意味します。

ＬＫＪＩ

ＨＧＥ Ｆ

ＣＢ

Ｍ

ルート

Ａ Ｄ

図 4.10: 上位タスク

通常、例えば選択した項目などのような、その上位に位置している情報をタスクが参照します。この継承メ

カニズムは、継承タスクとルートタスクとの間の直接パス内のタスクの場合にしかサポートされません。［タ

スクツリー］エディタの 3つのオプション、すなわち［サブツリー複写］、［サブツリー移動］、［サブツリー

上書］は、この参照情報を失わせる可能性があります。このような問題は、前に参照したタスクの上位タス

クが新しく再配置されたサブツリー内の上位タスクではないようなときに生じます。このような上位タスク

に対する参照情報はすべて消去されます。

［タスクツリー］を編集すると失われる可能性のある参照情報には、以下のものがあります。

■ 項目 … フォーム、式、［項目更新］コマンド、［リンク］コマンドの［戻］欄、［コール］コ

マンドで指定するパラメータとして使用されます。

■ 入出力ファイル… ［フォーム入出力］コマンドで使用します。

■フォーム … ［フォーム入出力］コマンド、［コール］コマンドや、［エディット］コマンドで使用

されます。

情報の損失を防止するためには、編集を終了すると同時に、［タスクツリー］内で編集したサブツリーに関

し文法チェッカーを起動し、失われた参照をもう一度設定するかまたは除去します。文法チェッカーについて

の詳細は、「リファレンス」の「ユーティリティ」の章を参照してください。
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4.3 タスクについて

タスクは、データビューのレコードに対して設定されている一連の処理コマンドを実行して、データビュー

の内容をウィンドウに表示するためのものです。以下に、詳細を説明します。本項では、タスクを特徴付け

る概念に焦点を当てながら、タスクの全体的定義構造を図に示し、タスクのデータコンポーネント、すなわ

ち「実項目」と呼ばれる、テーブルカラムと一時的スクラッチカラムで構成される変数とその［式］テーブ

ルについて説明します。

タスクの主な目的は、指定されたデータビューで定義された操作を行い、画面のウィンドウ内にそのデータ

ビューを表示することにあります。このタスクを有効にするには、以下のステップに従います。

1. データビューを定義します。タスクはデータビューレコードを１レコードづつ処理します。

2. データビューレコードで行う操作を指定します。

3. 選択したデータビュー要素のすべてまたは一部を表示するフォームを作成します。

図 4-11は、タスクの主要定義領域を図に示したものです。

オプション
メニュー

タスク制御

※(注意１）新規作成の場合は、［タスク特性］ダイアログがオー
プンします。２回目以降は、［タスクツリー］ウィンドウが表示
されます。

  プログラムリポジトリ

       名前
       注文入力データ
           ：
           ：

注文入力データ
（ルートタスク）ズーム

タスクＡＡ タスクＡＢ タスクＡＣ

タスク定義

処理コマンド

フォーム
テーブル

タスク特性

ズーム
（注意１） ［タスク環境］

 メニューで選択

［タスク環境］メニュー
 または Ctrl + F  による

Ctrl O+

Ctrl C+

Ctrl P+

図 4.11: タスク定義領域

タスクを定義する場合に使用するウィンドウ

画面 目的

［タスク特性］ダイアログ メインテーブルの番号、その初期のオープンモードおよびオンライン

かバッチかなどといった、タスクの基本的状態を指定します。

［タスク制御］ダイアログ プロセス要件に合うよう、デフォルトのタスクの動作条件を設定しま

す。
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画面 目的

［タスク定義］ウィンドウ 1.どのデータ要素 (変数)をタスクのデータビューに含むかを宣言しま

す。2. 各実行レベルで、エンジンが実行すべきコマンドを指定します。

［変数項目］テーブル タスクの変数項目の属性、書式、範囲および特性を定義します。

［式］テーブル タスクの式を定義します。

［フォーム］エディタ エンドユーザのデータ入力用フォーム、デフォルトのレイアウトおよ

びテキストファイルレコードのレイアウトを定義します。

［DBテーブル］ウィンドウ タスクに関係のある DBテーブル (メインとリンク)のパラメータを表

示および編集したり、タスクが開始したときにオープンする他のテー

ブルを追加します。

［入出力ファイル］テーブル 現在のタスク中に読み取ったり書き込んだりするのに使用する、入出

力テキストファイルのすべてを定義します。

［ソート］テーブル タスクのはじめに［メインテーブル］レコードを順序付けするための

仮のソートインデックスを定義します。

グローバル変数について

アプリケーションの中には、すべてのプログラムにアクセスできるように、データを格納する必要がある場

合があります。例えば、現在の販売税率が受注入力アプリケーションの複数のプログラムで必要である場合。

または、ユニークな受注番号を発行するのに、アプリケーション内の多くのプログラムが、最後に割り当て

られた受注番号を知る必要がある場合などです。

この場合、同時に複数のユーザが共有する場合には、［データベース］テーブル内にグローバル変数を格納し

ておかなくてはなりません。［データベース］テーブルを利用すると、必要な同時コントロールがすべてが

実現します。MAGIC.INIファイル内にグローバル変数を格納することもできます。ただし、ユーザ固有のグ

ローバル変数を格納するときに、シングルユーザプリケーションだけに、MAGIC.INIファイルを使用してく

ださい。このようにすると、各ユーザが個人ファイルを所有できます。MAGIC.INIファイルをマルチユーザ

環境ですべての dbMAGICユーザが共用する場合には、グローバル変数を格納するのにMAGIC.INIファイル

を使用してはいけません。詳細については、「高度設定プログラミング」についての章を参照してください。

dbMAGIC内のサブルーチンについて

アプリケーションの中には、開発効率や保守性を上げるために、サブルーチンの形式で再利用可能コードを利

用することがあります。dbMAGICでは、コールタスクコマンドによって呼び出されるサブタスクや、コール

プログラムコマンドにより呼び出されるプログラムとしてサブルーチンが利用できます。以下に、サブルー

チンとしてサブタスクやプログラムを定義したときの利点と欠点の比較一覧を掲載します。
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サブルーチンとしてサブタスクを使用する場合の利点と欠点

利点 欠点

継承機構によって、子タスクは、同系列の上

位タスクで設定された［項目］を自タスクの

［項目］であるかのようにアクセスできます。

このために、呼び出す場合には、項目の値を

パラメータという形で受け渡しする必要があ

りません。

子タスクは、その親タスクからしか呼び出せないために、

再使用の可能性は制限されています。

子タスクは、親タスクで設定しオープンした

テキストファイルに対して読み書きできます。

１つのプログラム内のタスクの階層レベルは、ルートタ

スクも含めて２５レベルまでです。したがって、子タスク

だけを「サブルーチン」として呼び出す場合には、プログ

ラムの最高階層は２５階層になります。

サブルーチンとしてプログラムを使用する場合の利点と欠点

利点 欠点

プログラムはメニュー、タスク、イベントハ

ンドラまたは［コールリモート］コマンドか

ら直接起動することができます。プログラム

はシステム全体を通じて再利用可能です。

プログラムは、呼出側タスクの項目を自動的に認識しま

せん。必要な項目のすべてはパラメータとして引渡さな

くてはなりません。

dbMAGICは実行環境で２５６階層のネスト

をサポートします。

呼び出し側タスクのテキストファイル対してプログラム

はアクセスできません。

サブルーチンとして多数のプログラムを作成すると、db-

MAGICによって推奨されるトップダウン設計手法の利点

が利用できなくなるので、［プログラム］リポジトリが複

雑化します。

プログラムとタスクの組み合わせ

複数レベルのタスクのネストを使用してプログラムを構成するという方法は、dbMAGICでは極めて一般的

で効率的に行われています。すべてのデータ処理に関する要件を実現する際に極めて大きな融通性を提供す

るのがこの機能です。

dbMAGICでは、選択テーブルプログラム、一対多関係プログラム、シングルレコード更新、ワンタイム操

作およびループなどといった特有の処理が可能ですが、これらは、すべてがモジュール式のトップダウウン

設計理論を推奨しているので、単純な機能タスクを組み合わせて複数の機能を実現させることができます。

例えば、本書の「高度設定プログラミング」についての章に説明があるように、バッチタスクを呼び出すこ

とによってループ処理を実現することもできます。

APGによるタスクの自動生成

dbMAGICには、APG（自動プログラムジェネレータ）を備えているので、ほとんどすべてのアプリケーショ

ンに必要な特定のシングルタスクプログラムを生成することができます。各データベーステーブルごとに自

動的に生成することのできる代表的プログラムを以下に列挙します。

■ 照会… DBテーブルのレコードを作成、変更または照会を行います。

■ 出力… データテーブルをテキストファイルに出力します。
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■ 入力… データテーブルをテキストファイルに入力します。

■ 印刷… データテーブルを印刷します。

詳細については、「開発ユーティリティ」に関する章を参照してください。

タスクでの式の定義

実行時に状況が動的に変わり続ける中で処理を制御する方法として、条件付き式を使用することがあります。

論理式、数式または文字列式を組み合わせて、タスクの［式］テーブルを構成しています。

［式］テーブルの対象範囲は、自分自身のタスクにみです。各タスクには、専用の［式］テーブルがありま

す。テーブル内の式には入力した順序に従って番号が付けられ、この番号はタスク内でその式を使用できる

場所からその式を参照するのに使用されます。

［タスク環境/式］を選択すると、［式］テーブルを編集できます。このテーブルから式を追加したり削除し

たりすると、式に対する番号が自動的に付け直されます。

［式］テーブルの編集

従来の代数規則、文字列式あるいは論理式に従う計算式を入力できます。

新しい式を入力するには、［行編集/作成 (
� �

F4
� �

)］を選択します。

■ ［項目］一覧にズームし、さらに［項目］一覧から［カラム］テーブルあるいは［変数］テーブルに

ズームすると、項目を表示することができます。［項目］一覧から項目を選択し、［選択］アクション

(
� �

Enter
� �

)を使用して編集した式にこれをコピーすることができます。項目のシンボル名は、現在の

カーソルに自動的に挿入されます。一覧の表示後に項目を選択したくないときには、［終了 (
� �

Esc
� �

)］

を押すかまたは［取消］ボタンをクリックします。

■ 式テーブルの下にある［関数］ボタンをクリックするか、［関数一覧］アクション (
� �

Ctrl
� �

+
� �

U
� �

)を使

用すると、［関数］一覧を参照できます。［関数］一覧から、［選択］アクション (
� �

Enter
� �

)を使用する

と、編集した式内のカーソル位置に関数テンプレートをコピーできます。

■ KBPUT/KBGET関数を編集するときには、［アクション］をクリックするか、
� �

Ctrl
� �

+
� �

A
� �
を押すと、利

用可能アクションの全一覧を表示できます。［アクション］一覧から、アクションを選択し、
� �

Enter
� �

を

押すと、編集した式のカーソル位置にアクションをコピーできます。例えば、コピーされたアクション

が［システム終了］のときには、「’E:終了’ACT」として表示されます。

■ KBPUT/KBGET関数を編集するときには、［ショートカット］をクリックするかまたは
� �

Ctrl
� �

+
� �

K
� �
を

押すと、キーボードの［ショートカット］一覧にアクセスできます。これを選択して
� �

Enter
� �

を押し、

編集する式のカーソル位置にキーボードショートカットをコピーします。例えば、コピーされたキー

ボードショートカットが
� �

Ctrl
� �

+
� �

W
� �

のときには、「’Ctrl+W’KBD」として表示されます。

■ ［使用権利］をクリックするかまたは
� �

Ctrl
� �

+
� �

T
� �
を押すと、既に割り当てられている使用権利に基づ

いて利用可能な使用権利の一覧にアクセスすることができます。
� �

Enter
� �

を押すと、選択した 権利を

式のカーソル位置にコピーできます。例えば、コピーした［使用権利］が［変更権］の場合には、「’変

更権’RIGHT」として表示されます。

［使用権利］一覧は、アプリケーションの［使用権利］テーブル内に定義されている使用権利に基づ

いて表示されます。一覧内に表示されるのは、開発者が所有する使用権利だけです。式そのものに、開

発者が所有していない使用権利が含まれている場合には、その使用権利はアスタリスクとして表示さ

れます。

■ ［コントロール名］ボタンを押すと、［コントロール名］一覧を参照できます。［コントロール名］を

選択し、
� �

Enter
� �

を押すと、編集する式のカーソル位置にコントロール名をコピーできます。式に挿入

される値は、選択したコントロールの［コントロール名］特性の文字列値になります。

［フォーム］、［コントロール］および［コントロール特性］についての詳細は、「フォームの設計」の

章を参照してください。［コントロール名］一覧には、Z-オーダ順にコントロールが表示されます。
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上記一覧で選択した場合、選択値は以下のように設定されます。

■ 上書モードのときには、カーソル位置のテキストに上書きされます

■ 挿入モードのときには、カーソル位置にあるテキストに挿入されます。

式の入力を終了するには:

1. ［表示］を押して、式を展開し、その文法を確認します。エラーを検出した場合、エラーのある箇所

までの式の内容を展開し、表示します。該当するエラーメッセージが表示され、考えられるエラーの

原因にカーソルが位置付けされます。

2. 式を編集し、エラーを訂正します。

式が正しいときには、
� �

Enter
� �

を押すか、「OK」をクリックして、［式］テーブルを終了すると、ズームもと

の［式］欄に式番号が設定されます。式を指定したくないときには、
� �

Esc
� �

を押すか、［取消］をクリック

します。

4.4 タスクの設計

dbMAGIC内でタスクを開発する場合、以下の作業を行う必要があります。

■ ［タスク特性］を定義する

■ タスクの実行環境を定義する

■ タスクのデータビューを定義する

■ タスクのロジックを定義する

■ ［変数項目］を定義する

■ タスクの［フォーム］を設計する

■ ［DBテーブル］と［入出力ファイル］を指定する

■ ［ソート］順を指定する

■ ［イベント］を定義する

タスク特性の定義

［タスク特性］ダイアログで各タスクの特性を定義します。［タスク特性］ダイアログは、ツリー内のタス

クボックスから初めてズームしたときは自動的にオープンされます。以後このダイアログをオープンするに

は、［タスクツリー］、［タスク実行ウィンドウ］または現在オープンしている他のオブジェクトから［編集/

特性］を選択します。

タスクの特性を定義するには：

1 ［編集/特性］を選択して、［タスク特性］ダイアログにアクセスします。

2 ［タスク名］欄にタスク名を入力します。

3 タスクをオンラインとバッチのどちらにするかを指定します。

4 ［初期モード］を設定して、タスクが起動するモードを定義します。

5 タスクの［メイン］テーブルを指定するには、［メインテーブル］欄にカーソルを位置付けし、［テー
ブル］一覧にズームしてテーブルを選択します。メインテーブルのテーブル番号を知っている場合に
は、直接番号を入力しても構いません。

6 データビューレコードの取出し順序を変更するには、［インデックス］一覧にズームするかまたは直
接インデックス番号を入力してインデックスを選択します。

7 他のタスク特性を定義します。
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［タスク特性］ダイアログの各設定欄:

設定欄 目的

タスク名 ［タスク］ウィンドウに表示される名前を変更します。

タスクタイプ タスクをオンラインまたはバッチのどちらにするかを指定します。

初期モード タスクが起動するモードを定義します。この設定は、式を使用して動的に定義

することもできます。

初期モード（式） 実行時に評価され、初期モードを動的に判断する式を指定します。

タスク終了条件 タスクが終了するときの条件を指定します。

チェック時期 タスク終了条件を評価する、実行フローの段階を指定します。

アボート可 エンドユーザがバッチタスクをアボートできるかどうかを指定します。

メインテーブル タスクのデータビューのベースを提供するテーブルを定義します。

インデックス タスクでのデータビューレコードの取り出し順を決定します。

インデックス（式） 実行時に評価され、タスクによって使用されるインデックスを動的に決定する

式を指定します。

選択テーブル ［選択テーブル］プログラムとして行動するようそのタスクを定義します。

常駐タスク 呼出しタスクをロードしたときにメモリーに呼び出されるタスクをロードしま

す。

行制限式 SQLのオープンカーソル操作で取り出される、行数を制限します。

ショートカット

メニュー

現在のタスクに［ショートカット］メニューを付加します。

メインフォーム 実行時に表示するクラス=0フォームのフォーム番号を決定する条件を指定しま

す。

アイコンファイル名 タスクを最小化したときに使用するアイコンファイル名を指定します。

タスクの実行環境の定義

タスクの実行環境を定義するには、［タスク制御］ダイアログの各設定欄から設定します。このダイアログを

オープンするには、［タスクツリー］または［タスク定義］ウィンドウから［タスク環境/タスク制御］を選

択します。設定欄のほとんどは、「Yes」か「No」を指定したりあるいは、論理式を割り当てることにより、

条件を設定できます。「True」になる条件は「Yes」の設定に相当し、「False」になる条件は「No」に相当し

ます。

設定欄 目的

実行モード 実行時にどの操作モードをエンドユーザが利用できるかを指定します。

エンドユーザ機能 実行時にエンドユーザが利用できるユーティリティを指定します。

フォームオプション メインフォームの表示方法を定義します。

レコードオプション データビューのレコードを取り扱うときのタスクの動作を定義します。

検索オプション タスクが開始するときに特定のレコードから始まり、範囲基準を再定義するよ

うデータビューを位置付けます。

ロックオプション タスクのロックおよびキャッシングの動作を定義します。
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タスクのデータビューの定義

以下の方法で、データビューを定義します。

■ 必要に応じて［メイン］テーブルや［リンク］テーブルを指定します。

■ タスクの実項目を構成する、［メイン］テーブルと［リンク］テーブル内のカラムを選択します。

■ タスクの計算の対象となる変数と、タスクの存続期間中だけ存続する変数項目を定義します。

■ インデックスを選択し、オプションによりソート順を定義することにより、データビューをスキャンす

る順序を指定します。

■ データビュー内に読み込むレコードを制限する、範囲基準を指定します。

タスク内の項目について

実項目は、［メイン］テーブルまたは［リンク］テーブルから選択したカラムです。実項目は、タスクによっ

て処理される、現在のレコード内に格納されているカラムを直接参照します。１レコードごとに処理するこ

とができます。

タスク実行中に一時的に特定の情報を格納する場合は、［変数項目］テーブルと呼ばれる、スクラッチメモ

リー領域から選択した変数項目を定義できます。［変数項目］テーブルは、［タスク環境/変数項目］を選択す

ると編集できます。

タスクの開発中は、選択した項目のどれでも参照することができます。固有の項目の他に、各タスクはその

先祖タスクによって選択された項目に対するアクセスを継承します。タスクは、子タスクまたは兄弟タスク

で選択された項目を参照することはできません。タスクはタスク自身およびその先祖内の選択された項目だ

けしか参照できません。

［項目］一覧は、タスク内の項目を参照しなくてはならないときにはいつでも利用できます。この一覧にズー

ムし、すべてのアクセス可能な項目の一覧から希望する項目を選択することができます。

項目は、ルートタスクから現在のタスクまで、選択順に列挙されます。項目は、A-ZZの昇順に割り当てら

れた文字コードで識別されます。各種レベルのタスクから選択された項目を区切るため、一覧内には線が自

動的に表示されます。この線は、各種レベルでタスクによって選択された同じテーブルとカラムから変数を

区別するのに役立ちます。項目の名前は同じなので、識別番号が必要です。

注意：� �

［項目］テーブルよりズームすると、各項目の元の所在を知ることができます。実項目の場合、テーブ

ルの名前が表示されます。変数項目の場合、”変数”と表示されます。
� �

タスクロジックの設計

タスクのロジックを設計するには、［タスク定義］ウィンドウにデータビューで実行するコマンドを指定しま

す。［タスクツリー］ウィンドウ内で強調表示されたタスクボックスからズームして、［タスク定義］ウィン

ドウにアクセスします。

［タスク定義］ウィンドウは複合ウィンドウで、各レベルごとの［レベル］テーブルと［処理］テーブルが

あります。

タスクにはすべて、［前処理］、［メイン］および［後処理］などのある組込みレコードレベルと、［前処置］

および［後処理］のある組み込みタスクレベルを所有しています。バッチタスクの場合は、オプションとし

てブレイクレベルを定義することができます。

通常、1つのデータビューレコードに対して実行するコマンドを指定するだけで済みます。dbMAGICアプリ

ケーションエンジンが、データビューレコードの読取りと書込みを自動的に行います。したがって、条件を

付加するだけで、コマンドの実行を制御できます。

以下の方法で、タスクが実行すべき処理に対する指定を行います。
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■ dbMAGICやエンドユーザがテーブルをループしている間に行われなくてはならないコマンド、例え

ば、データの入力や印刷を指定します。

■ 実行する処理内容に応じて、各種レベルの処理テーブルにそれらのコマンドを指定します。

図 4.12:［操作］一覧

以下の表では、図 4-12に示されているようなコマンドの各機能について説明します。

番号 名前 機能

1 セレクト タスク内で利用可能なデータビューを自動的に定義します。［メインテーブル］レ

コードの範囲の制限、最初に処理するレコードの特定、項目への初期値の割り当

ておよびカーソルの移動制御などにも使用できます。［セレクト］コマンドの [代

入]式は、非手順形式で動作します。

2 エラー 定義された条件の下で、エラーメッセージを表示します。通常、入力の妥当性検

査に使用されます。

3 リンク ［SQL］データベースによる、［結合リンク］コマンドを除き、［メイン］テーブ

ルと他の［データベース］テーブルとの間で、1対 1のリンクを確立します。

4 リンク終了 リンクされたテーブルのパラメータの選択を終了します。必ず［リンク］コマン

ドと組み合わせて指定する必要があります。

5 ブロック コマンドの論理的ブロックの始めを区切ります。ブロックの目的は、ブロック内

のすべての操作の実行を制御する条件を、［ブロック］コマンドに対し設定できる

ようにすることにあります。

6 ブロック終了 先行する［ブロック］コマンドによって開始された論理的コマンドブロックを終

了させます。

7 コール タスク、プログラム、リモート dbMAGICサービスまたは外部第 3世代言語ルーチ

ンの実行を呼出します。ポップアップウィンドウ、1対多関係、ルックアップウィ

ンドウおよびサブルーチンを実現する場合に使用されます。

8 イベント アクション関数を実行します。アクション関数を含む式を評価しているときに、そ

れらを実行するのに使用します。

9 項目更新 式の評価結果をもとに、データ項目を更新します。

10 データ出力 出力装置上のテキストファイルにレコードを書き込みます。レポートの印刷やテ

キストファイルへのデータのエクスポートに使用します。
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番号 名前 機能

11 データ入力 フォーム内に定義されているデータ項目に入力ファイルまたは装置からテキスト

を読み込みます。テキストインポートプログラムに使用されます。

12 エディット テキストファイルに対し、ビューワまたはエディタを呼び出します。

13 OSコマンド dbMAGIC内から OSプログラムを実行します。外部のプログラムが終了したとき

には、［ウェイト］欄の設定に従って、自動的にコントロールが dbMAGICに戻さ

れます。

各コマンドを定義する場所について

処理テーブル内に、タスクを制御するコマンドを置きます。図 4-12に示されているように、dbMAGICの 13

のコマンドの一覧からどれかを選択して、処理テーブル内に挿入します。

コマンドを配置する場所によって、エンジンがいつそのコマンドを実行するかが決まります。以下の表は、

特定の機能を実行するコマンドを配置する場所について説明しています。

コマンドの配置場所 目的

タスク前処理 タスクの始めに dbMAGICエンジンが 1回だけ実行すべきコマンドを定義

します。これはタスクの初期設定処理として使用されます。例えば、レポー

トヘッダー印刷や初期設定のためのローカル変数などがここで初期設定さ

れます。

ブレイク前処理 バッチタスクの場合、指定された項目の値を変更した後で実行すべきコマ

ンドを定義します。これらのコマンドは、項目内の新しい値を使用してレ

コードグループの始めに実行されます。例えば、レポートグループヘッダー

の印刷などがあります。

レコード前処理 レコードを読み取った後、対話処理に入る前に、すべてのレコードで実行

すべきコマンドを定義します。手続き的な処理は、カラムを処理する前にレ

コードで実行しなくてはなりません。

レコードメイン ［セレクト］コマンドと［リンク］コマンドでデータビューを操作し、レ

コードのカラムとユーザが対話するときにエンジンがオンラインタスクで

実行すべきコマンドを定義します。

レコード後処理 バッチタスク内の各データビューレコードとオンラインタスクで表示およ

び変更された各レコードごとに、エンジンが実行すべきコマンドを定義し

ます。オンラインタスクでは、レコードが変更されなかった場合には、これ

らのコマンドは実行されません。

ブレイク後処理 項目が変更されたレコードを処理する前にエンジンがバッチタスクで実行

すべきコマンドを定義します。これらのコマンドは、指定された項目内の同

じ値で行のグループの終わりに実行されます。例えば、レポートフッターの

印刷などがあります。

タスク後処理 タスクの終わりにエンジンが 1度だけ実行すべきコマンドを定義します。こ

れは、タスクの終了処理として使用されます。例えば、パラメータの更新や

レポートの合計値の印刷などがあります。

190以上の関数で構成されている dbMAGICライブラリを使用すると、式の追加によりこれらの操作をカス

トマイズ化できます。コマンドと関数が一緒になって dbMAGIC言語を構成しています。
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コマンドの定義

特定の処理テーブル内でコマンドを定義または編集するには:

1 ［タスクレベル］テーブル内の該当するレベルにカーソルを移動します (「前処理」、「メイン」また
は「後処理」と、「レコード」、「タスク」または「ブレイク」で構成されるマトリクスになってい
ます。)。カーソルを移動すると、各タスクレベルに関係のある処理テーブルが表示されます。

2 処理テーブルにズームし、
� �

F4
� �

を押して新しい項目を作成します。

3 ［コマンド］一覧にズームしてコマンドを選択するか、コマンド番号を入力して次の欄に移動するか、
コマンドの文字コードを入力して、コマンドを選択します。

4 コマンドのパラメータを指定します。

コマンドの設定値の指定

コマンドの設定値を変更するには、
� �

Tab
� �

キーを押して、［コマンド］欄に移動し変更します。

［セレクト］コマンドの設定値の変更

［R=実データ］の指定の場合、実項目に対する［セレクト］コマンドになります。

変数項目を選択するには:

1
� �

Tab
� �

キーを押して次の欄へ進みます。

2 Vと入力するかまたはコンボボックスをクリックして、［V=変数データ］を選択します。

［リンク］コマンドの設定値の変更

［確認リンク］コマンドは、妥当性を検査するリンクです。

照会リンクまたは書込リンク、作成リンクに変更するには:

1 ［V=確認］という表示欄にカーソルを移動します。

2 それぞれQ、Wまたは Cと入力するか、コンボボックスをクリックして［Q=照会］、［W=書出］ま
たは［C=登録］を選択します。

［コール］コマンドの設定値の変更

［コールタスク］コマンドは、タスクを呼び出します。

［コールプログラム］コマンド、［コール式］コマンド、［コール PRC］コマンドまたは［コールリモート］

コマンドを指定するには:

1 タブキーを押して、［T=タスク］という表示欄にカーソルを移動します。

2 P、E、UまたはRとそれぞれ入力するか、またはコンボボックスでクリックして、［P=プログラム］、
［E=式］、［U=ユーザ PRC］、または［R=リモート］を選択します。

コマンドについての詳細は、「リファレンス」「本マニュアルの使用方法」の節を参照してください。

変数項目の定義

タスクを実行する際、一時的に特定情報を格納する必要がある場合があります。このような場合は、[変数項

目］テーブルと呼ばれる、メモリー領域を使用した変数項目を定義することで可能になります。[変数項目］

テーブルは、［タスク環境/変数項目］を選択すると編集できます。

[変数項目］テーブルは、通常の編集用のキーを使用して行を削除したり作成したりすることができないとい

う点で［カラム］テーブルとは異なっています。［レコードメイン］の処理テーブル内で［変数項目］に対す

る [セレクト]コマンドを作成したり削除したときに、自動的にこのテーブルに行が作成されたり削除された

りします。他の方法では行の作成と削除は行われません。

4–20 プログラムの作成 開発者ガイド

dbMAGIC Ver.8.2



4

タイプに基づいた変数項目の定義

タイプに基づいて変数項目を定義するには:

1 ［タイプ］欄からズームし、［タイプ］一覧からタイプを選択します。

タイプを選択すると変数項目がそのタイプの番号が表示されます。また、項目名が指定されていない
場合、そのタイプの名前にが項目名として設定されます。

2 該当するタイプを指定すると、既存の属性や書式が上書きされます。

変数項目［カラム］テーブル内には、以下が表示されます。

・［タイプ］欄：タイプ番号

・［属性］欄：タイプ＞

・［書式］欄：タイプの名前

タイプに基づかない変数項目の定義

タイプを使用せずに変数項目を定義する場合

1 ［名前］欄に名前を入力します。

2 ［タイプ］欄は、デフォルト値 (0)のままにします。

3 デフォルト値の［A=文字型］、［N=数値型］、［L=論理型］、［D=日付型］、［T=時間型］、［M=

メモ型］、または［B=BLOB型］のどれかを項目の属性として使用します。属性の頭文字だけを入力
することで指定できます。

4 第 3章の「データタイプ項目の書式の指定」に関する項に記載されている指示に従って、項目の書式
を指定します。この欄から関連する［書式］ダイアログにズームできます。

5 変数に有効な値の範囲も指定できます。

変数項目とヘルプ画面の関連付け

ヘルプ画面を関連付ける事で、実行時にエンドユーザが変数項目に関するヘルプを要求したときに、ヘルプ

画面を利用できます。

変数項目とヘルプ画面を関連付けさせるには:

1 変数項目を強調表示し、［編集/特性］を選択して、［特性］ダイアログの［関連］タブにアクセスし
ます。

2 関連付ける必要なヘルプ画面の番号を入力します。この欄から［ヘルプ］一覧にズームできます。こ
こで、既存のヘルプ画面を選択するかまたは新しいヘルプ画面を定義します。

3 新しいヘルプ画面を定義するときには、［ヘルプ］一覧からもう一度ズームして［ヘルプ］リポジト
リをオープンし、新しいヘルプを作成します。詳細については、「リファレンス」の「エンドユーザヘ
ルプ」に関する章を参照してください。

変数項目と自動ヘルプの関連付け

自動ヘルプは、カーソルが関連付けられた変数に移動したときに画面の一番下のステータス行に自動的に表

示される、一行のヘルプメッセージです。

変数項目に自動ヘルプを関連付けさせるには:

1 ［変数項目］テーブル内の変数行を強調表示し、［編集/特性］を選択して［特性］ダイアログの［関
連］タブにアクセスします。

2 ［自動ヘルプ］欄で、自動ヘルプとして変数に関連付けたいヘルプの番号を入力します。この欄から
［ヘルプ］一覧にズームでき、既存の画面を選択したり新しい画面を定義することができます。

3 新しい自動ヘルプを定義するときには、もう一度［ヘルプ］一覧からズームして［ヘルプ］リポジト
リをオープンし、新しいヘルプを作成します。詳細については、「リファレンス」の「エンドユーザヘ
ルプ」に関する章を参照してください。

開発者ガイド

dbMAGIC Ver.8.2

4.4タスクの設計 4–21



変数項目とツールチップの関連付け

ツールチップは、カーソルが関連付けられた変数に移動したときに自動的にポップアップ表示される、一行

のヘルプメッセージです。

変数項目にツールチップを関連付けさせるには:

1 ［変数項目］テーブル内の変数行を強調表示し、［編集/特性］を選択して［特性］ダイアログの［関
連］タブにアクセスします。

2 ［ツールチップ］欄で、ツールチップとして変数に関連付けたいヘルプの番号を入力します。この欄
から［ヘルプ］一覧にズームでき、既存の画面を選択したり新しい画面を定義することができます。

3 新しいツールチップを定義するときには、もう一度［ヘルプ］一覧からズームして［ヘルプ］リポジ
トリをオープンし、新しいヘルプを作成します。詳細については、「リファレンス」の「エンドユーザ
ヘルプ」に関する章を参照してください。

変数項目と選択テーブルプログラムの関連付け

ズーム可能選択テーブルプログラムは、変数項目に関連付けることができます。ズーム可能プログラムとは、

変数からズームすると起動されるプログラムのことです。例えば、このプログラムは、現在のプログラムで

使用される項目の内容を選択する値選択機能を実行します。この項目をパラメータとして受け取り、その内

容を更新できるよう、［選択］プログラムを作成しなくてはなりません

ズーム可能プログラムを実行するための簡潔な方法として、［選択プログラム］欄を使用します。

選択テーブルプログラムを変数項目に関連付けるには:

1 ［変数項目］テーブル内の変数行を強調表示し、［編集/特性］を選択して、［特性］ダイアログの［関
連］タブにアクセスします。

2 ［選択プログラム］欄から、［プログラム］一覧にズームしてプログラムを選択します。

3 ［起動モード］欄で、連携させたプログラムに実行させたい方法と時期を指定します。

■ B=前置… カラム上にカーソルを位置付けしている状態で、プログラムを実行し、プログラムが

クローズしてもカーソルはその位置に置かれます。

■ A=後置… プログラムの実行し、次のカラムに位置付けしようとします。

■ P=自動… そのカラムにカーソルが位置付けられる前に自動的にプログラムを実行します。プロ

グラムがクローズすると、カーソルはその位置に置かれます。

変数項目のデフォルト値と NULL値の定義

［変数項目特性］ダイアログの［デフォルト/Null］タブで、項目のデフォルト値と NULL値を指定できます。

設定欄 機能

NULL値可 カラムに NULL値を使用できます。

NULL計算値 カラムに NULL値があるときに必ず使用し、一部の式でも使用することができ

る値を指定します。指定出来る値は、カラムの属性によって異なります。カラム

の特性が［数値型］の場合、数値を指定します。［文字型］の場合、英数字値を

指定します。

NULL表示文字列 カラムに NULL値があるときに表示され、フォームまたはレポートに出力され

る値を指定します。

NULLデフォルト Nullにデフォルト値を割り当てるかどうかを指定します。

デフォルト値 Nullに割り当てるデフォルトの値を指定します。
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変数項目とコントロールの関連付け

変数項目の［カラム特性］ダイアログの［スタイル］タブで、変数項目とコントロールを関連付けることが

できます。［コントロールタイプ］欄では、設定できるコントロールすべての一覧から、コントロールのタイ

プを選択できます。［スタイル］タブの設定欄は、選択したコントロールにより使用不能となったり、表示さ

れなくなります。

変数項目の記憶型式を定義することによる互換性の確保

PC 上の ASCII 形式で表現された dbMAGIC の内部データを、他のシステムで処理可能な表現（例えば、

EBCDIC）に書き込むことができるようにする場合は、［データ変換］欄にて設定します。

図 4.13:［カラム特性］ダイアログの［格納形式］タブ

タスクのフォームの設計

［フォーム］テーブルは、すべてのエンドユーザフォームの設計を管理するテーブルです。フォーム設計に

関係のあるウィンドウとトピックのすべてについて、「フォームの設計」の章で詳しく説明します。

タスクの DBテーブルの定義

［DBテーブル］は、タスクで使用する DBテーブル (メインとリンク)のパラメータを表示および編集した

り、タスクの開始時にオープンする他のテーブルを追加する場合に使用します。［タスク／ DBテーブル］を

選択して、［DBテーブル］にアクセスします。

［DBテーブル］は複合ウィンドウで、左側に［データベーステーブル］テーブルと右側に［テーブル］一

覧がそれぞれ表示されます。［テーブル］一覧にアクセスするには、［テーブル］欄からズームします。

タスクの入出力ファイルの定義

［入出力ファイル］テーブルでは、現在のタスク実行時に読み取ったり書き込んだりするのに使用する、入

出力テキストファイルのすべてを定義します。ここで定義されたファイルは、タスクの実行が開始されると

きにオープンされます。［タスク環境/入出力ファイル］を選択して、［入出力ファイル］テーブルにアクセス

します。本項では、［入出力ファイル］テーブルに定義できるパラメータの特定の組み合わせを、［メディア］

欄の設定内容ごとに示します。

［入出力ファイル］テーブル欄に利用できる組合せは、以下のとおりです。
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メディア プリンタ アクセス フォーマ
ット

式 ダイア 行 注

G=GUI 形
式プリンタ

ラベル 書込,
追加

ページ,
行

オプション オプション オプション 適切な式を指定すると、ディスク
ファイルにレコードを出力するこ
とができます。

P=テキス
ト形式プリ
ンタ

ラベル 書込,
追加

ページ,
行

オプション 該当せず オプション 適切な式を指定すると、ディスク
ファイルにレコードを出力するこ
とができます。

C=コンソ
ール

該当せず 書込,
追加

ページ,
行

オプション 該当せず 該当せず カラム番号を指定すると、画面に
レポート幅を合わせることができ
ます。

S=標準フ
ァイル

該当せず 読取,
書込,
追加,
直接

行,
なし

必須 該当せず 該当せず ［式］欄には、解がディスクファイ
ル名になる式を指定します。

I=内部フ
ァイル

該当せず 読取,
書込,
追加,
直接

行,
なし

必須 該当せず 該当せず ［式］欄には、解がディスクファイ
ル名になる式を指定します。内部
ファイルは各種コンピュータプロッ
トフォームとオペレーションシス
テムとの間で、データファイルを
イクスポート/インポートするのに
使用します。

U=ドライ
バ

該当せず 直接 なし 必須 該当せず 該当せず 式欄には、有効なユーザドライバ
名を返す式を指定します。

R=リクエ
スタ

該当せず 該当せず 該当せず 必須 該当せず 該当せず 式欄に、ファイル名を指定すると
起動もとにそのファイルを送信す
ることができます。

タスクの一時的なソート順の定義

タスクの始めに［メインテーブル］レコードを順序付ける一時的なソートインデックスを定義するときには、

［ソート］テーブルで行います。［タスク/ソート］を選択して、［ソート］テーブルにアクセスします。

［ソート］テーブルには、以下の様な表示のある複合ウィンドウが表示されます。

■ ウィンドウの左側にセグメントエリア

■ ウィンドウの右側に［項目］一覧。左側のセグメントエリアから［項目］一覧にズームし必要な項目

を選択します。

ソートを定義する場合

1 ［タスク環境/ソートテーブル］を選択して、［ソート］テーブルにアクセスします。

2 ソートセグメントとして使用するカラムの番号を入力するか、または［項目］一覧にズームして変数
を選択します。

3 セグメントとして［文字型］項目を選択した場合には、［サイズ］欄でセグメントのサイズを短くす
ることができます。このようにすると、処理性能が向上します。

4 ソート方向を［昇順］にするか［降順］にするかを選択します。

イベントの定義

dbMAGICプログラム (タスク)は通常、エンドユーザがメニューから選択したとき、［タスク定義］ウィンド

ウに定義されている［コール］コマンドを実行したときに、呼び出されます。しかし、別の方法として、イ

ベントを使用することができます。

イベントとは、トリガとプログラムの組合せです。イベントプログラムはタスクの実行中にトリガが発生し

た場合、いつでも実行することができます。このイベントメカニズムは、オンラインタスクとバッチタスク

のどちらでも、実行時にのみ使用可能となります。
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イベントには、アプリケーション関連イベントとタスク関連イベントの２種類があります。

［プログラム］か［タスク］そしてその［トリガ］を共に指定して、［イベント］テーブルに登録項目として

各イベントを定義します。トリガには、「条件」、「エンドユーザアクション」または「エンジンの実行経過

時間」のどれでも指定できます。

アプリケーションイベントを定義するには、［リポジトリ/CTLイベント］を選択し、アプリケーションに連

携された［CTLイベント］テーブルにアクセスします。

タスクイベントを定義するには、タスクの定義時に［タスク環境/タスクイベント］を選択し、そのタスクに

関連付けられた［タスクイベント］テーブルにアクセスします。

2種類のイベントのテーブルは同じです。アプリケーションイベントを定義するときには、式、対象範囲、呼

出および［パラメータ］欄を編集することはできません。というのは、これらはタスクイベントにしか関係

がないからです。

イベントの欄は、以下のように入力します。

設定欄 目的

ホットキー ホットキーをイベントに関連付けます。

アクション イベントのトリガとなるアクションを指定します。

経過時間 指定した間隔でイベント用トリガが発生します。

式 タスクイベントを条件にしたがって有効化します。

式 イベントの実行条件を指定します。

コール イベントがプログラムとタスクのどちらを起動するかを指定します。

プログラム/タスク 起動するプログラムまたはタスクを指定します。ズームして、［プログラム］一

覧か［タスク］一覧から選択します。

パラメータ 起動するプログラムまたはタスクに渡すパラメータを指定します。ズームして

［パラメータ］テーブルに指定します。

ロック イベントが終了するまで、現在のレコードをロックするかどうかを指定します。

イベントを使用したプログラムの例

以下に、イベントプログラムの実現方法、ならびに起動するメカニズムの 2つの例を掲載します。最初の例

では、アプリケーションイベントを取り上げ、2番目の例ではタスクイベントを取り上げます。
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アプリケーションイベントを使用した、時刻表示用バックグランドプログラム

図 4.14: タイムイベントトリガの［イベント］テーブル

この例の目的

このアプリケーションイベントの目的は、バックグランドでウィンドウを表示することにあります。バック

グランドウィンドウは、現在のウィンドウがその影に隠れない程度に表示されます。このバックグランドウィ

ンドウは、通常、他のタスクウィンドウの後ろ側に表示されます。

実行内容

表示されるバックグランドウィンドウには、日付と時間の表示、会社のロゴ、バックグランドパターンおよ

び表示したい他のあらゆるものが表示されます。時間表示は、随時更新され、バックグランドパターンも自

由に変えることができます。

実現方法

［リポジトリ/CTLイベント］を選択してアクセスする［CTLイベント］テーブルには、このイベントに関

する項目が表示されます。

［経過時間］欄には、5が表示されています。これはイベントトリガで、エンドユーザからのアクションが

なくても、イベントプログラムが 5分ごとに実行されることを意味しています。

［CTLイベント］テーブル内の他の唯一の設定項目が、［Prog/Task］欄です。この場合、この項目には 16が

表示されておりますが、これが「バックグラウンド」プログラムを示しています。プログラム番号 16は、5

秒ごとに呼び出されます。

イベントプログラムである「バックグラウンド」プログラムには、いくつかの通常とは異なる設定があり

ます。

■ ［タスク特性］ダイアログで、「バックグラウンド」プログラムをメインテーブルのない［バッチ］タ

スクとして定義します。
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［タスク環境/タスク制御］を選択するとアクセスできる、［タスク制御］ダイアログの［オプション］タブで、

2つの設定を行います。

■ ［ウィンドウ消去］は「No」に設定します。この欄に「Yes」を指定すると、タスクの終了時にタスク

ウィンドウをクローズします。「No」を指定すると、タスクの終了時に画面上に最後の内容を表示した

タスクウィンドウがオープンされたままになります。同じタスクをもう一度実行すると、前にオープ

ンしたウィンドウがクローズされ、新しいウィンドウがオープンします。最終的に実行状態を終了す

るときに、オープンしているウィンドウがすべて、クローズされます。

■ ［前面表示］を「No」に設定します。通常の設定は「Yes」です。つまり、タスクウィンドウが他のタ

スクウィンドウの後ろ側に表示されます。

［編集/特性］を表示するとアクセスできる、［タスク特性］ダイアログの［特性］タグで、2つの設定を行い

ます。

■ ［タスク終了条件］を「Yes」に設定します。通常の設定は「No」です。イベントプログラムである

「バックグラウンド」プログラムはメインテーブルのないバッチタスクです。したがって、終了条件を

指定しなくてはなりません。メインテーブルや終了条件がないプログラムは、無限ループで実行され

ます。

■ ［チェック時期］は、「A=後置」に設定します。

上記の 2つの設定により、［タスク前処理］と［タスク後処理］レベルを実行することを決定します。この例

では、コマンドは必要ありません。時間と日付の式だけが必要です。これらはタスクのフォーム上に設定し

ます。

タスクイベントを使用したプログラム-受注登録画面の印刷

図 4.15: 受注登録画面

目的

必要に応じて、ユーザが起動アクションを発行することができるようにします。この場合、エンドユーザは、

受注登録画面の処理中にいつでもホットキーを押して、その受注内容の印刷ができるようにします。
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実現内容

受注内容を印刷をするときには特定のキーを押すよう指示するメッセージが、［受注登録］画面に表示され

ます。

エンドユーザは、指定されたホットキーを押すと、［受注登録画面］タスクの実行中にいつでも受注内容を

印刷することができます。

実現方法

［受注登録画面］タスクの［イベント］テーブルには、［タスク環境/タスクイベント］を選択するとアクセ

スできます。

■ ［イベント］テーブル内には、次のような設定を行います。［ホットキー］欄には、
� �

Ctrl
� �

+
� �

P
� �
と指

定します。これは、［キー設定］ダイアログにズームし、
� �

Ctrl
� �

+
� �

P
� �
を押すことで定義されます。指

定したホットキーが、イベントトリガとなります。

■ ［Prog/Task］欄内の番号は、エンドユーザがホットキーを押したときに起動される、イベントプログ

ラムを表しています。

■ ［パラメータ］欄の番号は、イベントプログラムに渡されるパラメータの数を表しています。

さらに、［受注登録］画面のメインフォーム上に、ホットキーを使用するようユーザに指示するメッセージを

配置しておきます。

このタスクイベントプログラムは、ホットキーを使用したときしか起動されず、経過時間などで起動される

ことはありません。このイベントは、これを定義したタスクの実行中でしか有効になりません。
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第5章 フォームの設計

［フォームエディタ］には、［フォーム］テーブル内の各フォームに定義されているフレームと内容が表示さ

れます。フォームによって、タスクの各種のウィンドウ表示や帳票のレイアウトを設計できるので、実行時

に画面がどのように表示されるのかを確認することができます。フォーム特性や、コントロールを定義して

フォームを設計します。また、コントロールを追加、変更、グルーピング、表示する順序の変更、移動、サ

イズ変更または削除することにより、必要なフォームを作成することができます。

［フォーム］テーブル内の項目をズームするかダブルクリックして［フォームエディタ］にアクセスし、フォー

ムを表示します。フォームを定義していない場合には、空白の［フォームエディタ］画面を表示します。

［フォーム］テーブルは、各サブタスクが持っているフォームだけでなくその上位タスクのすべてのフォー

ムも表示されます。［フォーム］テーブル内から任意の項目にカーソルを移動し、そのフォームの画面やレイ

アウトにズームし、編集することができます。

クラス 0のフォームの場合、プログラムの階層構造内の上位タスクのすべてのメインウィンドウの上にその

ウィンドウを表示します。また、テキスト形式のフォームをサポートしません。

0より大きいクラスでは、同じクラスのフォームをすべて一緒に表示します

5.1 ［フォーム］テーブル

新しいフォームの作成

［フォーム］テーブル内の項目から［オプション/フォーム自動生成］を選択して、自動的に新しいフォーム

がラインモードかスクリーンモードで作成されます。タスクのデータビュー内の各項目が定義された書式に

基づいて表示され、見出しが表示されます。

フォームの自動作成機能を使用したくないときには、［タスク環境/フォーム］ を選択して［フォーム］

テーブルをオープンし、項目を作成してからダブルクリックするかズームします。［フォームエディタ］を

オープンすると、空のフォームと［コントロール］パレットおよび［コマンド］パレットの 2つのパレット

が表示されます。［コントロール］パレットと［コマンド］パレットは、作成するフォームのタイプ（テキ

スト形式,GUI形式,HTMLフォーム形式,HTMLドキュメント形式,Javaフォーム形式、フレームセット形式）

によって異なります。

コントロールの属性を変更するには、コントロールから［コントロール特性］ダイアログにズームするかま

たはダブルクリックします。

既存のフォームの編集

既存のフォームを編集するときには、［フォーム］テーブル内のフォームを選択し、［フォームエディタ］に

ズームするか、［プログラム］ツリーから希望のタスクを選択して［オプション/フォーム表示］をクリック

します。

サブタスクのフォームをオープンすると、上位タスクのフォームすべてを表示します。フォームを選択した

ときだけフォームのどれか 1つを編集できます。フォームを選択するには、フォームウィンドウをクリック

します。［フォームエディタ］を終了し、変更内容を保存すると、編集したフォームすべてが更新されます。
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5.2 ［フォームエディタ］

［フォームエディタ］のツールバーには、開発モードのツールバーと同じボタンがありますが、その他に以

下に示すようないくつかのボタンが追加されています。

切り取り パレット表示やり直し

元に戻す

貼付け

コピー

注意：� �

［元に戻す］ボタンは、バッファ内に 10個までの操作を保存します。特性の編集中に、式を作成、編

集または削除すると、バッファが消去され［やり直し］ボタンが使用不能になります。
� �

［フォームエディタ］でのマウスの使用法

［フォームエディタ］では、通常マウスを使用してコントロールを移動させたりしてフォームを設計します。

マウスをクリック＆ドラッグすることによりコントロールを選択したり、グルーピングすることができます。

また、コントロールあるいはコントロールグループを選択し、右ボタンをクリックして［コンテキスト］メ

ニューからオプションを選択することもできます。

機能 アクション

親-子にグルーピングされた選択項目を移動す

る

ドラッグします

選択した親コントロール内の子コントロール

を選択と選択解除との間で切り替える

� �

Ctrl
� �

を押します

子コントロールを選択しなかったときに選択

した、親コントロールを移動する

� �

Ctrl
� �

を押し、ドラッグします

再表示選択 (子コントロールも選択されます) コントロールをクリックします

コントロールを現在の選択に追加したりある

いは削除したりする (子コントロールは選択

されません)

� �

Ctrl
� �

を押して、コントロールをクリックします

選択項目を移動する 選択したコントロールをクリックアンドドラッグします

レイヤーを変更する
� �

Shift
� �

を押し、［選択］コントロールをクリックします

選択項目を消去する フォームをクリックします

フォームを移動する
� �

Shift
� �

を押し、クリックしてからフォームをドラッグし

ます

コントロール特性を設定する コントロールをダブルクリックします

フォーム特性を設定する (クラス 0のみ) フォームをダブルクリックします

コマンドメニューを表示する 右マウスボタンをクリックします
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［フォームエディタ］でのショートカットキーの使用法

フォームを編集するときには、キーボードを使用して操作することもできます。以下のショートカットキー

を使用すると、作業がスピードアップし簡潔になります。

目的 キー 使用時期

コントロール特性を指定する
� �

F5
� �

コントロールを選択するとき

フォーム特性を指定する
� �

F5
� �

コントロールを選択しないとき

選択をクリアする
� �

Space
� �

選択を削除する
� �

Delete
� �

新しいコントロールを挿入する
� �

Insert
� �

確定する
� �

Enter
� �

テキストを入力する
� �

Enter
� �

［スタティック］コントロールを選択するとき

選択肢を変更する
� �

Enter
� �

［チョイス］コントロールを選択するとき

選択したコントロールまたはコ

ントロールグループを移動する

� �

Shift
� �

+
� �

矢印キー
� �

同じコントロールを選択するとき

選択したコントロールまたはコ

ントロールグループのサイズを

変更する

� �

Shift
� �

+
� �

矢印キー
� �

一部のコントロールを選択するとき

フォームを移動する
� �

矢印キー
� �

コントロールを選択しないとき

フォームのサイズを指定する
� �

Shift
� �

+
� �

矢印キー
� �

コントロールを選択しないとき

次のコントロールを選択する
� �

Tab
� �

前のコントロールを選択する
� �

Shift
� �

+
� �

Tab
� �

最初のコントロールを選択する
� �

Home
� �

最後のコントロールを選択する
� �

End
� �

［プッシュ］モードで作業する
� �

Ctrl
� �

テーブルの列幅を調整するとき

［挿入］モードで作業する
� �

Shift
� �

テーブルの列を追加するとき

［プッシュ］モードで作業する
� �

Ctrl
� �

フォーム区切りを調整するとき

項目コントロールのタイトルを

配置しない

� �

Ctrl
� �

+
� �

Shift
� �

項目パレットからコントロールをドロップする

Zオーダ表示を取り消す
� �

Esc
� �

Zオーダの表示中

終了
� �

Esc
� �

［フォーム］グリッドについて

［フォーム］グリッドはフォームレイアウトの画面に表示されるドット格子です。フォームにコントロール

を挿入すると、コントロールがグリッド上のポイントに合わせて配置されます。

グリッド上のドット間の距離は、［フォーム特性］ダイアログの［グリッド X］欄と［グリッド Y］欄によっ

て決まります。値が小さい場合には、X座標と Y座標が接近したドットが表示されます。したがって、コン
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トロールの位置付けにより解像度を小さくするには、グリッドサイズ値を小さくします。大きなグリッドサ

イズ値を指定すると、解像度が粗くなります。

フォーム上でコントロールグループ全体を選択し移動すると、そのグループが左上隅の位置を基準にグリッ

ド上に配置されます。グループ内のコントロールの位置は変わりません。

フォームの配置とサイズ変更

［フォーム特性］ダイアログの［位置とサイズ］タブでフォームの論理的サイズを定義できます。あるいは、
� �

Shift
� �

+
� �

矢印キー
� �

を使用すると、フォームのレイアウトエリアを変更できます。
� �

矢印キー
� �

を使用するか

またはレイアウトのタイトルバーをドラッグして、フォームを移動します。フォームレイアウトエリアのサイ

ズを変更するときには、レイアウトのフレームの右辺と下辺の境界線をクリック＆ドラッグします。フォー

ムレイアウトエリアのサイズを変更するかまたは移動した後で、
� �

Enter
� �

を押して変更内容を受け入れるか

または
� �

Esc
� �

を押してその変更を取り消します。

レイアウトエリア全体より小さいレイアウトフレームを作成する場合には、自動的にスクロールバーをフォー

ムに追加します。フォームのレイアウトエリアの寸法をどのように変更しても、フォーム上に置かれている

コントロールはそのままフォーム上に表示され続けます。

フォームへのコントロールの配置

フォーム上に新しいコントロールを配置するときには、［コントロール］パレットのどれか 1つでコントロー

ルボタンのどれかを選択します。［GUIコントロール］パレットは図 5-1の様に表示されます。

図 5.1:［GUIコントロール］パレット

パレット上のコントロールボタンをクリックすると、フォームをクリックするまで、ポインターのイメージ

がコントロールボタンのイメージに変わります。この後、コントロールボタンのイメージをフォームに移動

し、これを特定のコントロールを置きたいフォーム上の場所まで移動してからクリックします。

［コントロール］パレット上のコントロールボタンをダブルクリックすることで、フォームの上左隅に直接

コントロールを配置することもできます。

右マウスボタンをクリックして新しいコントロールを追加し、コンテキストメニュー項目を表示して、［新規

コントロール］を選択することもできます。さらに、利用可能なコントロールの一覧を表示するときには、

キーボード上で
� �

Insert
� �

ボタンを押します。

同じ種類のコントロールを数回追加するには:
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1 ［コントロール］パレット上で、コントロールボタンを選択します。

2
� �

Ctrl
� �

を押し続けます。

3 必要な回数クリックして、フォーム上にコントロールを置きます。

4
� �

Ctrl
� �

を放します。

コントロールを追加したくないときには、［コントロール］パレット上の選択ツール をクリックします。

ポインタが通常の矢印の形状に戻ります。

［コントロール］パレットは、［設定/パレット表示］コマンドを使用して表示したり隠したりすることがで

きます。

［項目］パレットを使用した、フォーム上へのコントロールの配置

［項目］パレットは、［コントロール］パレットと同じ場所にあります。2つのパレットを切り替えるには、

パレットの一番下のタブをクリックします。

タスクとその先祖で定義されている［項目］一覧が表示されます。一覧内の各項目には、項目の「シンボル

名」、「名前」および「所在」が表示されます。タスク名によって、自タスクの項目と親タスクの項目が分離

されて表示されます。

［項目］パレットは、［設定/パレット表示］コマンドを使用して表示されたり隠されたりします。この一覧

は、エディタを一度終了してからまた表示したときにもそのまま残ります。

［コントロール］パレットと同様の方法で、［項目］パレットからフォーム上に項目をドロップできます。
� �

Esc
� �

キーを押すか、タスク名セパレータをクリックすることで、［項目］パレットでの選択を取り消します。

［項目］パレットより［テーブル］コントロールにドロップした場合は、［コントロール］パレットからド

ロップするときと同じですが、対応する列のタイトルが作成されます。

その他［項目］パレットでは:

■ ドロップポイントの右側にコントロールを配置します。

■ 項目がエディットコントロールの場合、項目の名前がエディットコントロールとして左側に配置されま

す。フォーム上に項目コントロールを配置する際
� �

Shift
� �

を押していると、コントロールの名前は配置

されません。

フォーム上でのコントロールの編集

プルダウンメニュー、コンテキストメニューまたは［コマンド］および［コントロール］パレットを使用す

るとフォームでコントロールを編集できます。メニューバーおよびコンテキストメニュー内の項目は、コン

テキストに従って使用可能にしたり不可にしたりできます。

コンテキストメニューを使用したフォーム上でのコントロールの編集

コンテキストメニューは、右マウスボタンをクリックしたときに表示されるポップアップメニューです。メ

ニューに表示される項目は、そのときのコンテキストによって異なり、プルダウンメニュー内の有効な項目

に対応しています。同じオプションが［コマンド］および［コントロール］パレットにも表示されます。
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［コマンド］パレットを使用した、フォーム上でのコントロールの編集

［コマンド］パレット、［整列］および［サイズ］プルダウンメニューまたはコンテキストメニューを使用す

ると、フォーム上に置かれているコントロールを編集できます。［コマンド］パレットには、コントロールの

Zオーダ整列、サイズ変更および配列するためのツールが含まれています。

図 5.2:［コマンド］パレット

コントロールを有効化する［コマンド］パレット内のボタンについて、以下の表で説明します。

ボタン 機能

選択したフレームの左側に、すべての選択したコントロールを整列させます。

選択したフレームの水平線の中心に、選択したコントロールすべてを整列させます。

フォームの水平線の中心に、選択したコントロールすべてを整列させます。

選択したフレーム内で、水平線上のすべての選択したコントロール間にスペースを空けます。

選択したフレームの右側に、選択したコントロールすべてを整列させます。

選択したフレームの一番上に、選択したコントロールすべてを整列させます。

選択したフレームの垂直線の中心に、選択したコントロールすべてを整列させます。

フォームの垂直線の中心に、選択したコントロールすべてを整列させます。

選択したフレーム内で、垂直線上ですべての選択したコントロール間にスペースを空けます。

選択したフレームの下辺沿いに、選択したコントロールすべてを整列させます。

コントロールのサイズを変更する［コマンド］パレット内のボタンについて、以下の表で説明します。

ボタン 機能

最も幅の広いコントロールの幅に合わせて、選択したコントロールのすべてを引き伸ばします。

最も幅の狭いコントロールの幅に合わせて、選択したコントロールの幅すべてを縮めます。

最も背の高いコントロールの高さに合わせて、選択したコントロールのすべてを引き伸ばしま

す。

一番短いコントロールの高さに合わせて、選択したコントロールすべての高さを縮めます。

［コマンド］パレット内の以下のボタンは、フォーム上のコントロールを Zオーダで配列したり、フォーム

間の区切り線を移動するのに使用します。
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ボタン 機能

フォーム内で選択したコントロールを、1レイヤ分前方向に送ります。

フォーム内で選択したコントロールを、1レイヤ分後ろ方向に送ります。

フォームの前面部に、選択したコントロールを引き出します。

フォームの後ろ側に、選択したコントロールを送り込みます。

フォーム内にコントロールのＺオーダを表示します。

フォーム内でコントロールの自動Ｚオーダを使用可能にします。

フォーム間の区切り線を移動します。

［コマンド］パレット内の以下のボタンは、テーブルや親子リンクに使用したり、操作を元に戻したり、や

り直したり、コントロールのサイズをテキストの長さをに合わせたりする場合に使用します。

ボタン 機能

直前に行った操作を戻します。

最後に取り消した操作をやり直します。

コントロール間で親-子リンクを確立します。

コントロール間で親-子リンクを解除します。

テーブル内にコントロールを配置します。

親コントロールを表示します。

コントロールの書式サイズに、コントロールのフレームを合わせます。

注意：� �

［元に戻す］ためのバッファ内に保存される最大操作数は 10です。特性の編集中に、式を作成、編集

または削除すると、バッファが消去されて［やり直し］ボタンが使用不能になります。
� �

コントロールのコピー

フォーム上にコントロールを配置したなら、Windowsのクリップボードを使用して同じコントロールの別の

コピーを置くこともできます。コントロールを選択します。次に［編集/コピー］と［編集/貼り付け］を選択

します。

タスク内でコントロールをコピーおよび貼り付け操作をすると、表示内容に関するコントロール特性もコ

ピーされます。

コントロールの削除

フォームからコントロールを削除するには、コントロールを選択し、［削除］を押すかまたはコンテキスト

メニューから［切り取り］を選択します。

コントロール特性の編集

フォーム上のコントロールの特性は以下のようにして変更できます。そのコントロールを選択してから、［コ

ントロール特性］ダイアログにズームするかまたはこれをダブルクリックします。このダイアログ内の設定

欄は、コントロールの種類によって異なります。選択されていないコントロールの特性を変更するには、マ
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ウスポインタをコントロール上に置いて右マウスボタンをクリックし、コンテキストメニューから［特性］

を選択します。［コントロール特性］ダイアログについての詳細は、「コントロール特性の設定」の項を参照

してください。

複数のコントロールの選択

フォームを編集するときに、［コマンド］パレットとプルダウンおよびコンテキストメニューを使用して一度

に複数のコントロールを編集したり整列させたりすることができます。

複数のコントロールを選択するには、
� �

Ctrl
� �

を押してから各コントロールをクリックします。あるいは、マ

ウスをクリック＆ドラッグすると、そのコントロールの周囲にフレームを作図することができます。選択し

たコントロールの周囲に表示される破線の囲みを、［選択フレーム］と呼びます。

コントロールグループを選択してあり、そのグループに 1つまたは複数のコントロールを追加したい場合、

あるいはグループから 1つまたは複数のコントロールを削除したい場合には、Ctrlを押したまま、グルー

プに追加したりあるいは削除したいコントロールをクリックします。コントロールの選択を解除するには、
� �

Ctrl
� �

キーを押したままそのコントロールをもう一度クリックします。

コントロールの移動とサイズの変更

コントロールを移動するには、そのコントロールを選択してから、新しい位置へドラッグします。

コントロールのサイズを変更するには、そのコントロールを選択し、二重矢印に変わるまで適切な辺または

隅にマウスカーソルを移動し、境界線をドラッグします。

キーボードコマンドを使用してコントロールを移動するときには、
� �

Tab
� �

を使用してそのコントロールを選

択し、次に
� �

矢印キー
� �

を使用して選択したコントロールを移動します。希望する位置にコントロールを移動

したなら、
� �

Enter
� �

を押して確定します。確定を取り消す場合は、
� �

Esc
� �

を押します。

キーボードコマンドを使用してコントロールのサイズを変更するには、
� �

Tab
� �

を使用してコントロールを選

択し、次に
� �

Shift
� �

+
� �

矢印キー
� �

を使用して選択したコントロールのサイズを変更します。

フォームにコントロールを追加したなら、コントロール特性ダイアログの［上辺位置］および［左辺位置］

欄でそのコントロールの詳細な x座標と y座標を指定できます。

［コマンド /表示調整］ をクリックすると、書式サイズがおさまるように、選択したコントロールのフ

レームのサイズが変更されます。

コントロールグループのサイズ変更

コントロールグループを選択し、最も大きいコントロールまたは最も小さいコントロールにサイズを合わせ

ることができます。例えば、最も幅の広いボタンと同じ幅にプッシュボタンすべてのグループを設定する場

合には、以下の手順で行います。

1 クリック＆ドラッグして、プッシュボタンコントロールのグループを選択します。［選択フレーム］
が、選択したプッシュボタンコントロールを囲む破線として表示されます。

2 ［サイズ/最大幅］ をクリックします。幅の広いボタンに合わせてプッシュボタンコントロールす
べてのサイズを変更します。

一番短いボタンと同じ高さにすべてのボタンをそろえる場合には、［サイズ/最小高さ］ をクリックします。

コントロールグループの整列

選択したフレームの左辺、右辺、上辺、下辺、水平線の中心、垂直線の中心にコントロールグループを整列

させることができます。フォーム全体の水平線の中心と垂直線の中心に、コントロールグループを整列させ

ることもできます。

コントロールグループを整列させるには:
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1 整列させたいコントロールを選択します。選択したコントロールが強調表示され、選択フレームによっ
て囲まれます。

2 ［コマンド］パレット内のボタンのどれか 1つをクリックするかまたは右マウスボタンをクリックし
て、コンテキストメニューを表示し、該当するコマンドを選択します。

図 5.3:コンテキストメニュー -整列

例えば、選択フレームの垂直線の中心に整列するようにプッシュボタングループを配列するときには、コン

トロールを選択し、［整列/水平センタリング］ をクリックします。

フォーム全体の中心にコントロールグループを置く場合には、コントロールを選択し、［整列/フォーム水平

センタリング］ をクリックします。

コントロールのＺオーダの定義と変更

フォーム上にコントロールを配置すると、自動的にコントロールのＺオーダが定義されます。Ｚオーダは、

フォームレイアウト上にコントロールを配置した順序を表します。必要ならば、［自動Ｚオーダ］ をク

リックして、自動Ｚオーダを無効にすることもできます。

フォーム内のすべてのコントロールのＺオーダを表示するには、［コマンド /Ｚオーダ表示］ をクリック

します。各コントロールの脇に番号の付いた円を使用してコントロールのＺオーダを表示します。画面のど

こかをクリックすると、Ｚオーダ番号の表示は消えます。

フォーム上でコントロールのＺオーダを変更するには、［設定/自動Ｚオーダ］をクリックしてオフに切り替

えます。次にそのコントロールを選択し、［コマンド］パレットを使用するか、コンテキストメニューで［並

べ替え］を使用して、コントロールを前面や背面に移動します。

フォーム内のコントロールの色の定義

［カラー］パレットには、［コマンド］パレットと同じ場所があります。2つのパレット間で切り替えるには、

パレットの一番下にあるタブをクリックします。

基本色定義ファイルで指定された基本色の一覧がパレット上に表示されます。各色は、アイコンで表示され

ており、クリックすることでコントロールの色が変更できます。

フォーム上でコントロールを選択します。テキストとバックグラウンドの基本色の組合せを変更するには、

［カラー］パレット上に表示したい色の組合せをクリックします。

5–10 フォームの設計 開発者ガイド

dbMAGIC Ver.8.2



5

図 5.4:［カラー］パレット

コントロール特性の定義

フォーム上にコントロールを配置したなら、必要な方法で機能するようにこれに特性を割り当てる必要があ

ります。マウスを使用してコントロールを選択し、
� �

F5
� �

を押すか、ダブルクリックして［コントロール特性］

ダイアログにズームします。選択されていないコントロールの［特性］ダイアログをオープンするには、選

択されていないコントロール上にカーソルを置いて右マウスボタンを押し、コンテキストメニューから［特

性］を選択します。

［コントロール特性］ダイアログでは、コントロールのデータ特性として項目を割り当て、属性を定義する

ことができます。ただし、実行時に
� �

Tab
� �

で移動するカーソルの順序はフォーム上のコントロールの順序で

はなく、［タスク処理］テーブル内のエントリの順序によって決まるという点に注意してください。

ウィンドウレイアウト内の複数のコントロールに同じ項目を［データ］特性として定義した場合には、最後

に選択した内容だけが実行時に更新されます。ウィンドウレイアウト内で項目を何回か表示する必要がある

場合には、入力するコントロール以外は、式で定義するようにしてください。

テキスト形式のフォーム (クラス>0)を作成するときには、サポートされない［コントロール特性］の設定

欄が使用不能となります。

［コントロール特性］ダイアログは、各コントロールのタイプにより、いくつかのタブに分割されます。各

タブに関する欄もコントロールによって異なります。

タブには、［詳細］、［入力］、［外観］、［位置とサイズ］および［OLE特性］があります。

複数のコントロールの特性の定義

複数のコントロールを選択し、特性ダイアログをオープンしたときに表示されるダイアログは、そのダイア

ログをオープンするときに使用した方法により異なります。

■ 選択したコントロールの 1つでダブルクリックした場合 -クリックしたコントロールの特性ダイアログ。

■ コントロールで右マウスボタンをクリックし、コンテキストメニューから［特性］を選択した場合 -ク

リックしたコントロールの特性ダイアログ。

■ ［ズーム］アクションを使用した場合 -最初に選択したコントロールの特性ダイアログ。

複数のコントロールを選択し、選択したコントロールのどれか 1つの特性ダイアログをオープンし、そのダ

イアログ内の項目のどれか 1つを変更すると、必要に応じて他の選択したコントロールのそれぞれの同じ特

性を自動的に同じ値に更新します。

プッシュボタンコントロールの定義

プッシュボタンは、［ズーム］アクションなどといった dbMAGICアクションを呼び出すための手段として使

用できます。プッシュボタンフィールドの内容が、ボタンのラベルになります。［コントロール特性］ダイア
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ログの［アクション］欄でプッシュボタンのアクションを指定します。［アクション］一覧からアクションを

選択します。

プッシュボタンを使用すると、以下のようにプログラムまたはサブタスクを起動することができます。

1 ボタン上に名前を表示する［文字型］変数を割り当てます (この場合には、［代入］式を使用します)。

2 ［コントロールタイプ］欄をプッシュボタンに設定し、［アクション］欄を［ズーム］に設定します。

3 ［コールタスク］または［コールプログラム］は、［フロー］欄を［B=前置］に設定して、変数の［セ
レクト］コマンドの前に置くか、［フロー］欄を［A=後置］に設定して［セレクト］コマンドの後ろ
に置きます。

実行時に、このボタンを押すと［ズーム］アクションが起動され、［コールタスク］または［コールプログラ

ム］が実行されます。

［テーブル］コントロールの定義

［テーブル］コントロールには以下の 2つの部分で構成されています。

■ タイトルエリア

■ テーブルの各行が表示される繰返エリア

図 5.5:［テーブル］コントロールの例

各フォームには、テーブルは 1つしか配置できません。マウスをクリック＆ドラッグすると、このテーブルの

行と列を編集できます。表示サイズがテーブルそのもののサイズより小さい場合には、テーブルにスクロー

ルバーを表示するよう、［コントロール特性］ダイアログで指定することもできます。テーブルの列間には区

切り線を挿入できます。

［テーブル］コントロールの最初の行に配置することにより、プッシュボタンや編集コントロールなどといっ

たコントロールをテーブル上に置くことができます。最初の行に置くコントロールは、後続の行の同じ位置

に繰り返し配置されます。

同じ位置の別のコントロールの上にコントロールを重ねて配置することはできないのですが、［コントロー

ル特性］ダイアログの［可視］欄を式として設定することで、これらを動的に表示したり非表示にしたりす

ることができます。

ただし、表示されるコントロールのグループをテーブルが自動的に生成しないという点に注意してください。

コントロールを選択せずにテーブルを移動すると、テーブルは移動しますが、コントロールは移動しません。

したがって、コントロールを追加したテーブルを編集するときには、必ずそのテーブルと一緒に中に含まれ

ているコントロールすべても選択してください。
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コントロールグループを選択し、［コマンド /テーブルへの配置］ をクリックすると、自動的に［テーブ

ル］コントロールにコントロールグループが配置されます

［テーブル］コントロールに関しては、以下の点に注意してください:

■ テーブル内に配置されるコントロールは、子としてテーブルにリンクされます。テーブルを移動する

と、コントロールも動きます。

■ 新しいコントロールを［テーブル］コントロールに配置すると、新しい列が挿入ポイントの位置に挿

入されます。コントロールは、コントロールの名前がテーブルタイトルとして一緒に配置されます。ド

ロップ中に
� �

Shift
� �

キーを押すと、タイトルが追加されません。

■ テーブルに配置するコントロールは、配置済みのコントロールの右側に追加されます。

■ テーブル上にすでに存在しているコントロールをテーブルに追加しようとすると、これらは現在の位

置から削除され、そのテーブルの終わりに追加されます。

［テーブル］コントロールの行の高さの調整

行の高さを変更するには、最初の行の下の区切り線を必要な高さにクリック＆ドラッグします。これで、テー

ブル内のすべての行が同じ高さに調整されます。

行の最も低い高さは、1寸法単位です。

［テーブル］コントロールのタイトルバーの調整

テーブルのタイトル行の高さを変更するには、タイトル行の下の縁を必要な高さまでクリック＆ドラッグし

ます。

テーブルのタイトルバーの最も低い高さは、1寸法単位です。

［テーブル］コントロールのタイトルバーへの見出しの追加

テーブルのタイトル行に列の見出しを追加するには、テーブルのタイトル行に［テキスト］コントロールを

配置します。［テキストコントロール特性］ダイアログの［外観］タブで、［スタイル］を［2=平面］に設定

し、［境界線］のスタイルを［境界線なし］に設定します。

テーブルの列の分割

テーブルの既存の列を分割するには:

1 テーブルの左側の境界線にカーソルを移動します。カーソルの形状がその境界線のどちらかのサイド
で水平バーに変わります。

2 列の区切り線を配置したい場所に、カーソルをクリック＆ドラッグします。

テーブル内の列の最小幅は、1寸法単位かまたは垂直スクロールバーの幅に等しくなります。

ただし、テーブル内にすでに列が存在している場合には、既存の列の区切り線のどちらかの側に、明るい点

線を表示します。これらの点線は、既存の区切り線に近づき過ぎているので区切り線を挿入できない領域を

示しています。

［テーブル］コントロールに列を挿入

既存の列を右に移動させ、新しい列を挿入するには:

1 テーブルの左境界線上にカーソルを移動します。カーソルの形状が 2 本の垂直な平行バーに変わり
ます。

2 挿入された列の右区切り線を配置したい位置にカーソルをクリック＆ドラッグしながら、
� �

Ctrl
� �

キーを
押して［挿入］モードに切り替えます。右側に移動させる既存の列のイメージをぼかし表示します。
テーブルが、新しい列を受け入れられるように自動的に広がります。
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［テーブル］コントロール内でのカラムデバイダの移動

列の区切り線をクリック＆ドラッグすると、テーブルのサイズを変更せずに、テーブルの列の幅を変えるこ

とができます。

［テーブル］コントロールでの 1つの列の幅の変更

他の列の幅を変えずに、［挿入］モードで 1つの列の幅を変更するには、
� �

Ctrl
� �

キーを押したまま、適切な位

置に列の右区切り線をクリック＆ドラッグします。テーブル全体のサイズが、新しい列の幅に合うように変

更されます。

［テーブル］コントロールからの列の削除

テーブル内の列を削除するには、左区切り線に出会うまで列の右区切り線をドラッグします。このようにす

ると、テーブルのサイズを変えずに列を削除できます。

［テーブル］コントロール上へのコントロールの配置

個々のコントロールを選択し、必要な位置にこれらを配置するかまたは選択して手動であるいは自動設計機

能を使用して、自動的にフォームの［テーブル］コントロール上にコントロールを配置することができます。

自動的に［テーブル］コントロールにコントロールを配置するには、以下の様にします。

1 フォーム上にコントロールを置き、それらのコントロール特性を設定することにより、テーブルに表
示したいコントロールをすべて定義します。

2 フォーム上に空の［テーブル］コントロールを配置します。コントロールのサイズは関係ありません
が、フォーム上の正しい位置にその左上の角を合わせなくてはなりません。

3
� �

Ctrl
� �

キーを押したまま、テーブル内に表示したい順序でコントロールを選択します。

4 ［テーブル］コントロールそのものを選択します。

5 コンテキストメニューまたはプルダウンメニューから［テーブルへの配置］を選択するか、［コマン

ド］パレットの をクリックします。

選択した順序に従って、スクロール可能［テーブル］コントロール内に選択したコントロールを配置します。

幅がコントロールの幅と同じカラム内に、コントロールが表示されます。各列のタイトルとしてテキストコ

ントロールが追加され、コントロールの項目名を挿入します。コントロール名は、平面のコントロールに変

わります。

［テーブル］コントロールをドラッグしてテーブルを移動し、テーブルとそのテーブルにリンクされている

すべてのコントロールを移動します。このリンクにより、テーブルとそのテーブル内のコントロールのすべ

てを、1単位としてまとめて移動させることができます。

［テーブル］コントロールからのコントロールの削除

テーブルからコントロールを削除すると、コントロールが置かれていた列から、その［コントロール］とタ

イトルが削除されます。

［テーブル］コントロールでのコントロールの移動

配置するコントロールの一部がテーブル上にすでに存在している場合には、現在の位置からそれらが削除さ

れ、テーブルの終わりに追加されます。
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［テーブル］コントロールへのマークされたコントロールの挿入

テーブル領域外にあるコントロールは、［親子リンクの作成］コマンドを使用してテーブルの列をクリック

してリンクすると、選択順に従って、新しい列が挿入されます。
� �

Ctrl
� �

+
� �

Shift
� �

を押しても各コントロール

のタイトルは追加されません。

テーブル列をクリックし
� �

Alt
� �

キーを押して、テーブル領域外のマークされているコントロールの一覧をテー

ブルにリンクすると、行の高さが引き伸ばされてその列にコントロールが追加されます。
� �

Ctrl
� �

+
� �

Shift
� �

キー

を押しても、タイトルは追加されません。

［挿入］モードで
� �

Ctrl
� �

キーを押したまま列の区切り線を移動すると、以降の列のコントロールのすべてが

それに伴って再配置されます。

［テーブル］コントロールでのリンクボタンの使用法

リンクボタンを使用してテーブル内にコントロールを配置するには:

1 コントロールを選択します。

2 をクリックして、配置したい列にリンクカーソルを移動し、クリックします。

グループ内のコントロールの親-子リンクの設定

親-子リンクでは、グループ内のコントロールの連動を定義します。これは、編集時や実行時にコントロール

の動作に影響を与えます。

■ ［フォームエディタ］でリンクを指定します。

■ デフォルトでは、フォーム上のコントロールすべてがフォームの子となります。

■ 各コントロールは、そのフォーム以外の親コントロールに割り当てることができます。

■ 他のコントロールの親であるようなコントロールは、別のコントロールの子でもあり得るので、フォー

ムを最上位の親としたコントロールツリーを作成することができます。

■ 1つまたは複数のコントロールを同じ親コントロールに割り当てることができます。

■ 親-子関係は循環できません。

■ ［テーブル］コントロールの子コントロールは、他のコントロールの子として指定できません。

リンクされたコントロールの実行時の動作

■ 親コントロールが非表示になると、その子もすべて表示されません。

■ 親コントロールが使用不能になるとその子供もすべて使用不能になります。

■ エンドユーザが［ヘルプ］特性のないコントロールを指示しているときに［ヘルプ］を呼び出すと、現

在のコントロールの親の［ヘルプ］特性に連携されている［ヘルプ］画面を検索し表示します。親コン

トロールに［ヘルプ］特性がない場合には、ヘルプ特性を持つ先祖が見つかるまで上位のコントロー

ルを検索し続けます。最上位はフォーム自身になります。

注意：� �

最上位はフォーム自身になります。
� �

親-子リンクを設定するには:

1 子となるコントロールを選択します。

2 をクリックします。マウスカーソルが選択項目を示します。

3 親コントロール上にマウスカーソルを移動し、クリックします。
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このようにすると、親-子関係が確立できます。親が階層構造に組み込まれている場合には、子がその表示さ

れたレイヤーに関連付けられます。

■ ［リンク］ツールを使用し、その親として選択したコントロールにリンクされている、特定の参照を

行わせる別のコントロール上にカーソルを移動すると、［リンク］カーソルが標準の矢印の形状に変わ

るのでリンクを設定することはできなくなります。

■ 親-子関係を解消するには、親コントロールといくつかのその子を選択し、 をクリックします。

■ ［コントロール］パレットからコントロールまたは項目を選択し、フォーム上に配置すると、潜在的

な親コントロールとテーブルカラムが強調表示されます。

■ ［グループ］ボックス、［テーブル］、［タブ］カード、［四角形］または［楕円形］領域内で新しいコ

ントロールをドロップすると、そのコントロールが自動的に周囲のコントロールの子となります。

■ 親コントロールを選択すると、その子コントロールもすべて選択されます。

■ 親コントロールの選択を解除すると、その子コントロールもすべて選択が解除されます。

コントロールの階層構造ツリー表示

親-子コントロールリンクを基に階層構造ツリー形式で、現在のフォームのコントロールをフローウィンドウ

に表示することができます。この場合は、［コマンド /コントロールツリー］を選択します。

チョイスコントロールの定義

チョイスコントロールは、選択可能な値の一覧から値を選択するためのコントロールです。選択可能な値は、

コントロールの［ラベル］特性に基づいています。［ラベル］特性の可能な選択肢はコンマで区切られていま

す。データ特性項目に割り当てられるデータ値は、データの書式により異なります。コントロールの［ラベ

ル］特性に式を指定できるので、使用可能選択肢を動的に指定することができます。

データ特性に割り当てられた項目の値が選択可能範囲にないときには、選択表示されません。

コントロール内の選択肢に、キーボードショートカットを定義できます。

チョイスコントロールでの親子リンク

チョイスコントロール (［ラジオボタン］、［タブ］コントロール、［リストボックス］または［コンボボック

ス］)の使用可能な選択肢のそれぞれと、子コントロールを関連付けることができます。この場合、親には

選択した選択肢と関連付けられた子だけが表示されます。

チョイスコントロールの選択肢と関連付けられていない子コントロールも定義でき、選択肢とは関係なく表

示することができます。

レイヤ化をサポートする親コントロールに新しいコントロールをドロップすると、新しいコントロールが自

動的に親のチョイスコントロールの現在表示されているレイヤーの子になります。現在のレイヤーを判断で

きないときには、新しいコントロールが親コントロールのすべてのレイヤーの子としてリンクされます。

チョイスコントロールの表示されているレイヤーを変更すると、選択したレイヤーにリンクされている子コ

ントロールは画面に表示されますが、他のレイヤーにリンクされている子コントロールは表示されません。

選択肢を選択すると、その選択肢に関連付けられた子コントロールが表示されます。

チョイスコントロールで選択肢に対するコントロールのリンク

チョイスコントロール内の 1つの選択肢にコントロールをリンクするには:

1
� �

Shift
� �

キーを押して選択肢の表示を切り替え、選択したい選択肢でクリックします。

2 リンクするコントロールを選択します。

3 をクリックし、選択した選択肢をクリックします。
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5.3 フォームテンプレートの定義

現在のフォームレイアウトは、ファイルにテンプレートとして保存できます。デフォルトのファイル拡張子

は MFT(Magic Form Template)です。このテンプレートには、以下を除く、すべてのコントロールとすべて

のコントロール特性が含まれます。

■ コントロール名

■ 特性の式

■ データ特性

■ ヘルプ画面、自動ヘルプおよびツールチップ特性

■ 選択プログラム特性

上記特性の値は、テンプレートファイルからロードしたときには空白になります。

テンプレートを既存のフォームにロードすると、そのテンプレートファイルがすべてのフォームの設定に上

書きされ、フォーム上にあったコントロールがすべてが削除されます。

テンプレートとしてフォームを保存

フォームをテンプレートとして保存するには:

1 ［ファイル/テンプレートの書込］を選択します。

2
� �

Enter
� �

キーを押します。

3 Windowsのファイルダイアログを使用して、ファイル名と場所を選択します。

4
� �

Return
� �

キーを押して保存します。

フォームに保存したテンプレートを読み込む

フォームに保存済みテンプレートを読み込むには：

1 ［ファイル/テンプレートの読込］を選択します。

2
� �

Enter
� �

キーを押します。

3 Windowsのファイルダイアログを使用して、［テンプレート］ファイルを選択します。

4
� �

Enter
� �

キーを押して読み込みます。

5.4 レポートの設計

入出力フォームの編集

帳票および入出力レコードレイアウトは、クラス>0のフォームです。クラス>0のフォームを表示するとき

には、［フォームエディタ］が、同じクラスのフォームすべてを一緒に表示します。したがって、帳票の場合

には、関連するヘッダー、明細およびフッターフォームのすべてがラベル付きの区切り線と一緒に表示され

ます。

クラス＞ 0フォームでの［コントロール］パレットの使用法

クラス>0フォームでは、［コントロール］パレットには、クラス=0の［コントロール］パレットの一部が

表示されます。クラス>0フォームに関係のあるコントロールだけしか利用できません。［イメージ］コント

ロールアイコンを使用できるのは、GUIベースのフォーム上だけです。

開発者ガイド

dbMAGIC Ver.8.2

5.3フォームテンプレートの定義 5–17



クラス＞ 0フォームのサイズ変更

レポートレイアウト内で区分の区切り線を移動して、区分のサイズを変更する場合は、区分のそれぞれの下

辺をクリック＆ドラッグします。この場合はフォーム全体のサイズは変わりません。

［挿入］モードで区分のサイズを変更するには、
� �

Ctrl
� �

キーを押し、その区分の下辺をクリック＆ドラッグ

します。他の区分のサイズは変わらず、フォーム全体のサイズが変わります。

レポートレイアウト全体のサイズを変更するときには、
� �

Shift
� �

+

Keytop矢印キーキーを押します。白いフレームにフォームの新しいサイズが表示されます。
� �

Enter
� �

キーを

押して確定するかまたは
� �

Esc
� �

キーを押して取り消します。

コントロールが削除されるようなフォームのサイズ変更はできません。

クラス＞ 0フォームの複数のセクションでのコントロールの使用法

レポートレイアウトの各区分に表示されるコントロールを整列させ、サイズを変更するには、それらのコン

トロールを選択し、［コマンド］パレットか［整列］および［サイズ指定］のメニューオプションを使用し

ます。

ただし、コントロールの Zオーダはフォーム単位でしか関係がないので、同じクラスの各フォーム内のコン

トロールの Zオーダを指定することはできません。

クラス＞ 0フォームの［フォーム］特性の変更

クラス>0フォームの特性を変更するには、［フォーム］テーブル内の項目を選択し、［エディット/特性］を

選択します。

フォームおよび非手順型ページブレイクについて

帳票を設計するときには、出力媒体にレポートフォームが出力できるようにフォームを作成し、手順型操作

を指定する必要があります。指定すべき手順型操作は、［フォーム出力］コマンドです。これらは各タスク

レベルで使用できます。これによって、各タスクレベルでループし、関係のあるコマンドを実行するときに

［フォーム出力］コマンドも実行されます。

タスクの実行中に出力媒体にフォームを出力しようとしたが、ページの終わりになったりあるいは１ページ

行数を超過してしまうなど、スペースが不十分でフォームの全サイズに対応できないようなことがあります。

このような場合には、非手順型の方法で自動的にこれらを取り扱うので、［ページの終わり］(EOP)条件を取

り扱うための明示的な操作を指定する必要がありません。

EOP機能と一緒にフォーム出力コマンドの［スキップ］欄を使用すると、EOPの条件を明示的に取り扱うこ

とができます。ただし、そのためには、開発者の多少のプログラミングが必要になるので、自動メカニズム

では不十分でない限り、このような方法は避ける様にしてください。

詳細については、第 6章「高度設定プログラミングについてのトピック」の非設定フォームの印刷の例を参

照してください。

［フォーム］テーブルの設定内容は、dbMAGICの自動ページブレイクの動作に影響します。同じレポート

のフォームを同じクラスにグループ化しなくてはなりません。これは、自動ページブレイクメカニズムが同

じクラスのフォームで動作するためです。

指定されたスペースに収まりきれず、出力媒体にフォームを出力できないときには、改ページするように、

プリンタまたは出力ファイルに［フォームフィード］コントロールコードを出力します。通常、帳票の新し

いページを印刷する場合には、ページ上にレポートヘッダーを印刷することをお勧めします。自動ページブ

レイクメカニズムによってその処理を行います。［フォーム］テーブルで以下のようなすべてのフォームを

チェックします。

・ページブレークを発生させたクラスと同じクラスのフォーム

・［フォーム］テーブル内でページブレイクを発生させたフォームの上のヘッダーフォーム
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dbMAGIC Ver.8.2



5

該当するフォームは、新しいページに印刷されます。前のヘッダーがすべて印刷されたなら、ページブレイ

クの前までフォームが印刷され、通常の手順が再開されます。

レ
ポ
ー
ト
フ
ッ
タブ

レ
イ
ク
１
フ
ッ
タ

明
細
行明

細
行

ブ
レ
イ
ク
１
ヘ
ッ
ダ

レ
ポ
ー
ト
ヘ
ッ
ダ

レ
ポ
ー
ト

レポートヘッダ

レポートフッタ

ブレイク１ヘッダ

ブレイク１フッタ

…
…

明細行

フォーム
テーブル

図 5.6:レポートおよび［フォーム］テーブルコンポーネント

例えば、レポートのフォーマットが以下のとおりであると想定します。

・レポートヘッダー

・グループヘッダー

・明細行

・グループ小計

・グループヘッダー

・明細行

・グループ小計

・レポート総合計

帳票用の［フォーム］テーブルは、以下の順序で作成してください。

レポートヘッダー ヘッダー

レポート総合計 フッター

グループヘッダー ヘッダー

グループ小計 フッター

明細行 詳細

［明細］行を印刷しようとしたときに EOPが発生した場合には、［レポートヘッダー］と［グループヘッダー］

が次のページに印刷され、［明細］行はその印刷が続けられます。

グループの小計を印刷しようとしたときに EOPが発生した場合には、［レポートヘッダー］と［グループヘッ

ダー］が次のページに印刷されます。次に［グループ小計］が印刷され、タスクの実行が通常どおりに続け

られます。が通常どおりに続けられます。

注意：� �

［ページヘッダー］と［ページフッター］は［入出力特性］ダイアログで定義します。
� �

［入出力特性］ダイアログにアクセスするには:
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1 ［タスク/入出力ファイル］を選択して、［入出力ファイル］テーブルにアクセスします。

2 ［入出力ファイル］テーブル内の選択した項目から［編集/特性］を選択します。

5.5 テキスト形式のフォームの設計

［フォームエディタ］は、Windowsアプリケーション用のグラフィックインタフェースフォームを生成します。

グラフィックインタフェースをサポートしない環境向けのアプリケーションを開発している場合あるいはテ

キストファイルに書込みを行いたい場合には、テキスト形式のフォームを作成できます。ただし、dbMGIC

は、クラス>0のフォームでしかテキスト形式のフォームをサポートしません。

テキスト形式のフォームはすべて固定フォントを使用します。さらに、［寸法単位］欄はダイアログの単位、

［垂直精度］および［水平精度］欄は 1に固定されています。

5.6 プリンタサポートファイルの定義

各［dbMAGICプリンタ］は、［プリンタ］テーブルで指定された論理名によって識別されます。コマンドファ

イルは［dbMAGICプリンタ］に関連付けられます。各物理プリンタには、特定のコントロールコードセッ

トがあり、これらはコマンドファイル内に格納されています。コマンドファイルには、dbMAGICと一緒に

使用することを目的とした物理プリンタの該当するコントロールコードがなくてはなりません。

dbMAGICのプリンタサポートファイルを指定するには:

1. ［設定/プリンタ］を選択して、［プリンタ］テーブルにアクセスします。

2. ［コマンドファイル］欄から［ファイルを開く］ダイアログにズームして、図 5-7に示されているよう

に、各プリンタごとに［プリンタコマンド］ファイル名を選択します。

図 5.7:［プリンタコマンド］ファイルの指定

［プリンタ］テーブルについての詳細は、「リファレンス」の「設定」に関する章を参照してください。

3. 図 5-8に示されているように、［動作環境］ダイアログの［外部参照ファイル］タブで［プリンタ属性］

ファイルを指定します。
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図 5.8:［動作環境］ダイアログの［外部参照ファイル］タブ

アプリケーション専用の［プリンタ属性］ファイルを指定する場合は、図 5-9に示されているように、［CTL

特性］ダイアログの［外部参照ファイル］タブで［プリンタ属性ファイル］欄にファイル名を入力すること

もできます。この設定を行うと、［動作環境］で指定された内容が無効になります。

図 5.9:［CTL特性］ダイアログからの指定

［CTL特性］ダイアログについての詳細は、「リファレンス」の［CTL特性］に関する章を参照してください。

テキスト形式フォームでのプリンタ属性の定義

dbMAGIC論理プリンタ属性は、［プリンタ属性］テーブルを使用して定義できます。［プリンタ属性］テー

ブルのは、以下の方法でアクセスします。

■ ［設定/プリンタ属性］を選択する

■ ［動作環境］ダイアログの［外部参照ファイル］タブで［プリンタ属性ファイル］欄からズームする

■ ［［リポジトリ/CTL特性］の［外部参照ファイル］タブで［プリンタ属性ファイル］欄からズームする
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［プリンタ属性］テーブルは、基本色とプリンタの印刷スタイルを組み合わせた論理印刷スタイルを構成す

るときに使用します。この基本色は、［フォーム］エディタ上では色として指定されます。

出力テキストの印刷スタイルの指定

図 5.10:［フォーム］テーブル

テキスト形式の出力フォームに印刷スタイルを指定するには：

1 ［プログラム］リポジトリのプログラム項目から、［タスクツリー］または［タスク定義］テーブルに
ズームし、［タスク環境/フォーム］を選択して、図 5-10の［フォーム］テーブルにアクセスします。

2 ［フォーム］テーブルで、出力フォームを印刷するレポートの行を選択します。フォームの［クラス］
は 1以上の値でなくてはなりません。0クラスのフォームはコンソール表示でのみ使用可能です。

3 ［名前］欄から［フォーム］にズームします。

4 印刷スタイルを指定したいコントロールを選択します。

5 ［コントロール特性］ダイアログにズームします。

6 ［外観］タブの［色］特性から、［プリンタ属性］一覧にズームします。

7 ［プリンタ属性］一覧から印刷スタイルを選択します。

指定した印刷スタイルに対応する基本色で、コントロールが表示されます。

8 ［タスク環境/入出力ファイル］を選択し、［メディア］欄を［P=テキスト形式プリント］と指定しま
す。また、［プリンタ］欄には［プリンタ］テーブルに登録されている名前を選択します。

例えば、特定のタイプの向けの［印刷コマンド］ファイルを指定しているプリンタに出力する場合に
は、［プリンタ］欄にはプリンタを指定しなければなりません。
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プリンタ属性の組合せ

図 5-11は、各種プリンタ属性の構成要素間の関係を表しています。フォーム上でブロックを指定し色を定義

することで、そのブロックのプリンタ属性が指定できます。プリンタ属性は［プリンタ属性］一覧にて確認

できます。

［プリンタ属性］テーブルは、指定されたプリンタ属性を実際のプリンタコマンドや、フォーム上に表示さ

れる基本色カラーに関連付けられています。

［プリンタ属性］テーブル内に設定されているプリンタコマンドは、［プリンタコマンド］一覧内に表示さ

れる各コマンドで構成されています。この一覧は、プリンタテーブルの１行目に定義された［プリンタコマ

ンド］ファイルに格納されています。

［プリンタ］テーブルは、［dbMAGICプリンタ］に、［プリンタコマンド］ファイルや、物理的プリンタを

表すキュー名を関連付けます。

作成

ポイント
     Epson.ATR

 Large=    ：

     Laser.ATR

 Large=    ：
 Bold=     ：

ズーム

指定範囲

出力フォーム

ChapHead
Title
Text
・
・
・
・

プリンタ属性一覧

名前 プリンタコマンド 色

ChapHead Lage,Bold  1
Title  2
Text

プリンタ属性

 Large
 Bold
 ・
 ・
 ・

プリンタ
コマンド一覧

プリンタ

名前…コマンド

Epson…Epson.ATR
Laser…Laser.ATR

ペイント

図 5.11:プリンタ属性間の関係
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プリンタ属性の実行時の展開について

実行時は、フォームレイアウトで指定されたプリンタ属性が、指定された論理プリンタとコマンドファイル

および［入出力ファイル］テーブルと［プリンタ属性］テーブル内の設定に従って 図 5-12に示されている

ように展開されます。

フォーム

入出力
ファイル

dbMAGIC
(論理)
プリンタ

コマンド
ファイル

（スタイル名＝プリンタ
制御コード）

プリンタ属性
ファイル

キーワード、キーワード、
キーワード・・・

フォームにはプリンタ属性
とテキストが含まれる

入出力ファイルへ
フォームを出力

dbMAGIC（論
理）プリンタ
に向けられる
入出力ファイ
ル

プリンタはコ
マンドファイ
ルを指す

コマンドファイルは
プリンタ制御コード
を論理属性に与える

(物理)
プリンタ前処理制御コード

テキスト
後処理制御コード

図 5.12:プリンタ属性の実行時の展開

5.7 インターネット向けフォームの設計

［フォーム］エディタでは、インターネット向けにフォームを設計することができます。インターネット関

連機能については、「リファレンス」と「開発者ガイド -インターネット編」を参照してください。
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第6章 高度なプログラミング

dbMAGICは、比較的簡単にアプリケーションを開発出来るように設計されています。しかし、dbMAGIC特

有の設定内容や、機能を活用したい場合は、以下の内容を参考にしてください。

■ １対多の関係を実現する

■ 選択テーブルと選択プログラム

■ ループ処理の実現方法

■ バックグラウンドウィンドウの表示方法

■ 定型フォームでの印刷方法

■ MAGIC.INIを使用したユーザ情報の格納

■ マクロ機能の使い方

6.1 １対多の関係を実現する

リレーショナルデータベースシステム内のテーブル間には、下記のような 2つの最も重要でしかも有益な関

係が存在します。

■ 1対 1… ［メイン］テーブルの現在のレコードとそのタスク内のリンクされたテーブル内の特定のレ

コードとの間の関係を設定する、［リンク］コマンドによって実現されます。詳細については、

「リファレンス」の［リンク］コマンドを参照してください。

■ 1対多… 以下に説明するような、親タスクと子タスク構造によって、構築できます。

テーブルの関係について

1対多の関係は、1つのテーブル内で各レコードが他のテーブル内の複数のレコードに対応する場合や、複

数のレコードを所有する場合に、2つのテーブル間に存在します。dbMAGICは対応するカラムまたは合致す

るカラムを使用して、2つのテーブルのレコードを関連付けます。テーブル内のインデックスとして合致す

るカラムを定義すると、処理が高速になります。

このような関係の代表的例を、以下に示します。

1. 各［受注］テーブルのレコードは、1つの受注を表します。各［受注明細］テーブルのレコードは、特

定の［受注］に記載されている項目を表します。各［受注］テーブルのレコードは、［受注番号］欄を

使用すると、複数の［受注明細］テーブルレコードに関連付けることができます。これは、両方のテー

ブルでインデックスとして定義します。

2. 各［顧客テーブル］レコードは、1人の顧客を表します。各［発送］テーブルレコードには、その特定

の顧客と関連付けられた発送情報を表します。各［顧客］テーブルレコードは、［顧客番号］欄を使用

して複数の［発送］テーブルレコードと関連付けられます。これは、両方のテーブルで［インデック

ス］として定義します。

1対多の関係を実現する方法について説明するため、［受注入力画面］プログラムの例を引用します。このプ

ログラムでは、［受注］テーブルと［受注明細］テーブルを参照して、新しい受注データを入力したり、既存

のデータを変更したりすることができます。

このプログラムのメインウィンドウには、［受注ヘッダ］テーブルのデータとそれに関連付けられる 2つの

別々のテーブルが表示されます。すなわち、［受注明細］と［受注メモ］です。

6–2 高度なプログラミング 開発者ガイド
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図 6.1: 受注入力画面での 1対多の関係

同期化された 1対多メカニズムを実現するには、このプログラムに関する特殊な構造が必要です。

受注入力画面プログラムの構造

では、以下のタスクツリーをもとに説明します。

図 6.2: 受注入力プログラムのタスクツリー

1. ルートタスク、すなわち親タスクは、1対多の関係の「1」の部分に相当します。その［メイン］テー

ブルは、［受注ヘッダ］テーブルになります。これは、1対多の関係の「多」の部分に相当するするサ

ブタスクである［受注明細］を呼び出します。

2. サブタスクの［コールタスク］コマンドは、親タスクで 2回使われます。1回は［レコード前処理］で、

もう 1回が［レコードメイン］です。

3. ［レコード前処理］から［受注明細］タスクを呼び出すと、現在の［受注ヘッダ］レコードに関連付

けられたレコードが表示されます。

4. ［レコードメイン］に同じタスクの［コールタスク］コマンドを挿入すると、入力カラムを移動した

ときに、カーソルが［ヘッダ］レコードに関係のある［受注明細］ウィンドウに移ります。
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受注明細用サブタスクの構造

［受注明細］サブタスクについて説明します：

1. 初期画面とデータ入力の両方でサブタスクが呼び出されます。初期画面で呼び出されるときには、親

タスクの［レコード前処理］レベルから即接終了しなくてはなりません。また、データ入力のため呼

び出されたときには、親タスクの［レコードメイン］レベルからこれを有効のままにしておかなくて

はなりません。そのためには、タスクが、［レコード前処理］と［レコードメイン］レベルのどちらか

ら実行のために呼び出されたかを知らなくてはなりません。テストは、［チェック終了］欄を［前置］

に設定し、［タスク特性］ダイアログの［タスク終了条件］欄の値として LEVEL(1)=’RP’式を定義す

ることにより実現できます。

実行時は、LEVEL関数を使用してタスク実行レベルをチェックします。どのタスクをチェックすべき

かを指示するためには、LEVEL関数のパラメータとしてチェックするタスクを識別する番号を指定し

ます。0が現在のタスクで、1が親タスク、2が祖父タスクになります。LEVEL(1)を子タスクで使用す

ると、これは親タスクを参照します。したがって、子タスクすなわち［受注明細］内で［タスク終了条

件］の式として使用される上記の式は、関連する［受注明細］が表示されてから、親の［レコード前処

理 (RP)］によって呼び出しが行われる場合には、その対話型段階に入る前に受注明細を終了させます。

2. タスク特性は通常、タスクが起動したときにオープンし、タスクが終了したときにクローズします。

カーソルが、受注明細のウィンドウの外にあったときでも表示され続けるようにするためには、［タス

ク制御］ダイアログで［ウィンドウ消去］欄を「No」に設定しておきます。

関連する受注明細の検索

1対多関係を確立するためには、親と子のタスクの両メインテーブルに同じインデックスカラムが必要です。

関係を確立するには、親タスク［メイン］テーブル内のレコード内のカラムと同じ値が、子タスク［メイン］

テーブル内のレコードのインデックスカラム内に必要です。

dbMAGICは、［範囲］機能を使用して、該当するサブタスクのレコードを親タスク［メイン］テーブルのレ

コードに関連付けます。

図 6.3: 1対多関係の範囲の設定
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図 6.4: 1対多の範囲の式定義

［受注番号選択］操作では、下限/上限［範囲］欄を親タスクの現在レコードの［受注番号］値を含む式の番

号に設定します。その結果、［受注明細］サブタスクの実行中に、現在の受注番号を所有するレコードだけを

検索できます。

新規の受注明細レコードの作成

［受注明細］サブタスク内に新しいレコードを作成するときには、親タスクの現在のインデックス値をこれ

らに指定して、受注ヘッダテーブルに対する関係を確立しなくてはなりません。

［セレクト］コマンドの［代入］欄を使用することで、タスクが［登録］モードにあるときにカラムの初期

設定をすることができます。レコードを作成すると、［代入］欄の値がカラムに自動的に割り当てられます。

上記式では、［代入］欄がインデックスカラムに初期値を割り当てるのに使用され、［代入］欄が範囲を定義

するのに使用されている値と同じであるのがわかります。

1対多関係におけるデータの完全性の確保

1対多関係では、2つの異なるテーブル間における特定の一貫性が保証されます。このような関係の完全性

が失われるような状況が発生しないように、十分気を付けなくてはなりません。

2つの発生する可能性のある問題とその解決策を示します。

受注ヘッダ削除時のデータの完全性の確保

［受注入力］プログラムを実行しているときに、3行の受注明細のある受注データを作成したとします。次

に、親タスク内で行の［編集/行削除］を選択して、その受注データを削除すると、［受注明細］テーブル内

に 3つの行がそのままの状態で残るので、アプリケーションが参照したときデータの完全性が損なわれてし

まいます。

このような問題を解決する方法を例に示します。図 6-2に示すように、［行削除］と呼ばれる特定のサブタスク

が［受注入力］プログラム内にあります。このサブタスクは、［受注ヘッダ］テーブル内のレコードが削除され

ると、［受注明細］テーブル内の関連するレコードすべてを削除します。このサブタスクを実行する［コール

タスク］コマンドは、親タスクの［レコード後処理］内に含まれており、その起動条件が STAT(0,’D’MODE)

式に設定されています。現在のタスク、すなわち親タスクの［レコード後処理］が［削除］モードで実行さ

れたときだけ、「True」になります。

開発者ガイド

dbMAGIC Ver.8.2

6.1１対多の関係を実現する 6–5



受注入力処理がアボートした場合のデータの完全性の確保

関連する［受注ヘッダ］行といっしょに［受注明細］を作成したときに、別の問題が発生します。

［登録］モードで、ヘッダデータを入力し、複数の受注明細を作成して、新しい受注データの作成に入ると

想定します。次に、［編集/取消］を選択するかまたは
� �

F2
� �

を押して、親タスクの処理を取り消します。す

ると、［受注ヘッダ］レコードは［受注ヘッダ］テーブルには書き込まれませんが、関連受注明細はすでに

［受注明細］テーブル内に作成されています。この場合にも、データの完全性が損なわれてしまいます。

このような問題を解決するためには、［受注明細］を編集した場合に、［取消］機能を使用不能にするという

方法があります。［取消］機能を使用不能にするには、親タスクの項目のどれか 1つに対する”アボート不能

な”［項目更新］コマンドが［受注明細］サブタスクの［レコード後処理］に含まれていることを確認します。

［受注明細］を編集した場合には、親タスクの［レコード後処理］が実行されます。”アボート不能な”［項目

更新］コマンドを実行したなら、［取消］機能が現在の受注処理に対して使用不能になります。

6.2 選択テーブルプログラムの実現

ユーザフレンドリなオンラインデータ入力アプリケーションでは、しばしば、［選択］一覧が提供されます。

この一覧では、特定の項目からズームして、関係のある一覧から値を選択することができます。

［コールプログラム］あるいは［コールタスク］メカニズムを利用し、呼出側プログラムまたはタスクから

呼出されたプログラムまたはタスク側にパラメータを渡すことにより、［選択］一覧機能を実現することがで

きます。

もっと簡単な方法として、［選択テーブル］プログラムを定義し、これらを［選択プログラム］欄に指定し

て、ズーム可能項目に自動的に関連付けることができます。

この機能では、［位置付］および［範囲］操作時にも値を選択することができるので、作業が簡単になります。

［選択テーブル］プログラムの定義

［選択テーブル］プログラムには、エンドユーザによって選択される値のある［メイン］テーブルを照会す

るオンラインタスクです。

［選択テーブル］プログラムとしてタスクを定義するには:

1. ［タスク特性］の［選択テーブル］欄を「True」の条件、になる論理式に設定します。

2. タスク内の最初の［変数項目］欄をパラメータとして定義します。

3. ［レコード後処理］に［項目更新］コマンドを挿入し、関連するカラム値でパラメータを更新します。

カラムと［選択テーブル］プログラムの関連付け

［選択プログラム］欄および［起動モード］欄を 3段階のレベルで指定することにより、カラムと［選択テー

ブル］プログラムを関連付けることができます。

■ ［タイプ］リポジトリ

特定のタイプを使用しているすべてのカラムに関連付けたい場合には、そのタイプの［タイプ特性］ダ

イアログで、必要な［選択テーブル］プログラムとその起動方法、すなわち［前置］、［後置］、［自動］

のどれかを指定します。

■ ［カラム］テーブル

図 6-5に示されているように、該当するカラムの［カラム特性］ダイアログで、必要な［選択テーブ

ル］プログラムとその起動方法、すなわち［前置］、［後置］、［自動］のどれかを指定します。
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図 6.5:［カラム特性］の［起動モード］欄

■ コントロール特性:エディットコントロール

［コントロール特性］ダイアログの［選択プログラム］欄または［起動モード］欄で、必要な［選択

テーブル］プログラムとそれを呼出す方法、すなわち［前置］、［後置］または［自動］を指定します。

［選択テーブル］プログラムをタイプに関連付けると、自動的に、フォーム上で、そのタイプを使用

しているカラムのすべてと［コントロール特性］にこれを自動的に関連付けられます。関連するカラ

ムの［カラム特性］ダイアログと［コントロール特性］ダイアログで、この設定を無効にすることが

できます。

［カラム特性］ダイアログで［選択テーブル］プログラムをカラムに関連付けると、画面のエディット

コントロール内に該当するカラムが発生するたびに、自動的にこれを関連付けます。［コントロール特

性］ダイアログで［プログラム選択］欄を「No」に設定すると、そのカラムに関連付けされたプログ

ラムを使用不能にできます。

［選択テーブル］プログラムの実行

［選択テーブル］プログラムを使用するには、通常は、前の項で説明したようにこれをカラムに関連付けま

す。カラムに関連付けされた［選択テーブル］プログラムがあるときには、これが自動的にズーム可能カラ

ムになります。［起動モード］を［自動］に設定すると、その選択プログラムがカラムに入ったときに自動的

に起動されます。プログラムが終了しても、ズームを利用してこのプログラムにアクセスすることができま

す。後で実行環境で、カーソルをこのカラムに置いたまま［ズーム］を選択したとき、あるいは［起動モー

ド］を［自動］に設定すると、カーソルが最初にカラムに入ったときに以下のように動作します。

1. カラムに関連付けされた［選択テーブル］プログラムが起動し、ズーム可能カラムの値がパラメータ

として渡されます。

2. エンジンが通常の「オンライン」タスクとして［選択プログラム］を実行しますが、その終了規則は

さまざまです。

・［選択］アクションを発行すると、エンジンが［レコードメイン］を終了し、［レコード後処理］

を実行するので、パラメータの［項目更新］コマンドが実行され、タスクが終了し、呼出し側タ

スクの［ズーム］欄に選択された値が表示されます。

・［終了］アクションを発行すると、エンジンが値を選択せずにタスクを終了します。
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3. ［選択テーブル］プログラムが終了したときに、エンジンがカーソルを位置付けする場所は、ズーム

可能カラムの［選択プログラム］欄に関連付けされた［起動モード］欄に指定された設定により異な

ります。

・［起動モード］を［前置］または［自動］に設定すると、エンジンがカーソルをズーム可能カラ

ムに置いたままにします。

・［起動モード］タイプを［後置］に設定すると、画面上の位置とは関係なく、処理テーブル内の

ズームカラムの後ろのカラムにエンジンがカーソルを移動します。

6.3 ループ制御の実現

ループは、特定の条件が満たされるまで、特定のプロセスを繰り返すの場合に使用される基礎的なプログラ

ミング技法です。ループは、エンジンの実行のフローに組み込まれるので、dbMAGICでは、明示的なルー

プ構造や構成を必要としません。「バッチ」タスクを使用することで、ループ機能が実現できます。

「バッチ」タスクは、データビュー内に含まれている各レコードごとに一度ずつ［レコード後処理］テーブ

ル内で指定された操作を繰り返します。このタスクサイクルは、データビューのすべてのレコードが読み取

られたときに終了します。「バッチ」タスクでは、テーブル番号=0すなわち「スクラッチファイル」を表す

値を［タスク特性］ダイアログの［メイン］テーブルで指定すると、タスクが無限に繰り返されます。「スク

ラッチファイル」は無限数のレコードを持つファイルとして扱われます。このような場合、エンジンを停止

するための条件を指定するだけで済みます。

ループタスクを実現するには:

1 ［バッチ］としてタスクを定義し、［メイン］テーブルを 0と指定します。

2 繰り返すすべての操作、を［レコード後処理］に挿入します。

3 ［タスク終了条件］論理式を確立します。

ループを n回実行するには:

1 現在のタスクの［タスク終了条件］式として、’COUNTER(0)=n’を指定します。

COUNTERは、「バッチ」タスクによって［レコード後処理］レベルで実行される反復回数をカウン
トする関数です。詳細については、「リファレンス」の「関数」の章を参照してください。

2 ［評価］条件をレコードの更新の［後置］に設定します。

ループを 1回だけ実行するには:

1 「Yes」として［タスク終了条件］を指定します。

2 ［チェック終了］=［後置］を指定します。

特定の状況が発生したときにループを終了するには、［タスク終了条件］欄で条件付き式を指定します。

6.4 バックグラウンドウィンドウの表示

アプリケーションエンジンがタスクの実行を開始したときに通常フォアグランドウィンドウとしてタスクの

メインウィンドウをオープンします。このウィンドウは、画面上の他のオープンしているウィンドウの前面

に表示されます。これらのウィンドウのすべてが標準の dbMAGICの作業スペース上に重なって表示されま

す。この作業スペースには、アプリケーションロゴが表示されることがあります。

標準の作業画面とタスクのメインウィンドウとを置き換えたいときには、［タスク制御］ダイアログの［オプ

ション］タブの［前面表示］欄を「No」に設定します。するとエンジンがこのウィンドウをバックグラウン

ドウィンドウとして、現在表示されている他の有効なウィンドウすべての後ろ (ただし、メニューバー、ス

テータス行、作業スペースおよびロゴの前)に表示されます。
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通常はタスクの終了時にバックグラウンドウィンドウをオープンしたままにする場合があります。このよう

にするには、［タスク制御］ダイアログの［オプション］タブの［ウィンドウ消去］欄を「No」に設定します。

6.5 定型フォームでの印刷

定型フォームを使った印刷では:

■ ヘッダーとフッターの位置が通常固定されています。

■ 定義された、一定数の明細行が各ページに印刷されます。

■ 必要に応じて、空の行が最終ページに挿入されます

このような処理を実現するには、［タスク制御］ダイアログの［オプション］タブで、［ページ当たりレコー

ド件数］欄に 1つのページに収まるような最大レコード数を指定します。この数のレコードを処理すると、

［EOP(End of Page)］ステータスが「True」になります。自動ページングメカニズムに入る前に、以下に説明

するような処理を行います。

［ページ当たりレコード件数］欄の設定によって生じる［EOP］ステータスは、物理的ページの終わり前に

発生する可能性があります。つまり、フッターを印刷するときに、ページのいちばん下に余白がある可能性

があります。［EOP］ステータスは、ページジャンプ、すなわち［自動］または［先頭］を発生させる次の

［フォーム出力］コマンドでしか取り消すことはできません。ページジャンプが発生すると、行カウンタが次

のページに備えてリセットされます。

［EOP］ステータスをチェックする方法として、EOP関数があります。［EOP］条件を検出したなら、フッ

ターフォームを印刷できるので、既存の印刷フォームのレイアウト処理を完了します。

さらに、［タスク後処理］を実行する前に、［レコード後処理］で参照された明細フォームすべてを出力し、

エディットコントロールではないコントロールだけを表示することにより、空のレコードで最後のページを

埋めようとします。

以下に、［フォームレコード］機能を使用するための推奨される方法を示します。

実行レベル コマンド 頁の設定 条件

タスク前処理 フォーム出力＞ヘッダー 自動

レコード後処理 フォーム出力＞フッター スキップ EOP(0,1)

レコード後処理 フォーム出力＞明細 自動

タスク後処理 フォーム出力＞フッター 自動

自動改ページ機能は、［EOP］状態が「True」のときに実行されます。自動改ページ機能を実行させないた

め、上記の例ではフッターを印刷するときに［頁］欄を［S=スキップ］と指定しています。

新しいページにヘッダを自動的に印刷するために、明細行のフォーム出力の［頁］欄を［A=自動］と指定し

ます。

連続したページに特殊なフッターやヘッダーフォームが必要な場合には、以下の処理を指定します。

実行レベル コマンド 頁の設定 条件

タスク後処理 フォーム出力＞ヘッダー 1 自動

レコード後処理 ブロック EOP(0,1)

レコード後処理 フォーム出力＞フッター 2 スキップ

レコード後処理 フォーム出力＞ヘッダー 2 自動

レコード後処理 ブロック終了

レコード後処理 フォーム出力＞明細 自動

タスク後処理 フォーム出力＞フッター 1 自動

開発者ガイド
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6.6 MAGIC.INIファイルを使用したエンドユーザ情報の格納

ここでは、ユーザ固有の情報を格納するため、MAGIC.INIファイルの［ユーザ］セクションをどのようにし

て使用するかについて説明します。MAGIC.INIファイルについての詳細は、「リファレンス」の「設定」に関

する章を参照してください。

MAGIC.INIの使用に関する制限

MAGIC.INIファイルには、インストールされている dbMAGIC固有の情報とユーザ固有の情報の両方のセク

ションで構成されています。MAGIC.INIファイルに対しては、並行にコントロールできません。このため、

このファイルは複数のユーザによってマルチユーザ環境で共用することはできません。マルチユーザ向けに

インストールされた dbMAGICを使用している各ユーザは、個別のディレクトリ内に MAGIC.INIファイル

の独立したファイルとして所有しなくてはなりません。

MAGIC.INIファイルの代表的用途

MAGIC.INIファイルには、パラメータを追加したり、セクション名を使用してそれらをグルーピングするこ

とができます。このようなパラメータでは以下のような情報を格納できます。

■ グローバル変数 -消費税率などといったアプリケーションの各種プログラムによって必要とされる値

■ 最後に使用した受注番号などといったアプリケーションによって生成される間接値

MAGIC.INIの使用例

以下に、MAGIC.INIファイル内の［ユーザ］セクションの例を示します。

［GENERAL LEDGER］

Sales Tax=6

LastCust=4637

通常のテキストエディタを利用するか、または INIPUT関数を利用してタスク内からこれらのパラメータを

編集できます。

例:

INIPUT(’［GENERAL LEDGER］Sales Tax=6.5’)

上記は消費税率を 6.5%に更新することを示しています。

dbMAGICタスク内から MAGIC.INI値にアクセスするには、INIGET関数を使用します。

例:

INIGET(’［GENERAL LEDGER］LastCust’)

上記は4637の値を返します。

6.7 マクロ機能の実現

dbMAGICでは、タスク内で特別な種類のマクロを使用することができます。

タスク内のどこででも一連のキーストロークやアクションをシミュレートできます。このようなシミュレー

ションをいつ発生させるか、またどんなキーストロークやアクションをシミュレートするかを制御すること

ができます。

KBPUT関数に、実行するアクションの式を組み込むことによりマクロメカニズムが実現されます。

6–10 高度なプログラミング 開発者ガイド
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KBPUT関数のパラメータは、［文字型］で、文字、キーボードおよびアクションリテラルの連結したものを

含むことができます。KBPUT関数についての詳細は、「リファレンス」の「関数」の章を参照してください。

これらマクロを使用するときには難しい式や詳細は必要ありません。以下の項では、dbMAGICマクロを使

用する場合のいくつかの考慮点について説明します。

dbMAGICマクロを使用する際の考慮点

［アクション］コマンドの式を実行するときには、実際にはエンジンが内部キーボードバッファ内に文字、

キーボードおよびアクションリテラルを格納します。エンジンがキーボードからの入力を実際に要求してき

たときには、それぞれ 1つづつ入力します。したがって、この機能を使用するときには注意が必要です。

1. エンジンがマクロを実行している間、画面を再表示しません。つまり、マクロ実行のはじめの画面が

終了時に最終画面と置き換えられます。

2. 場合によっては、エンジンが内部キーボードバッファを空にして、期待するキー入力を待ち、格納され

ている実際のリテラルを無視することができます。これは通常、マクロ内に特定のキーを所有してい

る、バッチ用の自動プロセスを有効化したときにオンラインタスクで発生します。例えば、キーボー

ドマクロを使用してプログラムを実行し、プログラムが［範囲］または［ソート］ボックスをオープ

ンした場合に、エンジンが自動プロセスを中断するため、可能な終了アクションを待ちます。プログ

ラムを起動する初期コマンドに続くマクロリテラルのすべてがスキップされます。

3. ［タスク特性］ダイアログで［アボート可］を「Yes」に設定すると、「バッチ」タスクでマクロ機能

を使用することができます。したがって、タスクの実行中にエンジンがキーボードからの［終了］アク

ションを待ち、内部キーボードバッファ内に格納されているリテラルを実行します。［終了］アクショ

ンがマクロ内に挿入されると、エンジンがタスクの実行を終了し、マクロの残りの部分をスキップし

ます。

4. マクロ文字列でマップされたキー入力ではなく、dbMAGICアクションを使用します。このようにする

と、インプリメントされたマクロをキーボードの割付の変更の影響を受けないようにすることができ

ます。

マクロの利用例

イベントとマクロ機能を組み合わせることで、データ入力をスピードアップすることができます。エンドユー

ザが、頻繁にしかし不定期にフォームの特定の項目にテキストを入力しなくてはならない場合を想定します。

ホットキーによって起動されたプログラムおよびタスクイベントを定義できます。

プログラムには、［メイン］テーブルが「0」に設定され、［終了］条件が「Yes」に設定された「バッチ」タス

クがあります。このタスクの［レコード後処理］には、［アクション］コマンドがあり、この式には、KBPUT

関数を定義して入力するテキストをパラメータとして指定します。

実行時に、フォームの関連する特定の項目にカーソルが置かれたときに、エンドユーザが指定されたホット

キーを押すことで、プログラムイベントが実行されます。プログラムが内部キーボードバッファ内に要求さ

れた文字列を挿入し、プログラムの終了時に、エンジンがあたかもそれが入力されたかのようにその文字列

を入力項目に代入します。

必要に応じて、他のアクションを KBPUT関数に追加指定できます。

バッチの実行中では、マクロが中断されます。エンジンがタスクを終了するため、キーボードからの終了ア

クションを求めているためです。マクロは、バッチタスクが終了すると同時に再開されます。［終了］アク

ションをバッチの実行時にキーボードから受け取ると、タスクが終了し、マクロが再開されなくなります。

開発者ガイド
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第7章 エンドユーザメニューとツールバーの作
成

本章では、エンドユーザに対しアプリケーションが提供するメニューを作成する方法について説明します。

メニューの内容、アクセスの可否およびサイズ、メニューを「プルダウン」メニューとして表示するかまた

は「コンテキスト」メニューとして表示するか、そしてツールバーボタンの追加オプションを表示するかを

制御することができます。

プルダウンメニューは、メニューバーから縦続 (カスケード )表示され、エンドユーザが選択を完了するとク

ローズします。右マウスボタンをクリックすると有効になる「コンテキスト」メニューが、マウスポインタ

が画面上に置かれている場所に表示されます。ツールバーボタンはツールバー上に常駐しており、メニュー

エントリに対するショートカットととしての役割を果たします。

アプリケーションのメニューを作成する前に、まずアプリケーション名を第 1章 4節に説明したように［アプ

リケーション］テーブルで定義しなくてはなりません。アプリケーション名を定義するとすぐに、［メニュー］

リポジトリ内でアプリケーションのメニューを定義できるようになります。

アプリケーションンメニューは、章 4節に説明したように［アプリケーション］テーブルを定義することで

表示させることができます。

7.1 ［メニュー］リポジトリ

dbMAGICのユーザメニューは、［メニュー］リポジトリで定義します。［メニュー］リポジトリに慣れるた

め、以下のステップを試してください。

1 ［ファイル/アプリケーションオープン］を選択して、［アプリケーション］一覧にアクセスし、該当
するアプリケーションを選択します。

2 開発環境で作業を行っている場合には、［ファイル/開発/実行モード］を選択して、［開発］モードに
切り替えます。

3 ［リポジトリ/メニュー］ を選択して、［メニュー］リポジトリにアクセスします。

アプリケーションは、デフォルトのプルダウンメニューとデフォルトのコンテキストメニューの 2種
類のデフォルトのメニューを必ず持っています。これは削除できません。

7–2 エンドユーザメニューとツールバーの作成 開発者ガイド
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7図 7.1:［プルダウンメニュー定義］テーブル

4 デフォルトの［プルダウン］メニュー欄からズームして、［メニュー定義］テーブルにアクセスします。

デフォルトでは、［ファイル］、［編集］、［オプション］および［ヘルプ］の 4種類のプルダウン
メニューがあらかじめ定義されています。

5
� �

Esc
� �

キーを押して、［メニュー］リポジトリに戻ります。

6 デフォルトの［コンテキスト］メニュー欄からズームして、［コンテキストメニュー定義］テーブル
にアクセスします。

デフォルトでは、コンテキストメニューは何も作成されません。

プルダウンメニューとコンテキストメニューの［メニュー定義］テーブルの設定欄の大部分が、同様
に動作します。「リファレンス」の「エンドユーザメニュー」に関する章に、特定の欄の相違点につい
ての説明があります。

7
� �

Esc
� �

キーを押して、［メニュー］リポジトリに戻ります。

7.2 新規メニュー項目の作成

新規メニュー項目を作成するには:

1
� �

F4
� �

キーを押して［メニュー］リポジトリに新しい行を作成し、［メニュー］名を入力します。これ
は内部名なので、実行時には表示されません。

2 ［メニュー定義］リポジトリにズームし、行を作成します。

3 ［タイプ］欄で、［P=プログラム］、［E=OSコマンド］、［S=システム］、［L=ライン］または
［M=メニュー］のどれを定義するかを指定します。

4 ［ユーザメニュー名］の欄で、実行時に表示したいメニュー名を入力します。

5 ［論理メニュー名］の欄で、メニュー登録項目の論理名を入力します。この名前は、メニュー上には
表示されません。

6 ［パラメータ］欄で、ズームすると、メニュータイプに対応した以下のような表示が起動されます。

■ P=プログラム … プログラムを選択するためのプログラム一覧

開発者ガイド
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■ E=OSコマンド … コマンドを選択するための、［ファイルを開く］ダイアログ

■ S=システム … アクションを選択するためのアクション一覧

■ M=メニュー … サブメニューを選択するための［サブメニュー定義］テーブル

7 ［アクセスキー］のカラムで、［キー定義］ダイアログにズームし、このメニュー登録項目のショー
トカットキーを定義します。

7.3 メニュー登録項目へのエンドユーザによるアクセスの制限

図 7.2:［メニュー特性］ダイアログ

エンドユーザによるメニュー登録項目へのアクセスを制限するには:

1 ［メニュー定義］リポジトリから［編集/特性］を選択して、図 7-2に示されている［メニュー特性］
ダイアログをオープンします。

2 ［特性］タブで［使用権利］欄からズームして、［利用可能権利］一覧にアクセスし、そのメニュー
登録項目へのアクセスを許可するユーザまたはユーザグループを選択します。

ここで選択したグループに所属していないエンドユーザは、メニュー内のその登録項目へのアクセス
を拒否されます。この項目は表示されず、エンドユーザのメニューにはそのためのスペースが確保さ
れていません。

7.4 ツールバーとツールバーボタンの設計

ツールバーボタンの設計

ツールバーボタンを設計するには:

1 ［メニュー定義］テーブルで［プログラム］、［OSコマンド］または［システム］のどれかの項目か
ら［編集/特性］を選択し、図 7-3に示されている［メニュー特性］ダイアログをオープンします。

2 ［ツールバー］タブにおいて:

・［ボタンイメージ］欄からズームして、［ファイルを開く］ダイアログにアクセスし、ツールバー

ボタンに使用するイメージファイルを選択します。

7–4 エンドユーザメニューとツールバーの作成 開発者ガイド
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・［ツールチップ］欄に、カーソルをツールバーボタンに当てると表示されるツールの説明を、最

高 50文字までの文字列で入力します。

・［ツール］グループ欄に、ツールを配置するグループの番号を入力します。

・［イメージ数］欄からズームして、ツールバーボタンに使用する内部 dbMAGICのイメージの番

号を選択します。

図 7.3:［メニュー特性ツールバータブ］ダイアログ

ツールバーの外観の設計

ツールバーの外観に関するオプションを指定するには:

1 ［メニュー定義］テーブルから［編集/特性］を選択して、［メニュー特性］ダイアログをオープンし
ます。

2 ［初期設定］タブ:

欄 機能

チェックマーク オプションが有効なときに項目の左側にチェックマークを付けて表示するかどう

かを決定します。ツールバーボタンがその項目に関連付けられているときには、

チェックマークが有効な限りボタンが押下げられた状態で表示されます。

可視 メニューの項目と関連付けられているツールバーボタンを表示するかどうかを

決定します。

有効 メニューエントリと関連付けられているツールバーボタンを使用可能とするか

不能とするかを決定します。

開発者ガイド
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7.5 メニューシステムへの開発者のアクセスの制限

図 7.4:［使用権利設定］ダイアログ

開発者によるシステムメニューへのアクセスを制限するには、［メニュー］リポジトリ内のメニュー項目から

［オプション/許可］を選択して［使用権利設定］ダイアログにアクセスしす。この欄から許可されている［使

用権利］一覧にズームして、下記に対する使用権利を許可するユーザまたはユーザグループを選択します。

・［照会］オプション

・［変更］オプション

・［削除］オプション

・［作成］オプション

エンドユーザに対するアクセス制限は、第７章 3節に説明したように、［メニュー特性］ダイアログ内で指

定します。

7–6 エンドユーザメニューとツールバーの作成 開発者ガイド
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第8章 エンドユーザヘルプの作成

dbMAGICは、アプリケーションの必要な箇所でエンドユーザにヘルプ画面を表示させることができ、この

ような、エンドユーザ向けのヘルプ画面を設計することができます。さらに、自動的に表示される自動ヘル

プやツールチップも提供することができます。カラム、タイプ、フォーム、コントロールまたはメニュー項

目を定義するときには、関連するヘルプ画面を指定することができます。

エンドユーザ向けの「ヘルプ画面」と「自動ヘルプ」、「ツールチップ」は、アプリケーションのさまざまな

箇所で指示や説明するテキスト形式のメッセージです。「ヘルプ画面」と「自動ヘルプ」、「ツールチップ」は

ともに［ヘルプ］リポジトリで定義し、アプリケーションの適切な場所に関連付けます。

［ヘルプ］は、階層構造における優先順に従って、フォーム、コントロール、プログラム、タイプ、または

個々のカラムに関連付けられます。［タイプ］に設定された「ヘルプ」は、そのタイプを使用するすべてのカ

ラムに継承されます。

「ヘルプ画面」には、dbMAGICアプリケーションの一部として作成される内部ヘルプと、Windowsヘルプ

ファイルという外部ファイルの２種類があります。

エンドユーザの立場からいうと、「ヘルプ画面」と「自動ヘルプ」、「ツールチップ」には以下のような違い

があります。

■ ヘルプ画面

・［ヘルプ］アイコンをクリックするか、［ヘルプ］メニューを選択するか、または
� �

F1
� �

キーを押

してエンドユーザがヘルプを要求したときだけ表示されます。

・開発者は、［ヘルプ画面］の表示位置や、デフォルトのサイズと基本色を変更することができます。

・同じ 1つの［ヘルプ］をアプリケーション内の複数のオブジェクトに関連付けられます。

■ 自動ヘルプとツールチップ

・通常、入力条件などといった、項目に関する詳細なヒントが表示されます。

・エンドユーザが項目を選択したときに、画面の一番下のメッセージ行やポップアップウィンドウ

に自動的に表示されます。

・複数のカラムやタイプに同じ「自動ヘルプ／ツールチップ」を関連付けられます。

「ヘルプ画面」と「自動ヘルプ」、「ツールチップ」はともに、［ヘルプ］リポジトリで定義します。

8–2 エンドユーザヘルプの作成 開発者ガイド
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8.1 内部ヘルプ、自動ヘルプ、ツールチップの設計

「内部ヘルプ］または「自動ヘルプ」、「ツールチップ」を定義するには:

1 ［リポジトリ/ヘルプ］ を選択します。［ヘルプ］リポジトリが表示されます。

2 新しい行を作成し、図 8-1に示されているように［名前］欄にヘルプの名前を入力します。

図 8.1:［ヘルプ］リポジトリ

3 ［タイプ］欄からヘルプのタイプとして［I=内部］か［P=自動］、［T=ツールチップ］を選択します。

4 ［名前］欄からズームして、ヘルプの内容を入力します。

5 ヘルプを関連付けたいフォーム、カラム、タイプまたはコントロールの［特性］ダイアログの［入力］
タブで、［ヘルプ］画面欄から［ヘルプ］一覧にズームし、内部ヘルプを選択します。

開発者ガイド

dbMAGIC Ver.8.2
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8.2 Windowsヘルプトピックの設計

「Windowsヘルプ」は、Windowsヘルプ機能のWINHELP.EXEによって呼び出されるヘルプファイルです。

dbMAGICのオンライン「ヘルプ」もその例です。Windowsヘルプファイルは、ワープロや専用化された

Windowsヘルプ開発ツールで作成します。

dbMAGICでは「ヘルプ」の内容を作成することはできませんが、Windowsヘルプファイルを表示すること

はできます。Windowsヘルプはタイプ、カラム、フォームおよびプログラムに関連付けられます。Windows

ヘルプはすべて、1つのWindowsヘルプファイル内に格納されています。Windowsヘルプ表示機能は、「ヘ

ルプ」がカラム、フォーム、プログラムなどから呼び出された場合、ファイル内の特定のトピックを表示で

きるようにする、「コンテンツ」機能と検索機能を持っています。必要な「ヘルプ」トピックが表示されたな

ら、エンドユーザはそこから他のトピックを検索することができます。

エンドユーザ向けのWindowsヘルプ画面を定義もしくは編集するには:

1 ［リポジトリ/ヘルプ］ を選択します。［ヘルプ］リポジトリが表示されます。

2 新しい行を作成し、［名前］欄にヘルプの名前を入力してから、［タイプ］欄から［W=Windows形
式］を選択します。

3 ［名前］欄からズームして、図 8-2に示されている［Windowsヘルプ］ダイアログにズームします。

図 8.2:［Windowsヘルプ］ダイアログ

4 ［Windowsヘルプ］ファイルの名前を入力します。

5 ［Winhelp］エンジンに送信したい［ヘルプ］コマンドを選択します。

6 ［キー値］欄で、［ヘルプ］トピックのコンテキスト番号を入力します。

7 ［テスト］をクリックして、ヘルプトピックをプレビューします。

8–4 エンドユーザヘルプの作成 開発者ガイド

dbMAGIC Ver.8.2
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8.3 ヘルプや自動ヘルプの関連付け

ヘルプや自動ヘルプ、ツールチップは、フォーム上のタイプ、カラムまたはコントロールに関連付けられます。

ヘルプ画面や自動ヘルプ、ツールチップをタイプに関連付ける

ヘルプをタイプに関連付けるには:

1 ［リポジトリ/タイプ］を選択します。

2 ヘルプに関連付けたいタイプを強調表示します。

3 ［編集/特性］を選択して、［タイプ特性］ダイアログを表示します。

4 ［ヘルプ画面］欄にカーソルを位置付けし、［ヘルプ］一覧にズームして、図 8-3に表示されている
［ヘルプ］番号を選択します。

図 8.3: タイプへの「ヘルプ」の関連付け

タイプに自動ヘルプを関連付けるには:

1 ［自動ヘルプ］欄に、カーソルを位置付けます。

2 ［ヘルプ］一覧にズームして、自動ヘルプを選択します。

［ヘルプ］リポジトリに、新しいヘルプを登録するには:

1 ［ヘルプ］一覧からリポジトリにズームします。

2 新規登録項目を作成します。

ヘルプ画面や自動ヘルプ、ツールチップをカラムに関連付ける

カラムにヘルプを関連付けるには:

1 ［リポジトリ/テーブル］を選択します。

2 ［カラム］欄から［カラム］テーブルにズームして、ヘルプを関連付けたいカラムを選択します。

3 ［編集/特性］を選択して、［カラム特性］ダイアログを表示します。

4 ヘルプ画面を関連付けるには［ヘルプ画面］欄にカーソルを位置付けし、［ヘルプ］一覧にズームし
て、［ヘルプ］画面番号を選択します。

開発者ガイド

dbMAGIC Ver.8.2
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図 8.4: カラムへのヘルプの関連付け

カラムに自動ヘルプを関連付けるには:

1 ［自動ヘルプ］欄に、カーソルを位置付けます。

2 ［ヘルプ］一覧にズームして、自動ヘルプを選択します。

［ヘルプ］リポジトリに、新しいヘルプを登録するには:

1 ［ヘルプ］一覧からリポジトリにズームします。

2 新規登録項目を作成します。

注意：� �

カラムをタイプに関連付ける場合には、［ヘルプ画面］欄と［自動ヘルプ］、［ツールチップ］欄が、そ

のタイプに定義されている欄からコピーされます。これらの値を変更しない限り、タイプのヘルプ欄の

カラムを継承し続けます。
� �

ヘルプをフォーム上のコントロールに関連付ける

ユーザが対話可能な、フォーカスが当てられたコントロールだけにヘルプを関連付けできます。

コントロールにヘルプを関連付けるには:

1 ［リポジトリ/プログラム］ を選択して、［タスクツリー］にズームします。

2 ［タスク/フォーム］ を選択して［フォームエディタ］にズームします。

3 ヘルプを関連付けたいコントロールを選択し、［コントロール特性］ダイアログの［入力］タブを選
択します。使用可能にする［ヘルプ画面］欄と［自動ヘルプ］欄、［ツールチップ］欄のコントロー
ルに項目を割り当てる必要があります。

4 ［ヘルプ］を関連付けるには、［ヘルプ画面］欄を「Yes」に設定し、［ヘルプ］一覧にズームして画
面を選択します。

［自動ヘルプ］を関連付けるには、［自動ヘルプ］欄を「Yes」に設定し、［ヘルプ］一覧にズームし
て自動ヘルプを選択します。

［ツールチップ］を関連付けるには、［ツールチップ］欄を「Yes」に設定し、［ヘルプ］一覧にズー
ムしてツールチップを選択します。

5 ［ヘルプ］の内容を編集するには、［ヘルプ］一覧からもう一度ズームします。

8–6 エンドユーザヘルプの作成 開発者ガイド

dbMAGIC Ver.8.2
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注意：� �

［ヘルプ画面］または［自動ヘルプ］、［ツールチップ］欄を「Yes」に設定すると、表示されている項

目の［ヘルプ画面］または［自動ヘルプ］や［ツールチップ］が、項目のタイプ定義から継承されます。

［タイプ］または［カラム特性］ダイアログで［ヘルプ画面］または［自動ヘルプ］や［ツールチップ］

を指定すると、その［ヘルプ画面］または［自動ヘルプ］や［ツールチップ］が実行時に使用されます。

表示されているコントロールに別の値を入力するときに上記手順を使用すると、その別の値が上書きさ

れ、タイプ定義との関連付けが解消されます。［ヘルプ画面］または［自動ヘルプ］や［ツールチップ］

欄に「No」を指定すると、ヘルプ画面は表示されません。
� �

ヘルプをフォームに関連付ける

フォームにヘルプを関連付けるには:

1 ［リポジトリ/プログラム］ を選択してズームします。

2 ［タスク/フォーム］ を選択して、［フォーム］リポジトリの必要なフォームを強調表示します。

3 ［編集/特性］を選択して、［フォーム特性］ダイアログを表示します。

4 ［入力］タブの［ヘルプ画面］欄から［ヘルプ］一覧にズームします。［フォーム］に関連する項目
を選択します。

5 ヘルプを編集するには、［ヘルプ］一覧から［ヘルプ］リポジトリにもう一度ズームします。

開発者ガイド

dbMAGIC Ver.8.2
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第9章 使用権利の設定

dbMAGICには、ユーザが何を行うことができ何を行うことができないのかを制御する使用権利の管理システ

ムが備わっています。この管理システムを利用することにより、アプリケーションの開発者やシステムスー

パーバイザなど、特に許可したユーザだけにアクセスを制限することができます。

使用権利の管理システムは、dbMAGICの内部機能と使用権利の設定内容をもとに制御を行います。使用権

利は、ロックに対するキーと考えることができます。

使用権利の設定では、ユーザとアプリケーションのコンポーネントとを接続します。ユーザは役割によって

分類され、アプリケーションコンポーネントはアクセスの可能性によって分類されます。つまり、特定クラ

スのユーザに対しアプリケーションの特定部分へのアクセスを許可することが可能です。

スーパーバイザの役割を担う人物が、各ユーザに対して、アクセスすることができる使用権利を設定するこ

とができます。

スーパーバイザや開発者などといった、特に使用制限を設定されない項目に対しては、すべてのユーザがア

クセスすることができるので、使用権利の設定は必要ありません。

使用権利は、以下の 3つの段階で定義します。

■ ［権利］リポジトリ内で権利を作成する。

■ 特定の dbMAGICでの処理と使用権利を関連付ける。

■ 特定のユーザまたはユーザグループと使用権利を関連付ける。

9–2 使用権利の設定 開発者ガイド

dbMAGIC Ver.8.2
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9.1 使用権利の作成

スーパーバイザとしてのログオン

使用権利の管理システムにアクセスするには、「スーパーバイザ」と呼ばれる特別なユーザとしてシステム

にログオンしなくてはなりません。このユーザ名は、dbMAGICシステム内に自動的に含まれます。（削除で

きません）

図 9.1:［ログオン］ダイアログ

「スーパーバイザ」としてログオンするには:

1 起動した（まだ、アプリケーションをオープンしていない）状態から［設定/ログオン］ を選択し
て、図 9-1に示されている［ログオン］ダイアログにアクセスします。

2 「Supervisor」を［ユーザ ID］として入力し、［OK］をクリックします。

［権利］リポジトリでの使用権利の定義

dbMAGICアプリケーションは、使用権利を認識します。特定の操作を行うのに必要な使用権利を特定のユー

ザに割り当てると、その操作がそのユーザに許可されます。

使用権利は、個々のユーザとユーザグループに割り当てることができます。

［権利］リポジトリには、アプリケーションに定義されている使用権利のすべての名前とキーが掲載されま

す。「スーパーバイザ」は、［権利］リポジトリを変更する唯一の権利を所有しています。ユーザもこれを表

示することだけはできますが、ユーザが保持している使用権利に該当するものだけしか表示しません。

開発者ガイド

dbMAGIC Ver.8.2
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図 9.2:［権利］リポジトリ

図 9-2に示されている［権利］リポジトリを編集するには:

1 オープンしているアプリケーションから［リポジトリ/権利］ を選択し、そのアプリケーションの
［権利］リポジトリにアクセスし、新規の行を作成します。

2 名前欄に、［使用権利］の名前を入力します。

3 ［使用権利］にキーを設定します。このキーは使用権利を識別するのに使用される、コード名です。

4 使用権利が［公開］(アプリケーション外部で参照可)または［非公開［(アプリケーション外部では参
照不可)のどちらにするかを指定します。

5 ［OK］をクリックして変更内容を保存します。

操作に対する使用権利の設定

［権利設定］ダイアログを使用して、各種アプリケーション要素のそれぞれにどの操作を許可するかを識別

します。これらの操作は、［開発］モードと［実行］モードの両方に関係があります。

開発者が操作を行おうとした場合、それを実行するための権利を開発者が保持しているときだけ、その操作

を実行します。同様に、エンドユーザがテーブルに行を追加しようとした場合、新規行を追加する権利をエ

ンドユーザが保持している場合だけ、行を追加します。

同様に、エンドユーザがテーブルに行を追加しようとした場合、新規行を追加する権利をエンドユーザが保

持している場合だけ、行を追加します。

9–4 使用権利の設定 開発者ガイド

dbMAGIC Ver.8.2
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［権利設定］ダイアログへのアクセス

［タイプ］、［テーブル］、［プログラム］、［ヘルプ］または［メニュー］のどれかのリポジトリからか、また

は［CTL特性］ダイアログから［オプション/権利設定］を選択して、［権利設定］ダイアログにアクセスし

ます。［権利設定］ダイアログの設定欄は、ダイアログにアクセスを開始した場所によって異なります。

これらのダイアログ内の各欄からズームして、［利用可能権利］一覧にアクセスし、図 9-3に示されているよ

うに、その権利を所有しているすべてのユーザが指定されている操作を実行するのを可能にする権利を選択

します。

図 9.3:［利用可能権利］一覧

使用権利の定義

定義 機能

照会権利 選択した権利の保有者が登録項目を表示するのを可能にします

修正権利 選択した権利の保有者が登録項目を更新するのを可能にします

削除権利 選択した権利の保有者が登録項目を削除するのを可能にします

登録権利 選択した権利の保有者が新規登録項目を作成するのを可能にします

実行/APG権利 選択した権利の保有者が、［APG］を使用し、［プログラム］リポジトリからプ

ログラムを実行するのを可能にします

［権利設定］ダイアログで指定した使用権利は、各種操作に対する開発者のアクセスを制御するのに使用さ

れます。さらに、各メニュー項目の実行時における動作は、その項目にアクセス権利を設定することで制御

できます。実行時に特定のメニュー項目にアクセスする権利を所有していない場合には、そのユーザに対し

てはそのメニュー項目とそのサブメニューのすべてが表示されません。「メニュー項目へのエンドユーザのア

クセス制限」の項を参照してください。

開発者ガイド
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9.2 アプリケーションに対するアクセス権の定義

アプリケーションに対するユーザアクセスの制限

［CTL特性］ダイアログで CTLアクセスキーを定義し、そのキーをユーザの［権利］リポジトリでユーザ

に設定することにより、アプリケーションへのアクセスを制限できます。CTLアクセスキーの保有者だけし

か、そのアプリケーションへアクセスすることができません。

CTLアクセスキーの定義

CTLアクセスキーを定義するには:

1 この章の 1節「スーパーバイザとしてログオンする」の項に記載されているように、［スーパーバイ
ザ］としてログオンします。

2 ［開発］モードでアプリケーションをオープンします。

3 ［リポジトリ/CTL特性］を選択して、［CTL特性］ダイアログにアクセスします。

4 ［セキュリティ］タブで、図 9-4に示されているように、［CTLアクセスキー］欄にコード名を入力
します。

図 9.4:［CTL特性］の［セキュリティ］タブ

ユーザへの CTLアクセスキーの割り当て

ユーザへ CTLアクセスキーを割り当てるには:

1 この章の 1節「スーパーバイザとしてのログオン」の項に説明したように、［スーパーバイザ］とし
てログオンします。

2 ［設定/ユーザ ID］ を選択して、［ユーザ ID］テーブルにアクセスします。

3 選択したユーザの［使用権利］欄からその［権利］リポジトリの使用権利にズームします。

4 図 9-5に示されているように、［CTL 特性］ダイアログの［セキュリティ］タブで［CTL アクセス
キー］欄に入力したコードと同じコードを、［キー］欄に、入力します。
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図 9.5:リポジトリの使用権利

CTLアクセスキーを定義しユーザに設定すると、そのアクセスキーを設定されていないユーザは、［CTL特

性］ダイアログの［セキュリティ］タブで［CTLアクセスキー］欄を参照することができなくなります。

アプリケーションパスワード保護機能の改善

公開使用権利アクセスキーを作成すると、アプリケーションのセキュリティを向上させることができます。

このキーを所有しないスーパーバイザは、特定のアプリケーションでどのキーにどの使用権利が関連してい

るかを見つけだすことができません。［ユーザ ID］テーブルの［使用権利］欄からズームすると、このキー

を所有しないスーパーバイザは、所定のキーに関連した使用の権利についての記述のある［使用権利名］欄

を見ることができないだけでなく、［使用権利］の全一覧に［キー］欄からズームすることもできなくなり

ます。

［スーパーバイザ］は、［権利］テーブに対して公開権利アクセスキーをキー入力で定義できますので、あ

らかじめ公開権利アクセスキーを知っておく必要があります。

公開使用権利アクセスキーの作成

公開使用権利アクセスキーを作成するには、［スーパーバイザ］は以下のステップに従わなくてはなりません。

1 ［開発］モードでアプリケーションをオープンします。

2 ［リポジトリ/CTL特性］を選択して、［CTL特性］ダイアログにアクセスします。

3 ［セキュリティ］タグで、［公開権利アクセスキー］欄にコード名を入力します。

ユーザへ公開使用権利アクセスキーを割り当てる

ユーザに公開使用権利アクセスキーを設定する場合、［スーパーバイザ］は以下のステップに従わなくては

なりません。

1 ［ユーザ ID］テーブルをオープンします。

2 選択したユーザの［使用権利］欄から、そのユーザの［権利］テーブルの使用権利にズームします。

3 ［CTL特性］ダイアログの［セキュリティ］タグで［公開権利アクセスキー］欄に入力したコードと
同じコードを、［キー］欄に入力します。

開発者ガイド
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［公開権利アクセスキー］を定義した場合、そのアクセスキーを設定されていないユーザは、［CTL特性］ダ

イアログで［公開使用権利アクセスキー］欄を参照することができません。

すべてのアプリケーションの操作に対するアクセスの許可

［スーパーバイザ］は、アプリケーションにスーパー権利キーを登録することができます。スーパー権利キー

をユーザに設定すると、そのユーザは開発と実行の両方の目的でアプリケーションの操作のすべてに対する

全使用権利を保有するようになります。したがって、スーパー権利キーの所有者は、個々のアプリケーショ

ン操作に対する個別の使用権利を保有する必要はありません。

スーパー権利キーの定義

スーパー権利キーを登録するには、［スーパーバイザ］は以下のステップに従わなくてはなりません。

1 ［開発］モードでアプリケーションをオープンします。

2 ［リポジトリ/CTL特性］を選択して、［CTL特性］ダイアログにアクセスします。

3 ［セキュリティ］タグで、［スーパー権利キー］欄にコード名を入力します。

ユーザへスーパ権利キーを割り当てる

ユーザにスーパ権利キーを設定する場合、［スーパーバイザ］は以下のステップに従わなくてはなりません。

1 ［設定/ユーザ ID］を選択して、［ユーザ ID］テーブルにアクセスします。

2 選択したユーザの［使用権利］欄からそのユーザの［権利］リポジトリの使用権利にズームします。

3 ［CTL特性］ダイアログの［セキュリティ］タブの［スーパ権利キー］欄で入力したコードと同じコー
ドを、［キー］欄に入力します。

スーパー権利キーを設定すると、スーパー使用権利キーを保有していない人は、［CTL特性］ダイアログで

［スーパー使用権利キー］欄を参照することができません。

ワークグループ開発を１人のユーザに制限する

［スーパーバイザ］は、［ワークグループ開発］のためのアクセスを特定の１人のユーザに制限するため、そ

のアプリケーションの使用権利を所有者に与える、［強制MVCS設定］キーを登録することができます。

［強制MVCS設定］キーを持っていないユーザは、［アプリケーション特性］の［MVCS無効］欄が［Yes］

に設定されているアプリケーションをオープンすることができません。

［強制MVCS設定］キーの定義

アプリケーション［強制MVCS設定］キーを作成するには、［スーパーバイザ］は以下のステップに従わな

くてはなりません。

1 ［開発］モードでアプリケーションをオープンします。

2 ［リポジトリ/CTL特性］を選択して、［CTL特性］ダイアログにアクセスします。

3 ［セキュリティ］タブで、［強制MVCS設定キー］欄にコード名を入力します。

［強制MVCS設定キー］をユーザに割り当てる

［強制MVCS設定キー］をユーザに割り当てるには、［スーパーバイザ］は以下のステップに従わなくては

なりません。

1 ［設定/ユーザ ID］を選択して、［ユーザ ID］テーブルにアクセスします。

2 選択したユーザの［使用権利］欄から、そのユーザの［権利］リポジトリの使用権利にズームします。

3 ［CTL特性］ダイアログの［セキュリティ］タブの［強制MVCS設定キー］欄に入力したコードと同
じコードを、［キー］欄に入力します。
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［強制MVCS設定キー］を設定した場合、そのキーを保有していないユーザは、［CTL特性］ダイアログで

［強制MVCS設定キー］欄を参照できなくなります。

9.3 ［ユーザグループ］の定義

スーパーバイザは、［ユーザグループ］テーブルに、グループを作成し、使用権利を定義することができます。

図 9.6:ユーザグループ［権利］リポジトリ

グループ使用権利の定義

グループ使用権利を定義するには:

1 ［設定/ログオン］を選択して、［ログオン］ダイアログにアクセスします。

2 ［ユーザ ID］として「Supervisor」を入力し、［OK］をクリックします

3 ［設定/ユーザグループ］ を選択して［ユーザグループ］テーブルにアクセスし、［編集/行作成］
を選択してユーザグループを定義します。

4 ［権利］欄から、図 9-6 に示されているように、［権利］テーブルにズームし、新しい行を作成し
ます。

5 ［アプリケーション］ボタンをクリックして、グループの使用権利を定義したいアプリケーションを
選択します。

6 ［キー］欄からズームして、［権利］一覧から使用権利のキーを選択します。

7 dbMAGICのコピーで宣言した各アプリケーションごとに、ステップ 5と 6を繰り返すことができます。

グループにユーザを割り当てる

グループにユーザを割り当てるには:

1 ［設定/ログオン］ を選択して、［ログオン］ダイアログにアクセスします。

2 ［ユーザ ID］ として「Supervisor」を入力し、［OK］をクリックします。

開発者ガイド
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3 ［設定/ユーザ ID］を選択して、［ユーザ ID］テーブルにアクセスします。

4 グループのメンバーとして割り当てたいユーザを強調表示します。

5 ［ユーザ ID］テーブルの［グループ］欄から、［グループ］テーブルにズームします。

6 ［グループ］テーブル内の［グループ］欄から、［グループ］一覧にズームし、ユーザに設定したい
グループを選択します。

図 9.7:［ユーザグループ］一覧

権利をグループに割り当てる

［グループ］に使用権利を設定するには:

1 ［スーパーバイザ］としてログオンします。

2 ［設定/ユーザグループ］を選択して、［ユーザグループ］テーブルにアクセスします。

3 使用権利を設定したいグループを強調表示し、［権利］欄から、［権利］テーブルにズームします。

4 ［キー］欄から［使用権利］一覧にズームします。

使用権利が公開権利であれば、図 9-8に示されているように［公開権利］一覧にズームし、使用権利
が選択できます。

使用権利が公開権利でないなら、グループに設定したい使用権利のキーを入力します。直接キーを入
力して、公開権利を設定することもできます。
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図 9.8:［公開権利］一覧

9.4 権利設定を行うためのステップ

以下に、使用権利を設定するための、推奨ステップについてまとめます。以下のステップを実行するには、

まずはじめに［スーパーバイザ］としてログオンしておかなくてはなりません。

アプリケーションの機密保護

1 アプリケーションをオープンします。

2 ［権利］リポジトリで、アプリケーション使用権利を定義します。

3 各種リポジトリで、アプリケーション使用権利を設定します。

4 アプリケーションアクセスキーを定義します。

ユーザに使用権利を割り当てる

1 ［ユーザ ID］テーブルでユーザを作成します。

2 ユーザに使用権利を設定します。

グループに使用権利を割り当てる

1 ［ユーザグループ］テーブルに［ユーザグループ］を作成します。

2 グループに使用権利を設定します。

3 グループにユーザを設定します。このユーザは、それぞれ個別の使用権利と一緒に［グループ］使用
権利もすべて継承します。

開発者ガイド
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第10章 マルチユーザアプリケーションの開発

マルチユーザアプリケーションを開発する場合、エンドユーザがデータをどの様に共用するかが重要になり

ます。マルチユーザアプリケーションを開発するときには、必ず以下の点を考慮してください。

■ 各ワークステーションや dbMAGICのインスタンスが同じアプリケーションのデータを共用する方法：

オペレーティングシステムが、複数のプロセスすなわちワークステーションまたは dbMAGIC インス

タンスがファイルや装置を共用できるようにすることによってこの問題に対処します。

■ ワークステーションや dbMAGICのインスタンスを同期化し、データベースの完全性を確保する方法：

開発者は、この点を念頭におきながらアプリケーションを設計し、スムースなアプリケーション操作

を実現しなくてはなりません。

上記の考慮点は、1台のコンピュータの複数のインスタンスで実行される可能性のある dbMAGICアプリケー

ションを設計するときにも同様に必要です。dbMAGICは、各インスタンスをマルチユーザ環境で独立した

ユーザとして取り扱います。

10.1 ロックについての基本情報

更新内容の喪失の問題とレコードのロック

dbMAGICで開発されたアプリケーションは、物理的なデータベースのレコードと変数を結合させ、データ

ビューレコードという論理的なレコードとして動作させるものです。

「更新内容の喪失」という問題は、マルチユーザアプリケーションではよくみられる問題です。以下の例で

は、更新内容の喪失の問題がどのようにして発生するかについて説明します。

同じ 1つのアプリケーションを 2つのプロセスが実行していると想定します。2つのプロセスは、同じデー

タテーブルにアクセスし、データビュー内でレコードを更新するプログラムを実行します。ここで、以下の

様な一連の処理が行われたとします。

1. プロセス Aが、データビューレコード Rのコピーを取得します。

2. プロセス Bが、データビューレコード Rのコピーを取得します。

3. プロセス Aが、データビューレコード Rのコピーを更新します。

4. プロセス Aが、ディスク上にデータビューレコード Rの更新済みコピーを上書きします。

5. プロセス Bが、データビューレコード Rのコピーを更新します。

6. プロセス Bが、ディスク上にデータビューレコード Rの更新済みコピーを上書きします。

これら一連の処理の完了時には、プロセス Aによって行われた更新の内容が失われます。2つのプロセスで

レコード Rが無条件に更新された場合には何の問題も発生しません。しかし、レコード Rが特定の飛行機の

座席で、2つのプロセスでその座席が販売されているなら、同じ座席が 2回売られることになります。

■ このような問題に対する最も簡単な解決法として、所定の時間にデータテーブルが 1つのテーブルだ

けにアクセスするようにするという方法があります。これは、他のプロセスをロックアウトすること

によって実現できます。ただし多くの場合、この方法は推奨できません。というのはロックアウトされ

たプロセスは、ロックアウト中データビュー内のどのレコードにもアクセスできなくなるからです。

■ もっとよい方法として、2つのプロセスが自由にテーブルにアクセスできるようにするという方法があ

ります。ただし、レコードを更新するプロセスは、他のプロセスに合図を送り、そのレコードを処理し

ないようにさせなくてはなりません。
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この場合、プロセスは、更新する目的で同じレコードにアクセスしようとしたときだけ相互にロック

します。他のプロセスに対する合図は、通常更新するレコードをロックすることによって行います。

プロセスはすべて、変更しようとする前にレコードのロックを確認することについて合意しなくては

なりません。レコードのロックとして知られるこの解決法では、所定の時刻に 1つのプロセスだけが

データテーブルにアクセスできるようにすることが好まれます。更新内容が失われず、テーブルの完

全性が確保され、最大限といっていいほどの同時アクセス性が可能となります。

レコード間の依存性 -テーブルのロック

レコードロックは非常に高性能である一方、一連のレコードで統計をとるプログラムには適していません。

例えば、すべての販売品目の比率を総売上高をベースに計算するプログラムでは、レコードロックを使用し

てはいけません。このプログラムは、以下のように、範囲内のレコードを 2回にわたって調べなければなら

ないからです。

■ まずはじめに、個々のレコードの値を加算して総売上を計算します。

■ 次に、総売上に関してすべての品目の比率を計算します。

これらの計算が行われている間に、データビューレコードがテーブル内で更新される場合には、結果が不正

確になってしまいます。プログラムはテーブル内のデータビューレコードを更新しませんが、別のプロセス

にデータビューを更新させることも許しては行けません。というのは、計算される結果は、同時刻のテーブ

ル内のすべてのレコードに依存するためです。

他のすべてのプロセスがテーブルにアクセスしないようにロックアウトすることで、この種の問題を防止す

ることができます。ただし、テーブルを更新しないプロセスに対してはテーブルアクセスを可能にしてくだ

さい。

ここでの目的は、特定の条件にもとづいてテーブルにアクセスを制限することにあります。

この章の２節「テーブルモード」の項に、これらの制限を定義する方法について説明があります。これは、

所定の時刻に 1つのプロセスだけがテーブルにアクセスできるようにするような排他的アクセスから、それ

らが実行する操作とは関係なく同じテーブルにすべてのプロセスがアクセスできるような完全同時アクセス

に至るまでさまざまです。

マルチユーザアプリケーションでのオンラインタスク

マルチユーザアプリケーションでオンラインタスクを設計するときには、データベーステーブルに対する制

限を最低限度に押えるよう注意してください。例えば、2つのプロセスが同じレコードを同時に更新しよう

とし、しかもレコードのロックが有効な場合には、1つのプロセスだけにレコードへのアクセスが許可され

ます。他のレコードは待ち行列の中に置かれます。

■ バッチタスクでは、待ち行列内のレコードの問題は重要ではありません。というのは、エンドユーザ

は介在せず、レコード更新プロセスが比較的高速に行われるからです。バッチタスクは最終的にレコー

ドを更新し、そのレコードをスキップしたりタスクをアボートするよう指示を受けないかぎり、次の

レコードの処理にすすみます。

■ オンラインタスクでは、重大な問題になる可能性があります。オンラインプログラムは、プログラムの

対話型の部分すなわちレコードメインの実行中にレコードをロックする可能性があります。この時点

でエンドユーザは別の操作に切り替わる可能性があるので、レコードがロックされたままとなります。

［読込－再読込－書出］方式

オンラインタスクは、長時間データビューレコードをロックさせて、他のタスクによるアクセスを抑止する

可能性があります。［読込-再読込-書出］方式を使用すると、このような影響を最低限度に押さえることがで
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きます。この方法では、まずはじめにオンラインタスクがレコードを読み取り、レコードをローカルに更新

し、データベースに更新したレコードを書き込む前に、もう一度レコードを読取ります。

［読込-再読込-書出］(R-R-W)方式の詳細は、以下の通りです。

■ オンラインタスクが、読取り専用モードでレコードのコピーを取得し、ローカル仮想バッファにこれ

を挿入します。その結果、エンドユーザはタスクと対話することができます。例えば、これにデータを

入力するとします。一方オンラインタスクはリソースまたはテーブルや行に対するアクセスを制限せ

ず、他のプロセスが自由に動作し続けます。

■ エンドユーザがレコード後処理の実行によって指定された対話による段階を完了したなら、レコード

をもう一度読み出し、これをロックし、更新を行なうバッチサブタスクが呼び出されます。

レコードの最初のコピーをオンラインタスクが取得したときから、バッチサブタスクが呼び出されるまでに

発生する間に、同じレコードを別のプロセスが更新する可能性があります。

この問題に対処するため、バッチサブタスクは、少なくともプログラムに関係のあるカラムに関しては取得

したレコードの内容が、オンラインタスク内で取得されたレコードの内容と一致してることを確認しなくて

はなりません。したがって、このプロセスを［読込-再読込-書出］(R-R-W)方式と呼んでいます。

dbMAGICオンラインタスクでこの方法を実行するには:

1 ［アクセス=R］および［共用=W］モードでテーブルをオープンし、レコードのロックを防止します。

2 サブタスクの対話処理の終わりに、［アクセス=W］および［共用=W］モードでテーブルをもう一度
オープンし、レコードをロックします。

3 カラムのコピーと、親タスクのカラムの内容を比較します。相違がなかったなら、レコードを更新し
て終了します。相違があれば、更新を行わず、エンドユーザに適切なメッセージを返します。エンド
ユーザは、レコードをもう一度更新するか、または変更内容を放棄することができます。

R-R-W技法では、プログラムが複雑になるので注意して使用しなくてはなりません。オンラインタスクでレ

コードロックによって発生する不整合が大きくない場合には、この方法は単にプログラムを複雑化するにす

ぎません。したがって、この方法を組み込む前に、結果的にプログラムを複雑にさせるような損害が発生し

うるのかについて検討する必要があります。

例えば、2つのオンラインプログラムが、顧客テーブルを更新している場合には、2台のワークステーション

が同じレコードと対話する機会がほとんど得られません。このような場合、オンラインロッキングのほうが

好ましい方法かもしれません。例えば、オンライン入力システムなどの場合がこれに相当します。

上記方法を行わない場合には、dbMAGICでは、レコードロックが自動的に行われます。その際、開発者は

ロックのタイミングとロック関連のエラーの回復を設定できます。この設定は、以下に説明する［タスク制

御］の［ロック方式］欄で行います。dbMAGICのロック方式の［B=更新時］は、R-R-W方式の実現例です。

ロック方式とエラー回復

dbMAGICは、以下の手順に従ってレコードをロックします。

1. ロックしたレコードをもう一度読み取ります。論理レコード (メインテーブルとそれにリンクされたす

べてのレコード）がテーブルからもう一度読み出され、ロックされます。この段階でレコードを別の

ユーザがロックしている場合には、dbMAGICがそれをメッセージで知らせます。

2. 構築した順序に従って読み出されたレコードのどれかがロックされた場合 (メインテーブルまたはリン

クされたテーブルレコード )には、論理レコードがロックされると考えられます。

3. 新しいレコードの内容が、最初にレコードの処理にはいったときに読み取った元のレコードのコピー

と比較されます。ただし、オンラインタスクでは、レコードの最初の読取りとそれをロックしようとし

たときに多少時間が経過する可能性があります。2つのコピーが合わない場合には、そのレコードは、

最初の読出し後にだれかが変更している可能性があります。変更されていることを示すメッセージが

表示され、ロックが解除されます。
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2つのコピーが同じかどうかの比較が表示されたなら、dbMAGICはロックをそのまま保持し、処理が

完了します。レコードは、更新されたコピーをディスクに書き込んだ後で解放されます。この手順は、

dbMAGICで利用可能なロック方式の一部でしか行われません。

［タスク制御］ダイアログには、タスクのロック処理を制御する 2つの欄があります。オンラインお

よびバッチタスク向けの「ロック方式」とバッチタスク向けの「レコードロック時」です。

ロックのタイミングの定義

現在のタスクによって処理されるレコードに他のユーザがアクセスしないようにするため、dbMAGICがロッ

クを発行するタイミングを［タスク制御］ダイアログの［ロック方式］欄で定義します。［ロック方式］欄

は、メモリに格納されている情報で使用して検証するかどうかも設定します。

［ロック方式］欄を定義するには:

1 ［タスクツリー］から［タスク/タスク制御］を選択して、［タスク制御］ダイアログを開きます。

2 ［高度な設定］タブをクリックして、［ロック方式］欄を設定します。

図 10.1:［ロック方式］の定義

機能 目的

I=即時 読み取り時にレコードを即ロックします。確認は必要ありません。レコードは、解

放されるまでロックされた状態になります。これはバッチタスクで使用されるデ

フォルトです。オンラインタスクのマルチユーザ環境では、即時ロック方式を使用

すると、レコードのロックが長びく可能性があります。というのは、ユーザが同じ

プログラム内にとどまっている時間が予測不能となるからです。「即時」は、バッ

チタスクでのデフォルトの設定です。
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機能 目的

O=入力時 ユーザがレコードの更新するとすぐに、レコードをロックします。これは、オンラ

インタスクで使用されるデフォルトです。オンラインタスクでは、レコードをユー

ザが更新しようとしてるかどうかは、入力カラムへ最初に入力された文字あるい

はルックアップテーブルから選択した最初の値によって決定されます。バッチタス

クでは、［レコード後処理］または［レコード前処理］で最初に実行された［項目

更新］コマンド、または最初のタスクで最初に実行された［項目更新］コマンドあ

るいは呼び出されたプログラムで、ロックが発行されます。このロック方式では、

確認は必要ありません。「入力時」はオンラインタスクでのデフォルトの設定です。

A=入力後 ユーザがカラムの入力を終え、別のカラムに移動したときにレコードがロックさ

れます。

B=更新時 データベースに実際に書き込む直前にレコードをロックします。つまり、レコード

は対話段階 (オンライン)およびレコード後処理操作 (オンラインおよびバッチ)で

はロックされません。ロックの確認段階でフェール (レコードが読み出し後に別の

ユーザによって更新されている)したときには、その更新は実行されず、更新に失

敗したことを告げるメッセージが表示されます。

ただし、現在のタスクによって呼び出されるサブタスクは、他のテーブルに情報の

更新を行っている可能性があるので、現在のレコードが更新されるディスク上で

更新されなかった場合には矛盾が生じる可能性があります。「更新時」は、データ

の完全性の問題を防止するため、注意深く使用しなくてはなりません。「更新時」

では、基礎となるデータベースをロックすると大きな犠牲が生じる可能性がある

ので、確認でフェールとなった場合に、データ構造が矛盾したままにならないよう

にします。

N=なし レコードをロックしません。このパラメータは、十分注意して使用してください。

というのは、他のワークステーションによってアクセスされたり更新されたりした

レコードを更新することで、データの完全性が損なわれる可能性があるからです。

ロック時の dbMAGICの動作の設定

［タスク制御］ダイアログの［高度な設定］タブの［レコードロック時］欄で、バッチ処理中にレコードが

ロックされたときの処理を定義します。

機能 目的

R=リトライ レコードがロックしたユーザによって解放されるまで、ロックに対する処理をリト

ライします。デフォルトの設定の［リトライ］では、問題が解決した後にも処理が

続けられます。可能なら、ユーザはリトライ中にタスクをアボートすることもでき

ます。

A=アボート レコードがロックしたときにタスクをアボートします。

S=スキップ ロックされたレコードをスキップし、次に利用可能なレコードを処理します。［ス

キップ］を使用すると、スキップされたレコードを数秒後に処理できるように、処

理済みレコードをマークするなんらかの手段を講じなくてはなりません。

タスクのネストとロック

タスクまたはプログラムを呼び出すときには、現在のデータビューレコードの処理が、呼び出しから返って

くるまで中断されます。呼び出されるタスクまたはプログラムは、現在のデータビューレコードの項目 (プ
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ログラムの場合は、項目がパラメータとして渡される場合)のすべてにアクセスできます。したがって、呼

び出されたタスクまたはプログラムも現在のデータビューレコードの項目の一部を更新する可能性がありま

す。［ロック方式］の［O=入力時］または［A=入力後］を使用しているときには、データビューレコードが

最初の変更時または項目全体が受け入れられた直後にロックされます。呼び出されたサブタスクまたはプロ

グラムが現在のレコードを変更しようとすると、現在のレコードもロックされます。

サブタスクとプログラムは、実行するのに多少時間を要するので、タスクまたはプログラムの実行中に、ユー

ザが現在のデータビューレコードにアクセスしてこれを変更することはできません。したがって、呼び出さ

れたサブタスクまたはプログラムの実行が終了したときに、現在のレコードのディスクへの書き込みが抑止

されます。このように、現在のレコードがサブタスクまたはプログラムの実行前にロックされます。

ただし、呼び出されたタスクまたはプログラムが現在のデータビューレコードを変更しない場合は、現在の

データビューレコードは、そのサブタスクまたはプログラムを実行する前にロックしてはいけません。

タスクやプログラムが［コール］コマンドの［ロック］欄を使用して呼び出すと、ロックを制御する機能と

して以下のものが有効になります。

機能 目的

No タスクまたはプログラムを実行するときに、現在のデータビューレコードをロック

しません。呼び出されたプロセスから呼出し側レコードカラムに対し更新が行わ

れていないことを確認する必要があります。

Yes 現在のデータビューレコードを、呼び出されたタスクまたはプログラムの実行時

にすぐにロックします。

式 ロック制御を動的に変更できます。

10.2 テーブルモードについて

複数のワークステーション間またはインスタンス間でデータを共用するためには、複数のプロセスによるテー

ブルに対するアクセスを制限もしくは制御するための同期化プロセスが必要です。テーブルでプロセスが実

行できる同期化操作は以下のとおりです。

■ R=読出し … 「読取専用」です。プロセスはテーブルを更新しません。

■ W=書出み… 「読取/書込」です。プロセスがテーブルを更新します。書込みには読出しも含まれます。

テーブルのアクセスモードと共用モードの定義

［DBテーブル］テーブルにて、テーブルのアクセスモードと共用モードを定義します。

開発者ガイド
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図 10.2:［DBテーブル］テーブル

タスクの［DBテーブル］テーブルには、以下の 2つの関連のある設定欄があります。

■アクセス… 読出/書込の場合W、デフォルトおよび読取専用の場合には Rを設定します。

■ 共用 … 読出/書込の場合W、デフォルト、読取専用の場合 Rおよび該当せずの場合 Nを設定しま

す。［N］はどのモードでもテーブルを共用できないことを意味します。

10.3 dbMAGICのトランザクション処理

トランザクション処理は、データベースの一貫性を確保するのデータ処理方法です。これは、論理的に関連

するまとまったデータ修正の実行として定義され、1つの単位としてコミット (完了してディスクへ書込み)

したり、アボート（中断）されます。予約処理や入金チェックなどの作業が通常このようなトランザクショ

ンの代表的例です。

トランザクションは、前の項で説明した［読取/書込］操作だけではなく、［読取］操作を保護するときにも

使用することができます。［読取］トランザクションでは、トランザクション内に読み込まれたデータが他の

ユーザによって変更されることはありません。

トランザクション処理方法では、一時的なトランザクションファイルを使用してトランザクションの更新内

容のすべてが自動的にロックされます。ファイルの更新は、トランザクションが完了したとき、すなわち通

常のデータベーステーブルのすべてに対する更新が正常に完了したときにだけ行われます。トランザクショ

ンによって保護されているテーブルのどれかに問題が発生した場合には、そのトランザクション全体がロッ

クされ、データベースがトランザクションが開始される前の状態に戻ります。ロールバックはトランザクショ

ンログファイル内に格納されている情報を使用して行われます。

トランザクション処理によって、コンピュータシステムがクラッシュしたときのデータ保全性保護機能が提

供されます。コンピュータがオンラインデータ入力の途中またはバッチ処理の途中にクラッシュした場合に

は、そのトランザクション全体がアボートされるので、データベースに対する不完全な更新が抑止され、デー

タベースが一貫性を確保できます。

詳細については、「リファレンス」の「トランザクション処理」の章を参照してください。
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第11章 開発ユーティリティ

dbMAGICには、アプリケーションの開発、変更、保守および移植に役立つ、各種のユーティリティが備わっ

ています。ユーティリティには、以下のものがあります。

■ リポジトリ入出力ユーティリティ

■ クロスリファレンスユーティリティ

■ ［タイプ］リポジトリ変換ユーティリティ

■ テーブル変換ユーティリティ

■ 文法チェックユーティリティ

■ テーブル定義ロードユーティリティ

■ 常駐テーブル

■ MAGICプロファイラ

■ レポートジェネレータ

■ APG(自動プログラムジェネレータ)

11.1 リポジトリ入出力ユーティリティ

リポジトリ入出力ユーティリティを使用すると、アプリケーションコンポーネントを移植したり再編成した

りすることができます。提供されるサービスには以下があります。

■ CTLファイルの移植 … 旧バージョンや異なったプラットフォームの dbMAGICアプリケーション

のコンポーネントを取り込むことができます。

■ CTLファイルの再編成 … アプリケーションファイルの構成を変更するために同じアプリケーション

を出力し、もう一度入力します。この操作では、新しいアプリケーション

ファイルが作成されます。

■アプリケーションの文書化… アプリケーションの内容をテキスト形式で出力できます。

［入力］ユーティリティは、［出力］ユーティリティを使用して出力されたアプリケーションコンポーネン

トを入力します。入力操作後に、入力されたコンポーネントが適切なリポジトリに追加されます。例えば、

［顧客］という名のデータベーステーブルを入力した場合には、そのテーブルが現在のアプリケーションの

［テーブル］リポジトリの末尾に追加されます。あるいは［顧客一覧］という名前のプログラムを入力した場

合には、そのプログラムが［プログラム］リポジトリに追加されます。

バージョン 6からレポートフォームを入力すると、そのフォームの基本色が基本色番号 6に変わり、出力

フォーム白に代わり背景色なります。バージョン 6では、この基本色は印刷機構によって無視されるので、

背景が必ず白で印刷されていました。

入力ユーティリティは、dbMAGICのバージョン 4.XXまたは 5.XXで作成されたアプリケーションを、dbMAGIC

バージョン 8に変換するときにも使用されます。これらのバージョンから変換するには、そのバージョンの

辞書出力ユーティリティを使用してアプリケーションを出力し、バージョン 8にて［入力／ 5.XX 4.XX］の

操作を実行します。dbMAGICバージョン 8は、旧バージョンによって作成されたデータテーブルもアクセ

スすることができます。

リポジトリ入出力機能を使用すると、他の dbMAGICアプリケーションや異なったプラットフォームの間で

アプリケーションの要素全体あるいはアプリケーションそのもの全体を移植することができます。
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11リポジトリ入出力ユーティリティを使用してバージョン 7からバージョン 8に移動するときには、dbMAGIC

が以下のようにキャッシュの値を変更します。

■テーブル特性 … Ver7でキャッシュサイズが定義されている場合には、［位置］と［キャッシュ

範囲］に変換します。

Ver7でキャッシュが定義されていない場合には、キャッシュなしに変換されます。

■［キャッシュ範囲］欄… タスクの［キャッシュ範囲］の設定は、［メイン］テーブルの［テーブル特性］

ダイアログの［キャッシュ範囲］に従って行います。

■［DBテーブル］ … キャッシュが「No」に設定されている場合には、そのまま変わりません。

キャッシュが「Yes」に設定されている場合あるいは式が使用されている場合

には、設定値は、［テーブル特性］ダイアログの［キャッシュ範囲］から取られ

ます。

バージョン 7のMAGIC.INIファイル内の［最大キャッシュメモリサイズ］欄はバージョン 8では省略されて

います。

リポジトリ入出力操作を実行するときには、［リポジトリ/リポジトリ入出力］を選択するか、
� �

Shift
� �

+
� �

F10
� �

キー

を押して、［リポジトリ入出力］ダイアログをオープンします。［リポジトリ入出力］ダイアログには、いく

つかの設定欄があります。選択内容にもとづき、ダイアログ内で各欄にアクセスできるようにします。

11.2 ［クロスリファレンス］ユーティリティ

［クロスリファレンス］ユーティリティは、タイプ、カラムまたはプログラムなどがどこで使用されている

かどうかと言う情報を提供します。［クロスリファレンス］ユーティリティを使用することで、特定のカラ

ム、インデックスまたはテーブルを使用しているプログラムの一覧を表示することができます。

基本と上級の 2段階のレベルで、［クロスリファレンス］ユーティリティを使用することができます。

［クロスリファレンス］ユーティリティでは、以下のものがどこで使用されているかを一覧で表示できます。

■ タイプ

■ テーブル

■ カラム

■ インデックス

■ プログラム

クロスリファレンスには、以下の 5ステップが必要です。

1 エンティティを選択します。例えば、どのプログラムがどの特定のタイプを使用しているかを知りた
いときには、［タイプ］リポジトリをオープンし、該当するタイプを選択します。

2 ユーティリティを実行します。［クロスリファレンス］ユーティリティは、［オプション/クロスリファ
レンス］または

� �

Ctrl
� �

+
� �

X
� �
を選択して実行します。

3 検索領域を選択します。場合によっては、検索領域を選択できるダイアログを表示します。例えば、
タイプを検索する場合には、テーブルまたはプログラムのどちらかを対象にして検索することができ
ます。

4 結果を表示します。エンティティを使用するアプリケーションコンポーネントの一覧を表示します。
例えば、プログラム内のタイプを探すときには、その［プログラム］一覧を表示します。

5 詳細情報を表示します。結果一覧を入手したなら、各行からさらに詳細な情報が得られる別のテーブル
にズームできます。ここには、指定のタイプを使用しているプログラム内のタスクが表示されます。

検索結果は、図 11-1に示されているような、固定情報と可変情報の２つの要素で構成された画面とし
て表示されます。
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図 11.1:［クロスリファレンス］結果画面

クロスリファレンス用の画面の固定部分には、以下の情報が表示されます。

タイプ クロスリファレンスされるタイプ

テーブル クロスリファレンスされたテーブルまたはクロスリファレンスされたカラムの

あるテーブル

インデックス クロスリファレンスされたインデックス

プログラム クロスリファレンスされたプログラム

書式 カラムまたはタイプがある書式

カラム クロスリファレンスされたカラム

属性 カラムまたはタイプが含まれる属性

画面の下側には、結果が表示されます。

タイプからのクロスリファレンス

特定のタイプを使用するテーブルやプログラムの一覧を取得するには:

1 ［タイプ］リポジトリにアクセスし、必要なタイプを強調表示します。

2 ［オプション/クロスリファレンス］を選択するかまたは
� �

Ctrl
� �

+
� �

X
� �
を押して、［検索］ダイアログ

をオープンします。テーブルとプログラムのどちらを検索したいかを指定し、［OK］をクリックして
［クロスリファレンス］の結果を表示します。

［タイプ］リポジトリ内の［タイプ］のすべてがあるテーブルまたはプログラムの一覧を取得するには:

1 ［タイプ］リポジトリ内の最初の項目のすぐ上にカーソルを置きます。行は強調表示されません。

2 ［オプション/クロスリファレンス］を選択するかまたは
� �

Ctrl
� �

+
� �

X
� �
を押して、［検索］ダイアログを

オープンします。テーブルとプログラムのどちらを検索したいかを指定し、［OK］をクリックして、
図 11-2のように［クロスリファレンス］の結果を表示します。
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11

図 11.2:［クロスリファレンス］の結果:［テーブル］一覧

［テーブル］内の［タイプ］からのクロスリファレンス

ダイアログで［テーブル］を選択すると、図 11-2に示されているような［テーブル］一覧が、結果として表

示されます。このリポジトリには以下の情報があります。

■ ［テーブル］リポジトリ内のテーブルの番号

■ ［テーブル］リポジトリ内のテーブルの名前

■ そのタイプをテーブル内で使用している回数

詳細情報を取得するには、テーブルを選択し、ズームして図 11-3のような［カラム］一覧を表示します。

図 11.3:［カラム］一覧

［カラム］一覧には、特定のタイプをベースとして検索されたテーブルのカラムが列挙され、次の情報が掲

載されます。

開発者ガイド
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■ ［カラム］リポジトリ内のカラムの番号

■ ［カラム］リポジトリ内のカラムの名前

■ テーブル内のインデックスでそのカラムを使用した回数

もう一度ズームすると、［タイプ］リポジトリをオープンし、そのタイプに関する詳細情報を入手したり、現

在のセッションがすべてのタイプに関する参照セッションであるような場合には、その参照を行うタイプを

特定することができます。
� �

Esc
� �

を押していくと、［タイプ］リポジトリに戻ることができます。

［プログラム］内の［タイプ］からのクロスリファレンス

［検索］ダイアログで［プログラム］を選択すると、検索したタイプの変数を使用しているプログラムを特

定できます。［検索］ダイアログ内の選択内容を確定すると、［プログラム］リポジトリを検索中にその進捗

状況を表示し、図 11-4に示されているような［プログラム］一覧として、結果が表示されます。

図 11.4:クロスリファレンスの結果:［プログラム］一覧

結果として表示される、［プログラム］一覧には以下の情報があります。

■ ［プログラム］リポジトリ内のプログラムの番号

■ ［プログラム］リポジトリ内のプログラムの名前

■ 検索されたタイプの変数項目を使用している、プログラム内のタスクの数

詳細情報を取得するには、プログラムを強調表示し、ズームして、図 11-5に示されているような［タスク］

一覧を開きます。
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図 11.5:［クロスリファレンスの結果］:［タスク一覧］

この一覧には、検索されたタイプを使用しているタスクと以下の情報が表示されます。

■ プログラム内のタスク番号

■ 上位タスクの名前を含む、タスクの名前

■ タスク内に含まれている検索されたタイプを使用している変数項目の数

もう一度ズームすると、図 11-6に示されているような［変数項目］一覧が表示されます。

図 11.6:［変数項目］一覧

［変数項目］一覧から、［タイプ］リポジトリにズームすると、タイプの詳細情報を入手したり、あるいは現

在のセッションがタイプすべてに関するものである場合に、その参照が対象としているタイプを特定するこ

とができます。
� �

Esc
� �

を押し続けると、［タイプ］リポジトリに戻ることができます。

開発者ガイド

dbMAGIC Ver.8.2

11.2［クロスリファレンス］ユーティリティ 11–7



テーブルからのクロスリファレンス

特定のテーブルを使用しているプログラムの一覧を取得するには、［テーブル］リポジトリにアクセスし、必要

なテーブルを強調表示します。次に［オプション/クロスリファレンス］を選択するかまたは
� �

Ctrl
� �

+
� �

X
� �
キー

を押して、以下の情報が掲載されている［プログラム］一覧をオープンします。

■ ［プログラム］リポジトリ内のプログラムの番号

■ ［プログラム］リポジトリ内のプログラムの名前

■ そのテーブルを使用しているプログラム内のタスクの数

詳細情報を取得するには、プログラムを強調表示し、図 11-7に示されているように、［タスク］一覧にズー

ムします。

図 11.7:［クロスリファレンスの結果］:［タスク一覧］

このタスク一覧には、検索されたテーブルを使用しているタスクと以下の情報が掲載されます。

■ プログラム内のタスク番号

■ 上位のタスク名を含むタスクの名前

■ ［テーブル］リポジトリ内に示されているテーブルのアクセスモード

カラムからのクロスリファレンス

特定のカラムを使用しているプログラムまたはインデックスの一覧を取得するには:

1 ［テーブル］リポジトリをオープンし、検索中のカラムのあるテーブルを強調表示します。

2 ［カラム］リポジトリにズームし、必要なカラムを強調表示します。

3 ［オプション/クロスリファレンス］を選択するか
� �

Ctrl
� �

+
� �

X
� �
キーを押して、［検索］ダイアログを

オープンします。

4 ［プログラム］またはインデックスを選択します。
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11プログラム内のカラムからのクロスリファレンス

ダイアログ内の［プログラム］を選択した場合には、図 11-4に示されているようなプログラム一覧が結果と

して返されます。ここには以下のような情報が表示されます

■ ［プログラム］リポジトリ内のプログラムの番号

■ ［プログラム］リポジトリ内のプログラムの名前

■ このカラムを使用しているプログラム内のタスクの数

詳細情報を取得には、プログラムを強調表示し、図 11-8に示されているように［タスク］一覧にズームし

ます。

図 11.8:クロスリファレンス:［タスク一覧］

この一覧には、検索されたカラムを使用しているタスクと以下の情報が掲載されます。

■ プログラム内のタスクの番号

■ 上位のタスク名を含むタスクの名前

■ カラムが［リンク］コマンドにて定義されたものなのかどうか

インデックス内のカラムからのクロスリファレンス

［検索］ダイアログでインデックスを選択すると、インデックスセグンメントとしてそのカラムを使用して

いるインデックスを特定します。ダイアログ内の選択を確定すると、図 11-9に示されているようなインデッ

クス一覧が表示されます。
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図 11.9:［クロスリファレンスの結果］:［インデックス］一覧

このインデックス一覧には、以下の情報が表示されます。

■ ［インデックス］リポジトリ内のインデックスの番号

■ インデックスの名前

■ インデックス内のカラムの位置

インデックスからのクロスリファレンス

特定のインデックスを使用するプログラムの一覧を取得するには:

1 ［テーブル］リポジトリをオープンし、検索しているインデックスのあるテーブルを強調表示します。

2 ［インデックス］リポジトリにズームし、必要なインデックスを強調表示します。

3 ［オプション/クロスリファレンス］を選択するかまたは
� �

Ctrl
� �

+
� �

X
� �
キーを押して、以下の情報のあ

るプログラム一覧をオープンします。

・［プログラム］リポジトリ内のプログラムの番号

・［プログラム］リポジトリ内のプログラムの名前

・インデックスを使用しているプログラム内のタスクの数

詳細情報を取得するには:

1 ［クロスリファレンスプログラム］一覧内のプログラムを強調表示します。

2 検索されたインデックスを使用している特定のタスクの一覧にズームします。このタスク一覧には、
以下の情報が掲載されます。

・プログラム内のタスクの番号

・上位タスク名を含むタスクの名前

・インデックスが［リンク］コマンドで使用されているかどうか

プログラムからのクロスリファレンス

［コールプログラム］コマンドまたは［コール式］コマンドを通じて、特定のプログラムを呼び出すプログ

ラムの一覧を取得するには:
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111 ［プログラム］リポジトリをオープンし、必要なプログラムを強調表示します。

2 ［オプション/クロスリファレンス］を選択するかまたは
� �

Ctrl
� �

+
� �

X
� �
を押して、図 11-10に示されて

いるような［プログラム］一覧をオープンします。

図 11.10:［クロスリファレンスの結果］:［プログラム］一覧

3 このプログラム一覧には、以下の情報が掲載されます。

・［プログラム］リポジトリ内のプログラムの番号

・プログラムの名前

・検索されたプログラムを呼び出しているプログラム内のタスクの数

詳細情報を取得するには:

1 ［クロスリファレンスプログラム］一覧内でプログラムを強調表示します。

2 検索されたプログラムを使用している特定のタスクの一覧にズームすると、以下の情報が表示されます。

・プログラム内のタスクの番号

・上位タスク名を含むタスクの名前

クロスリファレンスの高度な使い方

［クロスリファレンス］ユーティリティは、循環形式で動作します。したがって、検索結果を取得した後で、

表示されている結果を基にさらに検索を要求することができます。

例えば、特定のタイプを使用しているプログラムの一覧を表示した後で、プログラムを強調表示し、
� �

Ctrl
� �

+
� �

X
� �
を

押すと、強調表示されているタイプを使用しているプログラムの一覧が表示されます。あるいは、特定のカ

ラムを使用しているインデックスで検索を行った後で、インデックスを強調表示し、
� �

Ctrl
� �

+
� �

X
� �
を押すと、

指定されたインデックスを使用しているプログラムの一覧が表示されます。

［クロスリファレンス］ユーティリティのこの機能を利用すると、一旦ユーティリティから抜けなくても、

別の内容に対して検索を継続することができます。
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11.3 ［文法チェック］ユーティリティ

［文法チェック］ユーティリティは、タイプ、テーブル、プログラムおよび個々のタスクに文法上のエラー

がないかチェックします。

dbMAGICのリポジトリ型開発法は、開発作業をスピードアップするよう設計されているので、オンラインの

構文や論理チェックによる制限を受けることなく自由にリポジトリに入力できるようになっています。ただ

し、プログラムを正しく実行する前には必ず、このチェックユーティリティを実行してください。文法チェッ

クユーティリティが検出することができるエラーの一部は、予測できないプログラムの動作やデータの損失

を招く可能性があります。

［文法チェック］ユーティリティを実行するには:

1 必要なリポジトリをオープンするか、［タスクツリー］をオープンします。

2 ［オプション/チェック］を選択するかまたは
� �

F8
� �

を押します。

［タイプ］の文法のチェック

［タイプ］リポジトリから実行したときには、このユーティリティがそのテーブル内に含まれているタイプ

のすべてをチェックします。

［オプション/チェック］を選択すると、そのタイプをスキャンします。エラーが検出されなかった場合には、

＜タイプは正常です＞というメッセージが表示されます。

エラーが発見されると、エラーのある行を強調表示し、エラーのあるカラムにカーソルを置き、適切なメッ

セージを表示します。この後で、エラーを訂正し、ユーティリティをもう一度実行することができます。テー

ブルのエラーがなくなるまでこの処理を繰り返します。

エラーが発見されたなら、dbMAGICがエラーのある行を強調表示し、エラーのあるカラムに挿入ポイント

を置き、適切なメッセージを表示します。この後で、エラーを訂正し、ユーティリティをもう一度実行する

ことができます。dbMAGICはテーブルを承認するまでこのプロセスを繰り返します。

テーブルの文法チェック

テーブル定義の完全性をチェックするには:

1 ［テーブル］リポジトリをオープンし、チェックしたいテーブルを強調表示します。

2 ［オプション/チェック］を選択します。各テーブルコンポーネントをスキャンします。エラーが発見
されなかったなら、＜テーブルは正常です＞というメッセージを表示します。

エラーが検出されたなら、エラーのある行を強調表示し、適切なメッセージを表示します。

例えば、カラム定義にエラーがあった場合には、［カラム］リポジトリを表示し、エラーのある行を
強調表示し、エラーが発生した個所にカーソルを移動します。正しい値を入力し、［テーブル］リポ
ジトリに戻ると、ユーティリティをもう一度実行しなおすことができます。

3 ＜テーブルは正常です＞というメッセージが表示されるまで、文法のチェックを続けます。

テーブルグループを一度にチェックするには:

1 ［テーブル］リポジトリで、最初にチェックするテーブルを強調表示します。

2 ［オプション/カーソル以降チェック］を選択するかまたは
� �

Alt
� �

+
� �

F8
� �

キーを押します。dbMAGIC

が強調表示されているテーブルから［テーブル］リポジトリの終わりまでのすべてのテーブル定義を
自動的にチェックします。

エラーがテーブルのどこにも発見されなかった場合には、＜テーブルは正常です＞というメッセージ
が表示されます。テーブルにエラーが発見されたなら、エラーメッセージを表示し、チェックを継続
する前に確定するよう求めるダイアログを表示します。
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11・確定しないと、チェックを停止し、エラー箇所を強調表示します。

・［続行］を確定すると、dbMAGICが処理を再開し、処理を終了したときに ＜エラーのあるテー

ブルが見つかりました＞というメッセージを表示します。

エラーが発見されたかどうかとは関係なく、リポジトリの終わりまでチェックを行うと、検索を開始
したリポジトリ行に強調表示を戻します。

プログラムおよびタスクの文法チェック

プログラムまたはタスクにエラーが無いかチェックするには:

1 ［プログラム］リポジトリをオープンし、チェックしたいプログラムを強調表示するかまたは［タス
クツリー］でタスクかサブタスクを選択します。

2 ［オプション/チェック］を選択します。各プログラムおよびタスクコンポーネントをスキャンします。
エラーが検出されなかったなら、＜プログラムは正常です＞または＜サブツリーは正常です＞といっ
たメッセージを表示します。

プログラムまたはタスク内では、以下の種類のメッセージが表示されます。

■エラー… 致命的プログラミングエラーが検出されました。エラーのある行を強調表示し、訂正が必要な

カラムにカーソルを置きます。

このメッセージが表示されたなら、以下の対応を行う必要があります。

1 正しいデータを入力します。

2 ［プログラム］リポジトリか［タスクツリー］に戻り、ユーティリティをもう一度起動します。

3 プログラムまたはタスクに対して［正常です］を示すメッセージを表示するまで、この処理を繰り返
します。

■ 警告 … 検出された問題が、プログラムから削除された未使用のコンポーネントがあることを指摘して

いるか、あるいは論理的エラーが発生している可能性を表しています。このメッセージは、重

大なプログラミング上のエラーではありません。

警告が発生した場合には、エラー情報と、チェックを継続する前に確定するよう求めるダイア

ログを表示します。「No」を応答すると、すぐにチェックが停止し、問題が解決します。「Yes」

を応答すると、さらにエラーがないかチェックが続行されます。

注意：� �

プログラムにエラーがあると、予期せぬ結果が生じることがあります。したがって、エラーのあるプロ

グラムは実行しないようにしてください。
� �

プログラムグループを一度にチェックするには:

1 最初にチェックするプログラムを強調表示します。

2 ［オプション/終わりまでチェック］を選択するかまたは
� �

Alt
� �

+
� �

F8
� �

を押します。すると dbMAGIC

が、強調表示されているプログラムから［プログラム］リポジトリの終わりまでのすべてのプログラ
ムを自動的にチェックします。

RPRファイルが存在し、しかもレポートが格納されている場合には、レポートをチェックしてよいか
を尋ねるプロンプトを表示します。

グローバルチェックの実行中には、レポートのチェックを中断することができます。dbMAGICが各プ
ログラムとタスクのチェックを表示することによって、チェックの進捗状態を表示します。

開発者ガイド

dbMAGIC Ver.8.2

11.3［文法チェック］ユーティリティ 11–13



プログラムのどこにもエラーが検出されなかった場合には、「プログラムは正常です.」というメッセー
ジが表示されます。プログラムにエラーがあった場合には、dbMAGICがチェックを停止し、エラーの
原因となったプログラム要素を強調表示します。プログラム内に警告が発生した場合には、dbMAGIC

がチェックを続行する前に確定するよう求めるプロンプトを表示します。

警告が出されたかどうかとは関係なく、dbMAGICがリポジトリの終わりまでチェックを終えたなら、
検索が開始されたリポジトリ行に強調表示バーを返します。

11.4 ［テーブル定義取得］ユーティリティ

［テーブル定義取得］ユーティリティでは、DBMSのデータ辞書から直接テーブル定義を dbMAGICの［テー

ブル］リポジトリにロードすることができます。１つまたは複数のテーブルをデータベースからロードでき

ます。このユーティリティは、dbMAGICと DBMSのデータ辞書との間で、定義を同期化しません。したがっ

て、データ定義を開発者が手作業で同期化しなくてはなりません。

［テーブル定義取得］ユーティリティは、ロード機能を実行することのできるゲートウェイでしか動作しま

せん。現在、この機能を実行できるのは、SQL系の RDBMSだけです。

１つのテーブルの定義取得

1つのテーブルに対して定義取得を行うには:

1 ［テーブル］リポジトリを開き、定義を取得したいテーブル項目を選択します。

2 図 11-11のように［オプション/定義取得］を選択します。

図 11.11:［テーブル定義取得］ユーティリティの実行

テーブルにカラムが定義されていない場合には、［テーブル定義取得］ユーティリティが使用可能に
なります。

3 図 11-12に示されているように［データベース］一覧からテーブルを選択します。
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11

図 11.12:データベーステーブルの選択

dbMAGICがロード用のパラメータを受け取ると、図 11-13に示されているようにロードステータス
ウィンドウが表示されるので、どのテーブルが現在ロード中かが分かります。

図 11.13:ロードステータス表示

4 ［テーブル定義取得］ユーティリティがゲートウェイからテーブルの内部定義を受け取ると、同期化
プロセスが開始します。

複数のテーブルの定義取得

dbMAGICは、データベーステーブルを検索し、使用している DBMSのタイプを確認します。

ゲートウェイが［テーブル定義ロード］をサポートする、データベースが 1でもあれば、［複数テーブルロー

ド］オプションを起動できます。

複数のテーブルをロードするには:
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1 ［テーブル］リポジトリをオープンし、そのリポジトリの上に挿入ポイントを置きます。

2 ［オプション/定義取得］を選択して、図 11-14に示されているように［定義取得］ダイアログをオー
プンします。

図 11.14: 選択オプション -定義取得

このダイアログは、複数のテーブル定義をロードしたい場合に、データベースを選択するときに使用
します。

ダイアログ内のデフォルトのデータベースは、［設定/動作環境］テーブル内で定義されているデフォ
ルトのデータベースです。データベースゲートウェイがテーブル定義ロードをサポートしない場合、あ
るいはデフォルトのデータベースが定義されていない場合には、［データベース］欄が空になります。

3 ［データベース］欄から［データベース］一覧にズームし、ロードしたいデータベースを選択します。
［データベース］一覧に、［テーブル定義ロード］機能をゲートウェイがサポートするデータベース
だけが表示されます。

4 ［テーブル］欄で以下を指定します。

■ N=なし … ロードする DBMSを選択しない場合

■ A=全部… DBMSテーブルすべてをロードする場合

■ S=選択… 特定のテーブルだけをロードする場合

この場合には、図 11-15に示されているようにテーブルを選択するための画面を表示し

ます。この画面でロードしたいテーブルにタグを付けます。
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図 11.15:ロード対象となるテーブルの選択テーブル

テーブル定義をロードしているときには、dbMAGICが、図 11-13に示されているようにロード中のテーブ

ルの名前を表示します。ダイアログでは、操作全体をアボートすることもできます。

ロードされたテーブルはすべて、［テーブル］リポジトリの一番後ろに作成されます。

11.5 dbMAGICプロファイラ

dbMAGICプロファイラについては、「リファレンス」の「ユーティリティ」の章を参照してください。

11.6 実行ツールとしてのdbMAGICレポートジェネレータ

dbMAGICは、エンドユーザがアプリケーション用の帳票を作成することができる［レポートジェネレータ］

機能を備えています。アプリケーション開発者は、開発中のアプリケーションの中のどのプログラムに対し

て［レポートジェネレータ］オプションを利用できるようにするかを決定することができます。そのために

は、［レポートジェネレータ］機能を理解する必要があります。

［レポートジェネレータ］を使用すると、エンドユーザは以下のことができます。

■ 直接レポート … 画面に表示される情報すべてを含んだ表形式の帳票。開発者が、レポートの

元のデータビューを定義します。

■ カストマイズ化レポート … 特定のエンドユーザの要件と好みに従ってエンドユーザによってカスタマイ

ズ化される帳票印刷処理

■グループ化レポート … 情報が、定義されたブレイクポイントやブレイクレベルに従ってグルーピン

グされている帳票印刷処理。標準の単純なレポートと複雑なカストマイズ化

されたレポートとの間の大きな相違点は、ブレイクポイントを追加定義する

ことによって情報がグルーピングされているという点です。
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レポートのカストマイズ

開発者が許可すれば、エンドユーザは、［レポート定義］ダイアログで設定値を指定することにより、レポー

トをカスタマイズ化できます。［レポート定義］ダイアログにアクセスするには、エンドユーザは以下の手順

を実行してください。

1 現在のデータビューから［オプション/レポートジェネレータ］ をクリックし、［レポート］テー
ブルにアクセスします。

2 このデータビューのレポートをまだ定義していない場合には、［レポート］テーブルで現在のデータ
ビューのレポートを定義します。

3 ［レポート］テーブル内のレポート項目から［レポート定義］ダイアログにズームします。

図 11.16:［レポート特性］ダイアログ

図 11-16に示されているような［レポート特性］ダイアログの設定欄は、［レポート内容］と［印刷設定］の

2つの区分に分けられています。

［レポート内容］

［レポート内容］の要素は、頻繁に使用される 4つの定義テーブルに対する入口ポイントで構成されてい

ます。

■ ［レポート項目］テーブルは、レポート明細行の見出しと項目の配置を変更するのに使用します。

■ ［集計項目］テーブルは、集計項目を追加して、合計値やレコード数を計算するのに使用します。

■ ［ブレイク定義］テーブルは、情報をグルーピングし、各レベルでタイトルを付加するのに使用します。

■ ［ソート定義］テーブルは、レポートを起動するたびにデータビューの順序を変更するソートキーを

定義するのに使用します。

11–18 開発ユーティリティ 開発者ガイド

dbMAGIC Ver.8.2



11［印刷設定］

［印刷設定］は、レポートの印刷先を定義する［出力先］欄と以下の帳票時印刷オプションを制御する 5つ

の欄で構成されています。

■ 罫線タイプ

■ ページ長

■ レポート幅

■ 左マージン

レポートの項目指定

レポートに項目を表示する順序は、［レポート項目］テーブルで定義します。

現在のデータビュー内に含まれている項目すべてを表示する［レポート項目］テーブルが各レポートごとに

自動的に定義されます。このテーブルでは、エンドユーザが項目を移動したり、カラム内の項目の表示順序を

変更したり、見出しを変更したりあるいは書式フォーマットを変更したりすることができます。さらにユー

ザは、レポートに出力する新しい計算済みの項目を追加することができます。計算済み項目は、実行時にレ

コードの 1つまたは複数の項目の値をベースにして計算結果を出力するのに使用します。

［レポート項目］テーブル内の各項目は、1つのデータ項目で構成されています。以下の指示に従って、各

レポート項目の設定値を入力します。

設定 機能

名前 項目の名前を指定します。

タイトル 出力する際の見出しを指定します。デフォルトでは、［名前］と同じです。

書式 項目の書式を指定します。

順 項目を表示する順番を指定します。デフォルトの位置はデータビューの位置と同

じです。

0を入力すると出力対象外になります。

式 計算式の番号を指定します。

レポートの項目による計算処理

［集計項目］テーブルを使用して、エンドユーザが、各項目の合計を計算したり、集計処理の結果を出力し

たりできます。計算項目では一度に 1つのレコードの項目値に対して水平方向に計算処理が行われますが、

［集計項目］では、レポートの 1つの列に出力される値で垂直方向に計算が行われます。

各［集計項目］は特定の［選択項目］に関連付けられており、列の値で計算を行います。さらに、各レコー

ドをグルーピングすることにより、現在のグループの小計と全体の総計を出力することができます。

データビュー内の所定の項目に関係のある［集計項目］を追加する場合には、以下の手順で行ってください。

1 ［集計項目］テーブルにズームします。

2 新しい行を作成します。

3 ［選択項目］一覧にズームします。

4 総計を計算すべき項目を選択します。選択された項目に従って、デフォルトの集計項目を自動的に入
力します。

・英数字の項目を選択すると、［計数統計項目］タイプを作成します。

・数値の項目を選択すると、［合計統計項目］タイプを作成します。必要に応じて、別の統計項目タ

イプにこれを変更することができます。
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ブレイクポイントの指定

［ブレイクレベル］テーブルは、各レポートごとに自動的に定義されます。デフォルトではこのテーブルに

は、3つのブレイクポイント、すなわち［レコード］、［レポート］および［ページ］が指定されます。エン

ドユーザは、各ブレイクレベルに関係のあるパラメータを設定すると、別のブレイクポイントを指定したり、

各レイアウトセクション内の行数を変更したり、特定の印刷処理を制御したりすることができます。

テーブル内の各行には、ブレイクポイントに関係のあるセクションが表示されます。

ブレイクレベルには、一番低い中ブレイクレベル (最も頻繁に発生)から、中間のグループブレイク、最も高

いブレイクレベルのレポートブレイクまで上から順に段階があります。レポートブレイクは、1レポートに

つき 1回だけ発生します。

複数の中間グループブレイクが存在場合には、最も頻繁に発生するブレイクからほとんど発生しないブレイ

クに至るまで、同様の方法で順序付けられます。

テーブル内では、［ページブレイク］行が他の行と分離され、このブレイクが論理的ブレイク階層構造に含

まれていないことを示します。以下の指示に従って、各ブレイクレベルの設定値を入力します。

設定 機能

項目 ブレイク項目として選択した項目のシンボル名が表示されます。

名前 ブレイクについて記述します。［レコード］、［レポート］および［ページ］の各

ブレイクがデフォルトのブレイクです。

グループブレイク項目の場合、この欄には、ブレイク項目として選択した項目

の［項目名］が表示されます。

ヘッダ レポートのレイアウトのヘッダセクション内の行数を指定します。

明細 データレコードセクションの、印刷する行数を指定します。これは、［レコード

ブレイク］行にしか関係がありません。この項目内の明細行は、追加したり削除

したりすることができます。

フッタ レポートレイアウト内のフッタセクションの行数を指定します。これは、［レコー

ドブレイク］行には関係がありません。この項目内のフッタ行は、追加したり削

除したりすることができます。

レポートレコードに関するソートキーの指定

［ソート定義］テーブルでは、エンドユーザがレポートを起動するたびにレコードの順序付けをするための

ソートキーを定義できます。

ソートキーを定義するには:

1 ［レポート定義］ダイアログ内の［ソート］欄からズームして、［ソート定義］テーブルにアクセス
します。

2 新規の行を作成し、［項目］欄から［項目］一覧にズームしてソート項目を選択します。

3 ［A/D］欄で、昇順または降順のどちらかをソート順として指定します。

［ソート定義］テーブルの行

テーブルの各行に、ソート項目を指定します。登録項目は、階層構造形式で順序付けられます。行 1に指定

したフィールドが最も高いレベルのソート項目です。以後の項目は、高い方から低い方へのソート順序を表

していなくてはなりません。最も高いレベルのソート項目は、データビューレコードの全体的順序に影響を

与えます。2番目のレベルのソート項目は主ソート内のレコードを順序付けます。
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11印刷設定の指定

［出力先］欄の指定

装置 指定値 注

コンソール console デフォルト。大文字または小文字

プリンタ printer 大文字または小文字

ディスク 使用するオペレーティングシステム

対応したファイル名

必要に応じて全パスを含みます (最高 30文字まで)

レポートの正当なファイル名を指定すると、現在のディレクトリ内のファイルに書き込まれますが、特定の

パスを指定するとそのディレクトリを変更することができます。必ずWindowsのファイルネーミング規則に

従ってください。

その他の設定欄

■［左マージン］… レポートの左側に余白を空けておきます。余白のサイズは文字数で表します。デフォ

ルトは 0です。この場合、印刷が一番左の位置から開始します。0-9555の文字数の

範囲の余白値を設定できます。

■［罫線タイプ］… レポートに印刷するフレームの罫線タイプを選択できます。コンボボックスにて利用

可能なオプション 4を選択できます。

フレームタイプを変更するときには、G、RまたはNを入力するかまたは、プルダウ

ンメニューからフレームタイプを選択します。フレームタイプには、以下の 3種類が

あります。

■ G=罫線… 水平方向と垂直方向の実線 (デフォルト)でフレームが作成されます

■ R=破線 … 水平方向と垂直方向の破線でフレームが作成されます

■ N=なし … 水平方向の破線だけを作成します

■［ページ長］ … １ページの出力行数を指定します。デフォルトは 出力先がコンソールの場合 21。プ

リンタの場合、プリンタテーブルで指定された行数です。

■［レポート幅］… １ページの出力桁行数を指定します。

11.7 開発ツールとしてのdbMAGICレポートジェネレータ

開発時の考慮点

エンドユーザは、実行中の［オンライン］タスクから［レポートジェネレータ］を起動することができます。

タスクデータビューが画面に表示された時点で、ユーザは、［オプション/レポートジェネレータ］を選択し

て、レポートを定義したりあるいは実行したりすることができます。

開発者は、タスクの［タスク制御］ダイアログで［レポートジェネレータ］欄を「Yes」に設定すると、この

オプションを使用可能にできます。エンドユーザがレポートを定義できるのは、［変更］または［照会］モー

ドでオープンしたオンラインタスクのみです。

このようなタスクには、レポートが動作するデータビューも含まれます。画面上に現在表示されている項目

をレポート内に含むことができます。タスクのコマンドとしては、［セレクト］コマンドのみ関係します。こ

れらには［代入］および［範囲］欄と［リンク］コマンドを含みます。
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レポートジェネレータは、レポートに適したデータビューをもとに、実行してください。

例えば、サブタスクを使用して 1対多の関係のビューを構築した親タスクからレポートジェネレータを起動

しても、レポート作成に利用できるビューとして、サブタスクの関連するレコードを含めることはできませ

ん。メインテーブルとしてのビューとそれにリンクされたテーブルのビューのみレポート対象となります。

［レポートジェネレータ］に適したプログラムとは

以下に、タスクがレポートに適しているかどうかを判断するのに役立つ指針をいくつか示します。

1. タスクデータビューとして、ユーザにとって関心があるようなデータベースのビューを表示します。例

えば、パラメータの入力を求めるダイアログを表示したり、確定を要求したり、メニューをシミュレー

トするなどのタスクは、対象外になります。

2. タスクは完全に設計された画面レイアウトで、できればラインモードでデータビューレコードを表示

しなくてはなりません。

3. タスクのデータビューは、［セレクト］および［リンク］コマンドを通じてのみ構成されなくてはなり

ません。

4. エンドユーザがレポートを実行する前に、データビューを操作できなくてはなりません。そのために

は、［範囲］、［インデックス変更］および［ソート］の各オプションを使用可能にします。

通常は上記の様なレポート作成に適しているプログラムは少ないはずです。したがって、エンドユーザのレ

ポート用のタスクをアプリケーションに定義する必要があります。

レポートおよびアプリケーションの保守

レポート定義は独立したファイル内に格納されます。デフォルトのレポートファイル名は ppRPR.MCFです。

この場合 ppは、［アプリケーション］テーブルに指定されている［識別子］を表します。RPR(レポート)ファ

イル名を変更したり、複数のレポート定義ファイルを作成したりして、エンドユーザが［アプリケーション］

テーブルにアクセスできるようにしてください。

ただし、dbMAGICは、アプリケーションコントロールファイルとして同じ拡張子MCFを持つエンドユーザ

レポートファイルを作成します。したがって、Windowsのデスクトップからはレポートファイルを開くこと

はできません。デスクトップからレポートファイルを開こうとすると、＜コントロールのバージョンが違い

ます＞というメッセージを表示します。

通常は、ユーザによって作成されるレポートを気にする必要はありません。ただし、dbMAGICは、プログ

ラムを CTLファイル内に定義されている関係のあるタスクの拡張要素と見なすので、旧アプリケーションを

新しい CTLファイルとして移植したいときにはこれらを考慮する必要があります。以下に発生する可能性の

ある問題点を説明し、それに対する解決策を提言していきます。

保守で発生しうる問題

レポートとそれらの基本となるタスクとの間の関連性が失われるという問題が発生する可能性があります。

これらの関連は、RPRファイルと CTLファイルの間で内部番号をもとに関連しているという規約に基づく

ものです。

［プログラム］リポジトリの［リポジトリ入力］操作を行うと、このような内部接続が破壊されます。した

がって、ユーザサイトでインストールした後でアプリケーションを開発し続け、変更したプログラムのある

新しい CTLファイルをユーザに送ると、前に定義したエンドユーザレポートの一部がエンドユーザが入力を

実行したときに失われる可能性があります。

もう 1つの問題として、アプリケーションのインストール時にレポートがタスクのデータビューをベースと

しているという事実にあります。インストールしたアプリケーションを開発し続け、タスクデータビューの

一部を変更した場合には、その元のデータビューをベースとしたユーザレポートが無効になってしまいます。
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11レポートの保守に関する問題に対する解決策

上記の問題に対する最適な解決策として、エンドユーザのレポート作成に必要なデータビューを構築する特

別なプログラムのある、別のアプリケーションファイルをエンドユーザに提供するという方法があります。

このような対策が不可能な場合には、配布した後で、レポートを定義するエンドユーザをインストールされ

たアプリケーションを開発しつづけるデザイナと考えてください。ユーザの継続的設計とあなたの設計とを

同期化するには 2つの方法があります。

レポートを通常のバッチプログラムに変換する

レポートジェネレータモジュールの使用中に、エンドユーザによって定義されたレポートにアクセスし、こ

れをプログラムに変換することができます。これによって、アプリケーションメニューにて起動することが

できます。そのためには、以下の手順で行ってください。

1 インストールされたアプリケーションのレポートをユーザに定義させます。これについて説明するに
は、ユーザの要件とスキル次第では、数時間から数週間も必要になります。

2 エンドユーザからレポートファイルを入手し、プログラムにそれらのレポートを変換します。「レポー
トのプログラムへの変換」を参照してください。

3 アプリケーション開発を続け、そのアプリケーションファイルを更新します。

4 アプリケーションの更新を完了したなら、更新済みアプリケーションファイルをユーザに送付します。
この際、前の RPRファイルはすでに必要がないという旨連絡してください。

アプリケーションの次の更新サイクルに入るときには、必ずこのプロセスを繰り返さなくてはなりません。

この方法の欠点として、一度レポートをプログラムに変換してしまったなら、ユーザがそれをもう変更でき

ないという点にあります。

エンドユーザレポートでアプリケーションを開発

レポートジェネレータモジュールには、プログラムとそれらに関係のあるレポートをサポートする、以下の

ような 2つの機能があります。

■ 関連するレポートのチェックも行う拡張プログラムチェッカ

■ 関連するレポートとともに、プログラムの［リポジトリ入出力］も可能にする、拡張［リポジトリ入

出力］機能

［エンドユーザレポート］を含むアプリケーションを更新する場合には、以下の手順で行ってください。

1 ユーザからレポートファイルを入手し、アプリケーションの開発を継続します。プログラムを変更する
ときには必ず、［文法チェック］ユーティリティを呼び出します。プログラムまたはそのサブタスク
にユーザによって定義されたレポートがある場合には、文法チェック］ユーティリティがこれらのレ
ポートのチェックに対する確定も要求してきます。文法チェック］ユーティリティは、タスクのデー
タビューとレポート定義との間の矛盾を見つけ出します。何か矛盾があったなら、レポート定義を訂
正することができます。

2 ［リポジトリ入出力］ユーティリティを使用し、必ずレポート出力確認のダイアログに「Yes」を応答
します。

3 アプリケーションを更新したなら、CTLファイルとレポートファイルをユーザに送り、ユーザがレポー
トの変更を継続できるようにします。
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［レポートジェネレータ］を使用したプログラムの開発

［レポートジェネレータ］を使うことで、帳票を印刷するプログラムを作ることなく簡単に帳票処理が実現

できます。［レポートジェネレータ］は、帳票印刷用のタスクを作成する上でのプログラミングの作業をなく

し、レポート定義だけに集中できるようにします。したがって、［レポートジェネレータ］を使用してレポー

トを作成し、それから帳票印刷プログラムに変換することで開発者の効率がアップします。さらに、このプ

ログラムをカスタマイズすることで、もっと複雑な処理を実現することができます。

チーム開発時の考慮点

［レポートジェネレータ］は、並行開発可能なリポジトリではありません。特定の RPRファイルへのアクセ

スは必ず排他的に行われます。チーム開発環境では、各開発者が、開発のための専用の RPRファイルを所有

していなくてはなりません。各開発者は、共用するアプリケーションのプログラムに自分のレポートを変換

することができます。このようにするための一般的手順について、「レポートのプログラムへの変換」の項で

説明します。

標準的なレポートレイアウト

［レポートジェネレータ］は、現在の定義に従って、標準のレポートレイアウトを作成します。［レポート特

性］ダイアログまたは［ブレイク定義］テーブルで、［オプション/標準フォーム作成］を選択するかまたは
� �

F7
� �

キーを押して、標準のレポートのレイアウトを作成します。

パラメータを変更した後で［レポート特性］ダイアログを終了すると、＜再作成しますか？＞という確認ダ

イアログが表示されます。「Yes」を応答すると、現在の標準のレイアウトをもう一度作成します。標準値で

ない場合は、パラメータは上書きされます。［オプション/標準フォーム作成］を選択したりまたは
� �

F7
� �

を

押したりせずに、［オプション/標準フォーム再作成］を選択するかまたは
� �

F8
� �

キーを押すと、変更された

パラメータに従ってレポートのレイアウトを作成します。

標準のレポートのレイアウトの構造と内容については、以下の表にレイアウトに表示される順番に従ってセ

クションごとに説明していきます。ただし、セクション行の実際の内容は、特定レベルの［ブレイク定義］

テーブルで指定した値によって異なります。以下の表では、［ブレイク定義］テーブルのデフォルトの初期値

に従ってセクション行の内容について説明していきます。

セクション名 表示条件 行数 内容

［レポートヘッダー］ 常時 0 なし

［ページヘッダー］ ブレイク項目がない場

合

6 1行目:［オーナ名］、［ページ番号］および［日

付］

2行目:［レポートタイトル］

3-6行目: 枠と列の見出し

ブレイク項目がある場

合

2 1行目:［オーナ名］、［ページ番号］および［日

付］

2行目:［レポートタイトル］

上位／中間ブレイク項

目

複数のブレイク項目が

ある場合

1 グループ識別子

ブレイク－ヘッダー ブレイク項目が１つだ

けの場合

4 枠と列の見出し

レコード－ブレイク 常時 1 ［項目］テーブルの内容に従った全ての項目書

式
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11セクション名 表示条件 行数 内容

ブレイク－フッタ ブレイク項目が１つだ

けの場合

2 1行目: 下枠

2行目: (存在する場合)関連する列の［集計項

目］書式。2つ以上の［集計項目］が列に定義

されている場合には、最後の項目だけが表示さ

れます。

上位／中間ブレイク項

目

複数のブレイク項目が

ある場合

1 (存在する場合)関連する列の［集計項目］書式。

2つ以上の［集計項目］が列に定義されている

場合には、最後の項目だけが表示されます。

ページブレイク－フッ

タ

ブレイク項目がない場

合

2 1行目: 下枠

2行目: 空白行

ブレイク項目がある場

合

2 空白行

レポートブレイク－フ

ッタ

［集計項目］の定義が

ない場合

0 なし

X個の［集計項目］が

定義されている

1+x 1行目:［レポート集計］

2行目以降～ x行: 集計項目の項目名とその書

式

レポートのプログラムへの変換

開発モードでの［レポート］リポジトリは、以下の 2つの点で実行システムでのものとは異なっています。

■ ［最終更新日時］欄内のチェックマーク

■ ［プログラム作成］機能

図 11.17:［レポート］リポジトリ
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特定のレポートを強調表示させ、［オプション/プログラム作成］ を選択すると、強調表示されたレポー

トをプログラムに変換します。変換されたレポートの名前を持つプログラムが［プログラム］リポジトリに

追加されます。変換したことが分かるように、［レポート］リポジトリに変換済みレポートにチェックマーク

が付きます。

注意：� �

1. すでにチェックマークが付けられたレポートを再度変換すると、同じ名前で新しいプログラムが、

［プログラム］リポジトリに追加されます。

2. すでにマークの付いているレポートを修正すると、チェックマークが消えます。

3. 変換を行う前に、［オプション/チェック］を選択するかまたは
� �

F8
� �

キーを押して、強調表示して

いるレポート内の定義をチェックしてから変換してください。
� �

変換されたプログラムの構造

レポートジェネレータによって変換されたプログラムの構造は、プログラムリポジトリより参照してくだ

さい。

変換されたプログラム確認するときには下記に注意してください。

1. ［フォーム出力］コマンドで使用されている［頁］欄は［S=スキップ］で、［A=自動］ではありません

(ただし、［ページヘッダ］や、［レポートフッタ］が 1つの場合を除きます)。つまり、プログラムが現

在のページ上にすでに印刷されている行数を常にチェックすることにより、改ページを制御します。

2. 集計項目として使用される変数項目の名前は、集計項目名に接尾語を付加したものとして作成されま

す。この接尾語は、関連するブレイクレベルによって変わります。接尾語「-R」は、レポートブレイク

集計項目に、接尾語「-P 」は、ページブレイク集計項目追加されます。各ブレイク処理レベルでは、

接尾語「-n」が使用されます。この場合「n」は、1-9のブレイクレベル番号を表します。

以下の表に、変換プロセスに伴う各処理レベルの［処理］テーブルに挿入されるコマンドを記述します。

処理レベル 作成される処理コマンド コマンド内容

レコードメイン セレクト [R=実データ] リンクされたカラムを含む、画面上に表示される各

カラム。［リンク］および［リンク終了］コマンドは、

リンクされたテーブルからのカラムを対象とします。

セレクト [V=変数] 必要に応じて［代入式］が設定されます。

セレクト [V=変数] 集計項目 (必要なブレイクレベルごとに 1つ設定)と

して使用される変数項目。変数項目の名前は、すで

に説明した規則に従って作成されます。

セレクト [V=変数] レポートの出力を制御するのに使用される、変数項

目 (ページ番号、行番号など )

レコード後処理 ブロック

フォーム出力

項目更新

ブロック終了

出力スペースが十分なかった場合には、改ページ、

ページ集計の計算、ヘッダとフッタの出力を行いま

す。

項目更新 集計の計算

フォーム出力 レコードの明細行の出力

項目更新 行番号の更新

ブレイク前処理 (各ブ

レイクレベルごと)

項目更新 ブレイク用集計項目の初期設定
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11処理レベル 作成される処理コマンド コマンド内容

ブロック

フォーム出力

項目更新

ブロック終了

出力スペースが十分なかった場合には、改ページ、

ページ集計の計算、ヘッダとフッタの出力を行いま

す。

フォーム出力 ブレイクヘッダの出力

項目更新 行番号の更新

ブレイク後処理 (各ブ

レイクレベルごと)

フォーム出力 ブレイクフッタの出力

項目更新 行番号の更新

タスク前処理 項目更新 レポートの出力を制御するのに使用される、変数項

目 (ページ番号、行番号など )または、集計項目の初

期設定

フォーム出力 レポートヘッダの出力**

フォーム出力 ページヘッダーの出力

項目更新 行番号の更新

タスク後処理 フォーム出力 ページフッタの出力*

フォーム出力 レポートフッタの出力*

*［ブレイク定義］テーブルの対応する欄に、行数を指定する値が設定されている場合に出力されます。

デフォルト値「 0 」のままであれば、出力されません。

11.8 自動プログラムジェネレータ (APG)

APG(Automatic Program Generator)は、［テーブル］リポジトリのデータベーステーブルをもとに、自動的に

プログラムを作成する機能です。APGは、以下の様なプログラムを作成します。

■ オンラインデータ入力および保守

■ データベーステーブルからテキストファイルへのデータ出力

■ テキストファイルからデータベーステーブルへのデータ入力

■ データベーステーブルの帳票印刷

■ ［インターネットリクエスタ］を使用した、HTMLフォームデータ出力

APGは、実行モードと作成モードの 2つのモードのどちらかで動作します。

■ 実行モードは、一時的なプログラムが作成および実行されます。このプログラムは実行後に保存され

ません。

■ 作成モードでは、プログラムが作成され、［プログラム］リポジトリに追加されます。作成されたプロ

グラムは、自動的に実行されません。

APGは以下の４つから利用することができます。

■ ［テーブル］リポジトリ

■ ［プログラム］リポジトリ

■ ［タスクツリー］

■ ［SQLコマンドタスクオブジェクト］

APGを実行するには、［オプション/APG］を選択するか、
� �

Ctrl
� �

+
� �

G
� �
を押します。
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［テーブル］リポジトリからの APGの実行

［テーブル］リポジトリから APGを実行する場合、以下の２つの方法でプログラムの実行または作成がで

きます。

■ 特定のテーブルに対するプログラム

■ 一部またはすべてのテーブルに対するプログラム

複数のテーブルの対するプログラム作成

一度に複数のテーブルのプログラムを作成または実行するには:

1 タイトル行にカーソルを移動します。

2 ［オプション/APG］を選択して、図 11-18に示されているように［APG］ダイアログをオープンし
ます。

図 11.18:［テーブル］リポジトリ内のプログラム生成

3 デフォルト値を使用して実行することも、また［APG］を実行する前に、オプション設定を変更して
から実行することもできます。

パラメータの設定（複数テーブル時）

以下の表では、APGを［テーブル］リポジトリ内の複数のテーブルに対し実行したときに、図 11-19に示さ

れている［APG］ダイアログに表示される設定欄について説明ししています。
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11

図 11.19:プログラム作成のためのテーブル選択

設定欄 パラメータ 機能

テーブル指定 A=全テーブル ［テーブル］リポジトリ内の全てのテーブルに対してプログラムを作

成します。

S=選択テーブル 図 11-19に示されているように、［テーブル選択］一覧がオープンしま

す。スペースバーを押して、右側の欄に選択したいテーブルをマーク

し、［選択］をクリックすることで選択内容を確定します。

N=なし APGは無効になり、プログラムを作成しません。

選択テーブル ズーム ［テーブル選択］一覧がオープンします。スペースバーを押して、右

側の欄に選択したいテーブルをマークし、［選択］をクリックすること

で選択内容を確定します。

処理モード E=実行 選択したデータベーステーブルに対する一時的なプログラムを作成し

実行します。

G=作成 選択したデータベーステーブルのプログラムを作成し、そのプログラ

ムを実行せずに［プログラム］リポジトリにプログラムを追加します。

オプション B=照会 オンラインデータ入力および保守用のプログラムを実行もしくは作成

します。

E=出力 選択したデータベーステーブル内に含まれているデータを出力するプ

ログラムを実行または作成します。このデータは、テキストファイル

に出力されます。

I=入力 テキストファイルよりデータを入力するプログラムを実行または作成

します。データはデータベーステーブルに入力されます。

テキストファイルのフォーマットは、［E=出力］で作成されるテキス

トと同じです。

［E=出力］オプションと［I=入力］オプションは、同じデータを入出

力するペアのプログラムを作成します。。

P=印刷 データファイルを印刷するプログラムを実行または作成します。

表示モード L=ライン ラインモードでレコードを表示します。カラムはすべて、1行に並ん

で配列されます。各カラムの上にはカラムの表題が表示されます。各

画面には、収容できるだけのレコード行が表示されます。
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設定欄 パラメータ 機能

S=スクリーン 画面ごとに 1つのレコードを表示します。

N=なし ［オプション］で［E=出力］か［I=入力］を指定した場合に使用でき

ます。画面表示を行いません。

スタイル 3=立体 画面が 3次元で表示されるよう指定します。

2=平面 画面が 2次元で表示されるよう指定します。

O=オリジナル ［表示モード］が［S=スクリーン］の場合に指定できます。

タイトルバー No タイトルバーを表示しません。

Yes タイトルバーを表示します。

１つのテーブルの対するプログラム作成

特定のデータベーステーブルのプログラムを実行または作成するには:

1 ［テーブル］リポジトリで APG特定のテーブルの項目を選択します。

2 ［オプション/APG］を選択します。［文法チェック］ユーティリティを実行し、テーブル定義にエ
ラーがないかチェックします。

テーブルにエラーがない場合には、図 11-20に示されているような［APG］ダイアログをオープンし
ます。

図 11.20: 1つのテーブルに対するプログラムを作成

3 オープンされたダイアログにはデフォルトの値が表示されていますので、このまま APGを実行するこ
とができます。

パラメータの設定（単一テーブル時）

以下の表では、図 11-20に示されているような、APGが［テーブル］リポジトリ内の特定のテーブルで実行

されたときに、表示される設定欄について説明します。

タブ 設定欄 パラメータ 機能

APG 処理モード E=実行 選択したデータベーステーブルに対する一時的なプログ

ラムを作成し実行します。
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11タブ 設定欄 パラメータ 機能

G=作成 選択したデータベーステーブルのプログラムを作成し、

そのプログラムを実行せずに［プログラム］リポジトリ

にプログラムを追加します。

オプション B=照会 オンラインデータ入力および保守用のプログラムを実行

もしくは作成します。

E=出力 選択したデータベーステーブル内に含まれているデータ

を出力するプログラムを実行または作成します。このデー

タは、テキストファイルに出力されます。

I=入力 テキストファイルよりデータを入力するプログラムを実

行または作成します。データはデータベーステーブルに

入力されます。テキストファイルのフォーマットは、［E=

出力］で作成されるテキストと同じです。［E=出力］オ

プションと［I=入力］オプションは、同じデータを入出

力するペアのプログラムを作成します。

P=印刷 データファイルを印刷するプログラムを実行または作成

します。

N=インターネット ［処理モード］が［G=作成］の場合のみ指定できます。

インターネット用のプログラムを作成します。

選択カラム データビュー内に含まれるカラム数を表示します。デフォ

ルトでは、データベーステーブルのカラムすべてが対象

になります。プログラムに関与するカラムの数を変更し

たいときや、それらの順序を変更したいときには、［カ

ラム選択］一覧にズームします。［カラム選択］一覧の

［順］欄に数字を入力して、データビュー内のカラムの

相対的位置を指定することができます。

プログラム名 ［プログラム］リポジトリ内に表示されるプログラム名

を指定します。この欄は［G=作成］モードでしか利用で

きません。

テキストファ

イル名

［オプション］欄で［E=出力］または［I=入力］を選択

した場合、入出力ファイル名を指定できます。

［データ出力］コマンドでは、ディスク上にテキストファ

イルが存在しているかどうかをチェックしません。同じ

名前のファイルが存在した場合には、これに上書きされ

ます。

作成フォーム Q=照会 HTMLドキュメント形式のフォームを作成します。

［オプション］欄で［N=インターネット］を選択した場

合のみ指定できます。

O=出力 HTMLフォーム形式のフォームを作成します。

［オプション］欄で［N=インターネット］を選択した場

合のみ指定できます。

B=照会と出力 HTMLフォーム形式と HTMLドキュメント形式の両方

のフォームを作成します。

［オプション］欄で［N=インターネット］を選択した場

合のみ指定できます。
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タブ 設定欄 パラメータ 機能

照会カラム HTMLドキュメント形式フォーム上に配置されるカラム

を指定します。ズームすると［カラム選択］ウィンドウ

が表示されます。

［オプション］欄で［N=インターネット］を選択した場

合のみ指定できます。

出力カラム HTMLフォーム形式フォーム上に配置されるカラムを指

定します。ズームすると［カラム選択］ウィンドウが表

示されます。

［オプション］欄で［N=インターネット］を選択した場

合のみ指定できます。

スタイル 表示モード L=ライン ラインモードでレコードを表示します。カラムはすべて、

1行に並んで配列されます。各カラムの上にはカラムの

表題が表示されます。各画面には、収容できるだけのレ

コード行が表示されます。

S=スクリーン 画面ごとに 1つのレコードを表示します。

N=なし ［オプション］で［E=出力］か［I=入力］を指定した場

合に使用できます。画面表示を行いません。

スタイル 3=立体 画面が 3次元で表示されるよう指定します。

2=平面 画面が 2次元で表示されるよう指定します。

O=オリジナル ［表示モード］が［S=スクリーン］の場合に指定できま

す。

タイトルバー No タイトルバーを表示しません。

Yes タイトルバーを表示します。

インター

ネット

照会ウィンド

ウタイトル

HTML照会フォームの表題と見出しを定義します。

照会ウィンド

ウ背景

HTML 照会フォームの背景イメージとして使用するイ

メージを指定します。ズームするかまたは欄でダブルク

リックして、［オープンファイル］ダイアログからファイ

ルを選択します。

出力ウィンド

ウタイトル

HTML出力フォームの表題と見出しを定義します。

出力ウィンド

ウ背景

HTML 出力フォームの背景イメージとして使用するイ

メージを定義します。ズームするかまたは欄でダブルク

リックして、［オープンファイル］ダイアログからファイ

ルを選択します。

照会フォーム

の保存ファイ

ル名

作成する照会フォームのファイル名を定義します。これ

は、APGが［照会］および［両方］の各オプションに対

し作成したプログラム内に見つけることができるフォー

ムと同じです。欄が空のままのときには、ファイルは作

成されません。ズームするかまたは欄でダブルクリック

して、［オープンファイル］ダイアログからファイルを選

択します。

プログラムリポジトリまたは、タスクツリーからの APGの実行

［プログラム］リポジトリまたは［タスクツリー］から APGを使用してプログラムを作成することもでき
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11ます。［タスクツリー］からプログラム内の個々のサブタスクを作成することもできます。［プログラム］リ

ポジトリまたは［タスクツリー］から作成されたプログラムは、一時的なプログラムではなく、自動的に実

行されません。

［プログラム］リポジトリからプログラムを作成するには:

1 ［編集/行作成］を選択して、［プログラム］リポジトリ内に新規項目を作成します。

2 ［オプション/APG］を選択します。

プログラム作成処理が実行されると、プログラム名を決定し、［プログラム］リポジトリに追加されます。が

プログラムの名前は、［APG］ダイアログの［APG］タブの［オプション］欄 (［照会］、［出力］、［入力］、

［印刷］，［インターネット］)と対象となるデータベーステーブルの名前で構成されます。例えば、［顧客］と

いう名前のテーブルの出力プログラムを作成する場合には、その名前は［出力-顧客］となります。［プログ

ラム］リポジトリまたは［タスクツリー］内でこの名前を編集できます。

［タスクツリー］からプログラムを作成するには:

1 ［タスクツリー］から［オプション/APG］を選択します。

タスクをすでに定義してある場合には、上書き確認ダイアログが開きます。

2 「Yes」を選択すると、既存のタスクに上書きされます。既存のタスクに上書きしたくないときには、
［プログラム］リポジトリで新規タスクを作成するか、またはこれが［ツリー］のルートレベルであ
るなら、［プログラム］リポジトリに新規の行を作成し、［タスク］または［プログラム］を作成し
ます。

［プログラム］リポジトリまたは［タスクツリー］のどちらからオープンしても、図 11-21に示されている

ように［APG］ダイアログには、同じ設定欄が表示されます。

図 11.21:プログラムまたはタスクからの APGの実行

［プログラムジェネレータ］ダイアログがオープンしたときに指定されたデフォルトの設定を使用して、［プ

ログラムジェネレータ］を実行できます。
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パラメータの設定（タスクツリーからの APG）

以下の表で、［プログラム］リポジトリまたは［タスクツリー］から実行したときに［APG］ダイアログ内

に表示される設定欄について説明します。

タブ 設定欄 パラメータ 機能

APG オプション B=照会 オンラインデータ入力および保守用のプログラムを作成

します。

E=出力 選択したデータベーステーブル内に含まれているデータ

を出力するプログラムを作成します。このデータは、テ

キストファイルに出力されます。

I=入力 テキストファイルよりデータを入力するプログラムを作

成します。データはデータベーステーブルに入力されま

す。テキストファイルのフォーマットは、［E=出力］で

作成されるテキストと同じです。［E=出力］オプション

と［I=入力］オプションは、同じデータを入出力するペ

アのプログラムを作成します。

P=印刷 データファイルを印刷するプログラムを作成します。

N=インターネット インターネット用のプログラムを作成します。

メインテーブ

ル

［テーブル］リポジトリ内のテーブル番号を入力するか、

または［テーブル］一覧にズームしてテーブルを選択す

ることにより、データベーステーブルを指定します。

選択カラム データビュー内に含まれるカラム数を表示します。デフォ

ルトでは、データベーステーブルのカラムすべてが対象

になります。プログラムに関与するカラムの数を変更し

たいときや、それらの順序を変更したいときには、［カ

ラム選択］一覧にズームします。［カラム選択］一覧の

［順］欄に数字を入力して、データビュー内のカラムの

相対的位置を指定することができます。

プログラム名 ［プログラム］リポジトリ内に表示されるプログラム名

を指定します。この欄は［G=作成］モードでしか利用で

きません。

テキストファ

イル名

［オプション］欄で［E=出力］または［I=入力］を選択

した場合、入出力ファイル名を指定できます。

［データ出力］コマンドでは、ディスク上にテキストファ

イルが存在しているかどうかをチェックしません。同じ

名前のファイルが存在した場合には、これに上書きされ

ます。

作成フォーム Q=照会 HTMLドキュメント形式のフォームを作成します。

O=出力 HTMLフォーム形式のフォームを作成します。

B=照会と出力 HTMLフォーム形式と HTMLドキュメント形式の両方

のフォームを作成します。

照会カラム HTMLドキュメント形式フォーム上に配置されるカラム

を指定します。ズームすると［カラム選択］ウィンドウ

が表示されます。

出力カラム HTMLフォーム形式フォーム上に配置されるカラムを指

定します。ズームすると［カラム選択］ウィンドウが表

示されます。
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11タブ 設定欄 パラメータ 機能

スタイル 表示モード L=ライン ラインモードでレコードを表示します。カラムはすべて、

1行に並んで配列されます。各カラムの上にはカラムの

表題が表示されます。各画面には、収容できるだけのレ

コード行が表示されます。

S=スクリーン 画面ごとに 1つのレコードを表示します。

N=なし ［オプション］で［E=出力］か［I=入力］を指定した場

合に使用できます。画面表示を行いません。

スタイル 3=立体 画面が 3次元で表示されるよう指定します。

2=平面 画面が 2次元で表示されるよう指定します。

O=オリジナル ［表示モード］が［S=スクリーン］の場合に指定できま

す。

タイトルバー No タイトルバーを表示しません。

Yes タイトルバーを表示します

インター

ネット

照会ウィンド

ウタイトル

HTML照会フォームの表題と見出しを定義します。

照会ウィンド

ウ背景

HTML 照会フォームの背景イメージとして使用するイ

メージを指定します。ズームするかまたは欄でダブルク

リックして、［ファイルを開く］ダイアログからファイル

を選択します。

出力ウィンド

ウタイトル

HTML出力フォームの表題と見出しを定義します。

出力ウィンド

ウ背景

HTML 出力フォームの背景イメージとして使用するイ

メージを定義します。ズームするかまたは欄でダブルク

リックして、［ファイルを開く］ダイアログからファイル

を選択します。

照会フォーム

の保存ファイ

ル名

作成する照会フォームのファイル名を定義します。これ

は、APGが［Q=照会］および［B=照会と出力］の各オ

プションで作成されたプログラムによってできる HTML

フォーム形式フォームと同じです。欄が空のままのとき

には、ファイルは作成されません。ズームするかまたは

欄でダブルクリックして、［ファイルを開く］ダイアログ

からファイルを選択します。

SQLコマンドダイアログからの APGの実行

［SQLコマンド］ダイアログで入力した SQLステートメントに基づいて APGを使用してタスクを作成する

ことができます。［SQLコマンド］ダイアログから作成されたタスクは、一時的なプログラムではなく、自

動的に実行されません。

［SLQコマンド］ダイアログからプログラムを作成するには:

1 ［タスク/SQLコマンド］を選択するか、
� �

Ctrl
� �

+
� �

Q
� �

を押して［SQLコマンド］ダイアログを開き
ます。

2 「SQLガイド」の「埋め込み SQL」の章に記載されているように、ダイアログ内で有効なSQLステー
トメントを作成します。

3 ［オプション/APG］を選択するかまたは
� �

Ctrl
� �

+
� �

G
� �

を押して、［SQLコマンド］ダイアログの一
番下の APGボタンを選択します。タスクが空ではないときには、上書き確認ダイアログをオープンし

開発者ガイド

dbMAGIC Ver.8.2

11.8自動プログラムジェネレータ (APG) 11–35



ます。

4 「Yes」を選択して、既存のタスクに上書きします。

既存のタスクに上書きしたくないときには、［タスクツリー］で新規タスクを作成するか、これがツリーの

ルートレベルであるなら、［プログラム］リポジトリ内に新規の行を作成し、タスクを生成します。

APGが実行されると、以下の要素をもとにしてタスクを作成します。

■ ［SQLコマンド］

■ 変数項目…実行時に SQLステートメントによって作成される結果テーブルのカラムと書式上互換性が

あります。

■ タスクの変数項目を示す出力パラメータ

■ 指定された書式に従ってフォーマットされたデフォルトの表示。

■ ［タスク特性］ダイアログ内の適切な［タスクタイプ］

■ タスクが［出力タスク］の場合、［データ出力］コマンド

タスクの変数項目は、［SQLコマンド］を解析後、SQLコマンドを実行するデータベースから受け取った記

述を基に作成されます。

図 11.22:［SQLプログラムジェネレータ］ダイアログ

図 11-22に示されているように、［SQLプログラムジェネレータ］ダイアログには、［プログラム］リポジト

リまたは［タスクツリー］から起動した［APG］に対しオープンしているダイアログと同じ設定欄が表示さ

れます。ただし、これら設定欄の一部は利用できないものがあります。ダイアログがオープンしたときには、

デフォルトの値が表示されます。これらデフォルトの設定を使用して APGを実行できます。

パラメータの設定（SQLコマンドダイアログからの APG）

以下の表で、［SQLコマンド］ダイアログから実行した、［APG］ダイアログに表示される設定欄について説

明します。

タブ 設定欄 パラメータ 機能

APG オプション B=照会 オンラインデータ入力および保守用のプログラムを作成

します。

E=出力 SQLコマンドによって検索されたデータを出力するプロ

グラムを作成します。このデータは、テキストファイル

に出力されます。
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11タブ 設定欄 パラメータ 機能

P=印刷 SQLコマンドによって検索されたデータを印刷するプロ

グラムを作成します。

N=インターネット インターネット用のプログラムを作成します。

メインテーブ

ル

［SQLコマンド］に置き換えられます。この欄は変更で

きません。

選択カラム データビュー内に含まれているカラム数が表示されます。

[SQLコマンド ]によって明示的に定義されたカラムだけ

しか作成できないのでこのカラムにはアクセスが許され

ず、[SQLコマンド ]によって定義された結果テーブルの

順序に従って作成されます。

テキストファ

イル名

出力するテキストファイルの名前を指定します。デフォ

ルトの名前の”SQLexprt.txt” が自動的に付けられます。

［ファイルを開く］ダイアログをオープンして既存のファ

イル名を指定できます。

出力カラム HTMLフォーム形式フォーム上に配置されるカラムを指

定します。ズームすると［カラム選択］ウィンドウが表

示されます。

スタイル 表示モード L=ライン ラインモードでレコードを表示します。カラムはすべて、

1行に並んで配列されます。各カラムの上にはカラムの

表題が表示されます。各画面には、収容できるだけのレ

コード行が表示されます。

S=スクリーン 画面ごとに 1つのレコードを表示します。

N=なし ［オプション］で［E=出力］か［I=入力］を指定した場

合に使用できます。画面表示を行いません。

スタイル 3=立体 画面が 3次元で表示されるよう指定します。

2=平面 画面が 2次元で表示されるよう指定します。

O=オリジナル ［表示モード］が［S=スクリーン］の場合に指定できま

す。

タイトルバー No タイトルバーを表示しません。

Yes タイトルバーを表示します。

インター

ネット

出力ウィンド

ウタイトル

HTML出力フォームの表題と見出しを定義します。

出力ウィンド

ウ背景

HTML 出力フォームの背景イメージとして使用するイ

メージを定義します。ズームするかまたは欄でダブルク

リックして、［ファイルを開く］ダイアログからファイル

を選択します。
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第12章 ワークグループ開発

新機能である、［ワークグループ開発］機能は、［チーム開発］と［バージョン管理］という 2つの主要な機

能で構成されています。

［チーム開発］では、同じアプリケーションで作業している開発者たちの間で一貫性が確保され、［バージョ

ン管理］では、バージョン管理のためアプリケーション内の変更が分析されます。

12.1 ワークグループ機能を有効にするには

［チーム開発］を有効にする

スーパーバイザとしての使用権利を持つ開発者だけが［チーム開発］を有効にできます。

［チーム開発］を有効にするには:

1 ［スーパーバイザ］としてログオンします。

2 ［ファイル/アプリケーションオープン］を選択し、［アプリケーション一覧］にアクセスしてから、
［チーム開発］を有効化したいアプリケーションを選択します。

3 ［リポジトリ/CTL特性］を選択し、［CTL特性］ダイアログをオープンします。

4 ［ワークグループ開発］タブで、［チーム開発有効］欄に「Yes」を入力し、図 12-1に示されている
ような確認ダイアログで［OK］をクリックすることで［チーム開発］が有効になります。

図 12.1:アプリケーションチーム開発の有効化
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［CTL特性］ダイアログで変更することができない場合には、［バージョン管理マネージャ］がすで
に有効化されていると考えられます。このような場合には、変更する前に、［CTL特性］ダイアログ
をチェックアウトしなくてはなりません。

［バージョン管理マネージャ］が有効な場合には、下記のステップに従って、［CTL特性］ダイアログをチェッ

クアウトします。

1 ［CTL特性］ダイアログがオープンされている状態で［MVCS/チェックアウト］ を選択します。

2 ［MVCS/スナップショットファイル］欄からズームして、スナップショットファイルのファイル名と
場所を定義します。

スナップショットファイルには、チェックアウトされたオブジェクトに対するすべての変更内容のコ
ピーが保持されています。デフォルトのファイル名は、xxSNP.MCFで、この場合 xxはアプリケーショ
ン識別子を表しています。

3 ［MVCSロックファイルパス］欄に、対象アプリケーションに対するロックファイルのパスを指定し
ます。

ロックファイルの名前は xxMVCS.LOCです。この場合 xxは、アプリケーションの識別子を表します。

［バージョン管理マネージャ］が有効な場合、変更したい設定の変更を終了したときに［CTL特性］ダイア

ログをチェックインする必要があります。

［CTL特性］ダイアログをチェックインするには:

1 ［CTL特性］ダイアログをオープンします。

2 ［MVCS/チェックイン］ を選択します。

［バージョン管理マネージャ］を有効にする

スーパーバイザとしての使用権利を持つ開発者だけが［バージョン管理マネージャ］を有効にできます。

複数のアプリケーションで［バージョン管理］を有効にする場合は、あらかじめ［バージョン管理］で使用

する各アプリケーションごとにバージョン管理ファイル用のデータベースを定義しておく必要があります。

アプリケーションのバージョン管理ファイル用のデータベースを定義するには:

1 アプリケーション固有のサブディレクトリを作成します。

2 ［設定/データベース］を選択して、［データベース］テーブルをオープンします。

3 新規項目を作成し、アプリケーションのバージョン管理ファイルを表す名前を付けます。

4 ［DBMS］欄から［DBMS］一覧にズームし、必要な DBMSを選択します。

5 ［編集/特性］を選択して、［データベース特性］ダイアログをオープンします。特定の DBMSの要件
に従って、特性を入力します。

6 ［データベース］テーブルの［位置］欄で、図 12-2に示されているように、#1 で作成したバージョ
ン管理ファイル用データベースの場所を表すディレクトリパスを入力します。
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図 12.2: バージョン管理用データベースの定義

［バージョン管理マネージャ］を有効にするには:

1 ［スーパーバイザ］としてログオンします。

2 ［ファイル/アプリケーションオープン］を選択して、［アプリケーション］一覧にアクセスし、［バー
ジョン管理マネージャ］を有効化したいアプリケーションを選択します。

3 ［リポジトリ/CTL特性］を選択して、［CTL特性］ダイアログをオープンします。

4 ［ワークグループ］タブで、［バージョン管理マネージャ有効］欄に「Yes」を入力し、確認ダイアロ
グで［OK］をクリックして［バージョン管理マネージャ］の有効化を確定します。

［CTL特性］ダイアログで変更を行うことができない場合には、おそらく、［チーム開発］がすでに
有効化されていると考えられます。このような場合には、変更を行う前に、［CTL特性］ダイアログ
をまずはじめにチェックアウトしておかなくてはなりません。

［チーム管理］が有効化されている場合には、処理を続ける前に［CTL特性］ダイアログから［MVCS/

チェックアウト］を選択します。

5 「D=詳細」または「R=通常」として［デフォルトバージョン管理レベル］を指定します。

6 ［MVCSデータベース］欄から［データベース］一覧にズームし、図 12-3に示されているように、こ
のアプリケーション用に定義されているデータベースを選択します。データベースがアクセスするパ
スは各アプリケーションごとに固有に指定されていなければなりません。このステップは必須です。
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図 12.3:［バージョン管理マネージャ］の有効化

12.2 ［ワークグループ開発］機能の使い方

以下に説明する［ワークグループ開発］機能はすべて、［チーム開発］と［バージョン管理マネージャ］有効

化の両方に適用されます。以下に説明する機能を使用するには、［チーム開発］および［バージョン管理マ

ネージャ］を有効化しなくてはなりません。

オブジェクトのチェックインとチェックアウト

［ワークグループ開発］システムには、すべての dbMAGICプログラムとリポジトリのためのチェックアウト/

チェックインメカニズムが備わっています。［プログラム］リポジトリを除き、各リポジトリは全体がチェッ

クアウトされます。プログラムは、全［プログラム］リポジトリをチェックアウトしない限り、個別にチェッ

クアウトされます。

オブジェクトをチェックアウトするには:

1 リポジトリまたは［プログラム］リポジトリ内のプログラム項目にアクセスします。

2 ［MVCS/チェックアウト］を選択します。

リポジトリまたはプログラムをチェックアウトすると、他の開発者からそのオブジェクトをロックで
きます。そのオブジェクトを編集できるのは、チェックアウトした開発者のみとなります。

オブジェクトをチェックインするには:

1 チェックアウトされているオブジェクトにアクセスします。

2 ［MVCS/チェックイン］を選択します。

3 ［バージョン管理マネージャ］が有効な場合には、［チェックインコメント］ダイアログが表示され
ます。レビジョンの記述、詳細レベルを入力してから、ズームしてそのレビジョンが属する［変更区
分］を選択します。
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チェックアウトされたオブジェクトの表示

チェックアウトされたオブジェクトの一覧を表示するには:

1 ［MVCS/チェックアウト］一覧を選択して、図 12-4のような［チェックアウト］一覧を開きます。

図 12.4:チェックアウト一覧

2 最新情報でこの一覧を更新するため［再表示］をクリックします。

3 ［ユーザ］ボタンはユーザ一覧を表示するときにクリックします。一覧からユーザを選択すると、そ
のユーザ IDによってチェックアウトされたオブジェクトだけが表示されます。

4 この画面からオブジェクトにチェックインしたりチェック解除したりするには、その項目を選択し、
［MVCS/チェックイン］または［MVCS/アンチェック］を選択します。

オブジェクトの変更

変更できるのは、チェックアウトしたオブジェクトだけです。

オブジェクトを変更するには:

1 リポジトリまたはプログラムをオープンし、［MVCS/チェックアウト］を選択します。

2 オブジェクトを変更します。

3 そのオブジェクトから、［MVCS/チェックイン］を選択します。

4 ［チェックインコメント］ダイアログで行った変更内容の詳細を、図 12-5のように入力します。
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図 12.5:［チェックインコメント］ダイアログ

12.3 チェックアウトされたオブジェクトの変更の取消

オブジェクトを指定した状態で［MVCS/アンチェック］を選択することで、チェックアウトされているオブ

ジェクトに対し行った変更のすべてを取り消すことができます。変更はすべて失われ、オブジェクトの履歴

に表示されません。

［プログラム］リポジトリで新規プログラムを作成する

［プログラム］リポジトリ内に新規プログラムを作成するときには、［ワークグループ開発］システムが自

動的にプログラムをチェックアウトします。

新しいプログラムを作成するには:

1 ［プログラム］リポジトリをオープンし、［編集/行作成 (
� �

F4
� �

)］を選択します。［ワークグループ］
システムが自動的に作成しようとしているプログラムオブジェクトをチェックアウトし、プログラム
オブジェクトに関するコメントを要求します。

2 新規プログラムについての記述のあるコメントを入力し、［OK］をクリックします。新しいプログラ
ムが自動的にチェックアウトされます。

3 ［バージョン管理マネージャ］が有効な場合には、そのレビジョンの詳細レベルすなわち「通常」か
「詳細」を選択します。

［プログラム］リポジトリでプログラムを削除する

プログラムを削除するには:

1 ［プログラム］リポジトリをオープンし、削除したいプログラムにズームします。

2 ［MVCS/チェックアウト］を選択して、プログラムをチェックアウトします。

3 ［編集/行削除 (
� �

F3
� �

)］を選択します。

4 ［チェックインコメント］ダイアログに入力し、［OK］をクリックします。更新された［プログラ
ム］リポジトリが自動的にチェックインされます。

5 ［バージョン管理マネージャ］が有効な場合には、［チェックインコメント］ダイアログに［コメン
ト］および［変更区分］を入力します。
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12.4 ［バージョン管理マネージャ］による変更内容の履歴管理

［バージョン管理］システムは、アプリケーションに対して行なった変更内容のすべての履歴ログを保持し

ます。アプリケーションにおける各レビジョンがデータベースに保存されます。これは後で見直すために利

用できます。

アプリケーションの新バージョンの作成

初版を含むアプリケーションの新バージョンは、［メジャーレビジョン］と呼ばれています。

アプリケーションの新バージョンを作成するには:

1 アプリケーションを開きます。

［バージョン管理マネージャ］を有効化して初めてアプリケーションを開くと、［メジャーレビジョ
ン作成］ダイアログが自動的に開きます。

2 ［バージョン管理マネージャ］を有効化して、アプリケーションを開くのが初めてではない場合には、

［MVCS/レビジョン作成］ を指定すると、［バージョン管理マネージャ］が実行され、［メジャー
レビジョン登録］ダイアログを開きます。［バージョン管理マネージャ］が実行中の場合には、［作
成／メジャーレビジョン］を選択してください。

3 レビジョンの名前を入力してください。日付、時間およびユーザログオン名が自動的に入力されます。

4 12-6に示されているように、［ユーザコメント］ボックス内にその他のコメントを入力することで、
バージョンの内容を記録しておくことができます。

図 12.6:［レビジョン作成］ダイアログ

12–8 ワークグループ開発 開発者ガイド
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アプリケーションのマイナーレビジョンをグルーピングする

共通の内容でアプリケーションに対するレビジョンをグルーピングすると、履歴管理が簡単になります。レ

ビジョンのグループを［変更区分］として定義します。

［変更区分］を定義するには:

1 アプリケーションをオープンします。

2 ［MVCS/変更区分］を選択します。あるいは［バージョン管理マネージャ］が実行中の場合には、［作

成／変更区分］ を選択して、［変更区分作成］ダイアログをオープンします。変更区分に関する
変更 ID番号が自動的に設定されます。

3 ［変更区分名］欄にその変更区分名を入力します。

4 ［コメント］欄にはその他の情報を入力できます。

全てのマイナーレビジョンを表示する

アプリケーションで行なった変更は、［マイナーレビジョン］として保存されます。［マイナーレビジョン］は、

チェックインされている各オブジェクトごとに、バージョン管理用データベースに自動的に記録されます。

アプリケーションに対するすべての［マイナーレビジョン］を表示する場合:

1 アプリケーションをオープンします。

2 ［MVCS/マイナーレビジョン］を選択するか、または［バージョン管理マネージャ］が実行中の場合、

［表示／マイナーレビジョン］ を選択して［マイナーレビジョン］テーブルをオープンします。

3 ［詳細］をクリックすると、［マイナーレビジョン］に関する詳細情報を表示できます。［レビジョ
ン詳細］ダイアログに各［マイナーレビジョン］が階層構造方式で表示されます。

4 1つのオブジェクトのマイナーレビジョンを表示する場合には、コンボボックスよりそのオブジェクト
を選択してから［表示］をクリックします。

全てのメジャーレビジョンを表示する

アプリケーションに対するすべてのメジャーレビジョンを表示するには:

1 アプリケーションをオープンします。

2 ［MVCS/メジャーレビジョン］を選択するか、または［バージョン管理マネージャ］が実行中の場合

には、［表示／メジャーレビジョン］］ を選択して、図 12-7に示されているような［メジャーレ
ビジョン］テーブルをオープンします。

開発者ガイド
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図 12.7:［メジャーレビジョン］テーブル

3 各メジャーレビジョンに対する変更区分を表示するには、レビジョンを選択してから［変更区分］を
クリックします。

4 ［マイナーレビジョン］をクリックして、各［変更区分］の［マイナーレビジョン］を階層構造形式
で表示します。

全ての変更区分を表示する

アプリケーションに対する全ての［変更区分］を表示するには：

1 アプリケーションをオープンします。

2 ［MVCS/変更区分］を選択するか、または［バージョン管理マネージャ］が実行中の場合には、［表
示／変更区分］を選択して、図 12-1に示されているような［変更区分］テーブルをオープンします。

12–10 ワークグループ開発 開発者ガイド
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図 12.8:［変更区分］テーブル

開発者ガイド
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アプリケーションを以前のバージョンに戻す

［バージョン管理マネージャ］を使うことで、前のバージョンにアプリケーションを戻すことができます。

アプリケーションを戻すためのオプションは、いくつかあります。削除されたプログラムを回復したり、ア

プリケーション内の特定のオブジェクトを前のバージョンの状態に戻したり、あるいはアプリケーションの

全体を前のバージョンに戻すことが可能です。

削除されたプログラムの回復

削除されたプログラムを復旧するには:

1 ［プログラム］レポジトリをオープンします。

2 ［MVCS/プログラム復旧］を選択します。

3 ［プログラムの復旧］テーブルから削除されたプログラムを選択し、［チェックインコメント］ダイ
アログで［コメント］欄と［変更区分］欄を入力します。

１つのオブジェクトを以前のバージョンに戻す

1 レポジトリをオープンします。プログラムの場合は、戻したいプログラムにカーソルを移動します。
チェックアウト状態であれば、チェックインします。

2 ［MVCS/プログラムロールバック］を選択します。

3 ［プログラムのロールバック］テーブルから戻したい［レビジョン］を選択します。

アプリケーション全体を以前のバージョンに戻す

アプリケーション全体を以前のバージョンに戻すことができます。［バージョン管理マネージャ］は、指定し

たバージョンのアプリケーションを異なる CTLファイルとして作成します。

アプリケーションを戻すには:

1 アプリケーションをオープンします.

2 ［MVCS/CTLロールバック］を選択します。

3 ［CTLのロールバック］テーブルより戻したいレビジョン番号を選択します。

4 作成する CTLファイルのファイル名を指定します。

注意：� �

アプリケーションやプログラムをロールバックする際に表示されるレビジョンは、チェックイン後のも

のです。チェックインした状態以前に戻す場合は、そのレビジョンより１つ前のものを選択しなければ

なりません。
� �

12.5 ［チーム開発］におけるオブジェクトの再同期化

［チーム開発］が有効な場合、スナップショットファイルで作業を行なうオブジェクトは常にアプリケーショ

ンファイル内のオブジェクトと同期化されます。作業を行なっていないオブジェクトは同期化されません。

アプリケーションファイル内のオブジェクトとともに現在作業を行なっているオブジェクトの他に、他のオ

ブジェクトを同期化したい場合には、［MVCS/オブジェクト同期化］を選択して、これを手作業で行なわな

くてはなりません。

12–12 ワークグループ開発 開発者ガイド
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12.6 ［ワークグループ開発］状態を解除するには

何らかの障害のため［ワークグループ開発］状態で正常の CTLファイルがオープンできない場合は、一旦

［ワークグループ開発］状態を解除することで、回避できる場合があります。以下に［ワークグループ開発］

状態を解除する手順を示します。

1. MVCS関係のファイルが破損または、CTLファイルとの整合性がとれない場合、アプリケーションが

オープンできない場合があります。この場合は、アプリケーションテーブル上で該当するアプリケー

ションに対するアプリケーション特性を開き、［MVCS無効]欄を Yesにしてください。

2. チェックアウト状態のオブジェクトがあれば、チェックアウトユーザは全てのオブジェクトをチェック

インしてください。

3. Supervisorで dbMAGICにログインしてから該当するアプリケーションをオープンします。

4. ［リポジトリ／ CTL特性］をオープンして、チェックアウトします。

5. ［ワークグループ開発］タブを開き、［チーム開発を使用する］を No［バージョン管理マネージャを

使用する］を Noにします。

開発者ガイド
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